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電子版特典ＳＳ「高級娼婦とジーノ」




あとがき









第一章

第一話




　屈強な肉体をした男が、ベッドの上で激しく腰を振っている。

　もしその姿を傍目から見る者がいたとすれば、汚らしい裸体をさらしたおっさんが、無様な自慰行為に耽っているものと見えたであろう。

　しかしよくよく男の体の下を見れば、細く白い足が助けを求めるように伸びているのに気付く。

　さらによく観察すれば、男が野菜に開けた穴に男根を突き立てているのではなく、淡い桜色をした艶かしい肉の穴に必死で抜き差しを繰り返していることがわかるだろう。

　それでも傍目から見たら、男女の営みではなく自慰行為をしているような印象を受けるのは、男が下にいる女……少女を固定するように組み敷き、ただひたすら単調に、自分の快楽だけを求めて腰を振っているからである。

　木窓を閉め切った、光の差さぬ暗闇に満たされた室内には、男女どちらの声も一切響いていない。

　ただ荒くなった呼吸音が僅かに漏れるだけで、それは男と少女、どちらのものかすら判別がつかぬほどにかすかな響きだった。

「……くっ」

　そんな静かな部屋に、男の呻き声が小さく響いた。

　直後、男はベッドにめり込むように腰を突き出して動きを止め、痙攣するように体を震わせた。

　男が射精の快楽を、そしてその余韻を味わっていることは、誰の目にも明らかである。

　もちろん、こんな汚いおっさんの情事を覗く物好きなど存在しないので、男は他人の目を気にせずに快楽に溺れた情けない顔をさらして、精液が尿道を抜ける衝撃を存分に楽しんだ。

　そう、男は誰の目も気にしていなかった。

　男に組み敷かれた少女すら、恥じらうようにベッドのシーツを引っ張って自身の顔を覆い、男の痴態から目を背けていたからだ。

　これは少女が、自身を犯す男の醜い姿を見たくないからこうしている…というわけではない。

　実は男自身が、少女の顔にシーツをかけ、その視界を覆ったのだった。

　別に少女が醜女しこめであるというわけではない。

　むしろ、男の絶頂をその身に感じて、行為の終わりを察して僅かにシーツの端から覗かせたその顔は、極一部分に過ぎないにもかかわらず、その美しくも愛らしい顔を万人に気付かせるにたる存在感を示していた。

　潤んで細められた瞳や、朱のさした柔らかそうな頬を見れば、男の身勝手な行為が少女の体に少なからぬ何かをもたらしていることは明らかであった。

　そんな少女の様子に気付かず…いや、気にもせずに、男はやや勢いを失った自身の男根を、少女のキツく柔らかい肉壷の中でゆっくりと前後させた。

　男は常人の二～三倍はあろうかという長い絶頂を終えた直後であったが、実は先ほどのそれでも本日三回目の射精なのだった。

　男はゆっくりとした動きで、半萎えの亀頭を使って少女の中の複雑な構造を堪能する。

　くすぐったいような、それでいて腰が引けるほどの強い快感を感じながら、男は自身の男根の様子を窺う。

　動かす度に少女の肉壁がタイミング良く締まり、尿道に残った精液を絞り出してくるが、それでも男の性器が硬さを取り戻すことはなかった。

　どうやら、今日は打ち止めのようだ。

　しかしそれでも、男性器が完全に萎えるほどではない微妙な感じがある。

　体は満足していても、男の心はまだ久方振りの女を求めて、胸の奥が苦しくなるような飢えを訴えかけていた。

　結局男は、少女に挿入したままベッドに横になることにしたのだった。

　もちろん、このまま少女の上に折り重なってしまえば、その体格差から少女を圧殺しかねない。

　男は少女を抱き上げると、挿入したままの状態にもかかわらずベッドの上で器用にクルリと体位を入れ替え、少女を自身の腹の上に寝かせた。

　男の下に隠れていた少女の肢体が露わになると、まず目を引くのはその小さな尻から生えた獣の尻尾だった。

　少女は滑らかな産毛すらないような玉の肌をしておきながら、腰の辺りからはフサフサとした狐色の尻尾が生えていたのだった。

　さらにそのまま視線を動かすと、尻尾と同じ…いや、より鮮やかな金色をした長い髪と、その頭頂部にはこれまた三角をした獣の耳がちょこんと突き出している。

　美しい黄金色の毛並みをした、獣人族の少女であった。

　まだ年若いせいか、体の肉付きに薄さがあるものの、出るとこは出て、引っ込むところは引っ込んだ芸術的な肢体。

　その美しい肢体を薔薇色に色付かせて、獣人族の少女は男の腹の上で大きく肺を上下させていた。

　その顔は力尽きたためか男の胸にぴったりと寄せられ、両手両足は男の上から振り落とされまいとギュッと男の胴体に巻き付いている。

　それは汚いおっさんの裸体より遥かに見る価値のある姿であったが、まるで他者の目から少女を隠すかのように、男はサッと少女ごと自身の上にシーツをかけて覆ってしまった。

　光差さぬ暗闇の中ですら、ぼんやりと浮かんで見えるほどの美しさを持つ少女の姿が隠されたため、室内は再び静かな闇へと沈んでいた。

　男の逸物は硬さをやや失いつつも、未だに少女の膣に深々と突き刺さっている。

　少女の呼吸に合わせて、膣の粘膜がきゅうきゅうと締め付けてくるため、男のモノは抜け落ちるほど萎えることもなく、大きさを保ったまま少女との結合を持続していた。

　その刺激は性的興奮を再燃させるほどではなく、しかし絶妙に甘く心地良い響きであったため、男はそのまま眠りに落ちることにした。

　そうと決めて瞳を閉じると、途端に男を睡魔が襲う。

　胸に抱いた少女の重さと熱が、非常に心地良かった。

　こうして冒険者ジーノの、所有物である性奴隷ヨウコを使った十日ぶりの性処理は終わったのだった。




第二話




　ジーノは冒険者である。

　一五歳で田舎を飛び出してから、既に二十数年を冒険者として生きてきた。

　もちろん田舎を出た直後のジーノも、他の若者と同様に様々な期待に胸を膨らませていた。

　金を払って娼婦を買う冒険者仲間を、蔑んですらいたこともあった。

　しかし自身の身のほどを知り、自らもまた、金を出さねば商売女にすら相手にされない存在なのだと気付くのにさほどの時間はかからなかった。

「…む……ぅ…」

　体に染み付いた習慣から、ジーノはいつも通りの時間に目を覚ました。

　ベッドの上での爽快な目覚めを、大きく伸びをして堪能する。

　昨夜はあれだけ性行為に熱中し、行為後は体も清めずに寝たのだから、本来であればこんなに目覚めが爽快なわけがない。

　その答えは単純で、ジーノの体は寝ている間に拭き清められ、汚れたシーツもできる限り拭われ、汚れた部位には新しいシーツがあてがわれていたからであった。

　ベテランの冒険者であるジーノを目覚めさせることなく、誰がこれを為したのか。

　その答えもまた酷く単純明快であり、ジーノ自身も既にそれを日常として受け入れ、特に気にすることもなくなっていた。

　ベッドの脇に置かれた湯気の上がる桶に、一緒に添えられていた手拭いを浸し、ジーノは自身の顔から体を素早く拭った。

　手早く普段着に着替えて部屋を出ると、廊下には香ばしいパンの焼ける匂いと、美味しそうなスープの匂いが漂っていた。

「あっ…」

　ジーノがリビングへ向かうと、朝食の支度をしていたヨウコは慌てて深々と頭を下げる。

　それに視線だけ向けると、ジーノは何も言わずにテーブルのいつもの席に腰を下ろした。

　ジーノが席につくと、既に食器が並べられていたテーブル上に、ヨウコが次々に朝食を並べていく。

　焼きたてのパンに野菜のスープ、焼いたベーコンとソーセージ…庶民の食卓ではあり得ない贅沢な品揃えだが、長年冒険者として実績を積み重ねてきたジーノの資産を思えば、別段不思議なものでもなかった。

　だが、質素倹約を常とするジーノとしては、毎朝このように豪勢な食事を食べようなどとはカケラも思わない。

　ヨウコもそれは、重々承知していた。

　本日のこの豪華メニューは、昨晩遅くに冒険から帰ってきたジーノが、食事も取らずにヨウコを寝室へ引きずり込んだが故に、腹を空かせているだろうと気を使ってのものであろう。

「…いただきます」

　ジーノは子供の頃から躾けられた習慣としてそう口にすると、瞬く間にテーブルの上の食事を平らげていった。

　そんなジーノに対し、ヨウコは席に座ることなく、忙しなくキッチンとリビングを行き来する。

　ジーノの様子を的確に把握し、テーブルの上には適宜追加のパンや肉が置かれ、何も言わずともおかわりのスープがよそわれた。

　そんな風に甲斐甲斐しく世話をするヨウコの姿は、全裸にエプロン一枚という有り様である。

　邪魔にならぬように後頭部で一纏めにされた美しい金髪と、フサフサの柔らかそうな狐色の尻尾が、動くたびに同じリズムで左右に揺れ、その下の白いうなじや白い尻がチラチラとジーノの視線を奪う。

　当然そのような姿を見せられれば、ジーノの劣情は朝っぱらから駆り立てられることとなる。

　しかしヨウコのこの姿は、別にジーノが強制してやらせているわけではなかった。

　あくまでヨウコが自発的に始めた格好であり、それがいつからか日常の光景となってしまっただけである。

　ジーノ自身も、欲に溺れて怠惰に堕ちぬようにと、ヨウコを『使う』のは日が沈んでからと決めていた。

　夏真っ盛りで日の長いこの時期は、早く日が沈まぬものかと焦れったい気持ちになることもあるが、それでも一度として破ったことのない自身の内での取り決めであった。

「…ごちそうさまでした」

　食事を終え、ジーノは食後の祈りとともにそう告げた。

　テーブルの上の皿は全て綺麗に空になり、そして何故か、この時だけはジーノの正面にはヨウコが慎ましく椅子に座っている。
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　ジーノの言葉に合わせて、ヨウコも無言でぺこりと頭を下げた。

　大きすぎず小さすぎない形の良い乳房が、白いエプロンの隙間からふるりと柔らかそうな谷間を見せる。

　ここで反応しては相手の思うツボ、と、ジーノは無駄に対抗意識を燃やして、椅子の上で食後の満腹感を味わうように寛ぐ。

　そんなジーノの気持ちを知ってか知らずか、ゆっくりと頭を上げたヨウコの胸元は、エプロンの両脇から桜色のツンと上向いた乳首が溢れ出て、その愛らしい顔に似合わぬ煽情的でいやらしい装いに変貌していた。

「………」

　流石のジーノも、これには堪らず視線が吸い寄せられる。

　失態に気付いたジーノがゆっくりと自然さを装って視線を外すも、股間の逸物は充血して釘が打てそうなほどの硬度となっており、最早容易には動けないほど薄手のズボンの下で激しい自己主張をしていた。

　そんなジーノの様子に特に気を払った風もなく、ヨウコは音も立てずに立ち上がると、テーブルの上を綺麗に拭き清め、皿を抱えて台所へと去っていった。

　その際、ヨウコの尻尾が先ほどまでに比べて大きく左右に揺られているように見えたのは、ジーノの劣情が見せた思い込みなのかどうか。




第三話




　同年代の女性がいない田舎から飛び出して、ジーノが自分の面構えが異性から快く思われないと知るのに、それほど時間はかからなかった。

　冒険者の駆け出しとして日々の糧にも事欠く有り様の時期はともかく、数年して一人前を名乗っても誰にも笑われない頃になれば、ジーノはかつて内心では馬鹿にしていた娼婦通いの男冒険者どもと同じ道を歩んでいた。

　冒険に出て命の危険にさらされ、成功報酬を得て拠点に戻れば美味い飯を食い、酒を飲み、女を買うのがいつしかジーノにとっての日常となっていた。

　それは非常に楽しく、満ち足りた日々だった。

　慎重で用心深い小心者のジーノは、大きな失敗も怪我もすることなく着実に経験を積み、同期より緩やかな歩みではあったが、堅実に実績を積み重ねていった。

　そしてある程度の冒険者としての地位と金を手に入れたところで、もう一歩新たな世界に踏み込んだのだった。

　小さな成功を積み重ねて山を築いたジーノの耳に、一発大きいのを当てて山を築いた他の冒険者仲間の動向が自然と入るようになる。

　いや、それは元々、耳には入っていた情報であった。

　しかしジーノ自身が、自身には縁遠い関係のないものとして、あまり重視していなかっただけである。

　それは『奴隷を買う』ということについて、だ。




　ジーノは昼前の閑散とした冒険者ギルドに足を踏み入れると、真っ直ぐに受付カウンターを目指した。

「ん…よぅ、ジーノ。生きてたか」

「ああ、当たり前だ」

　顔馴染みの厳つい顔の受付と、ジーノは挨拶がわりにお互いの手を強く打ち付けあい、固い握手をした。

「ほれ、今回の受領証だ。報酬をくれ」

「相変わらず順調そうで羨ましいなぁ。今度一杯奢れや」

「ああ、今夜空いてるなら別に構わんぞ」

「はは、そりゃあいい。んじゃ、ちょっくら金庫から持ってくるから待ってな」

「おう」

　カウンターの奥へ歩いていく男を見送ると、ジーノはカウンターに寄りかかってギルドの中を見渡した。

　朝一で貼り出された依頼を受けて、殆どの冒険者は外へ出て行ってしまっている。

　ここにいるのはジーノのように昨夜遅くに仕事を終えた者か、しばらくの休暇の暇潰しに冷やかしで来ている者かのいずれかくらいだった。

　そんな中、薄汚れた格好で部屋の隅に一塊になっている一団が目に入る。

　皆疲れた顔で床に座り込んでいるが、楽しげに雑談するその表情に暗い影はなく、一仕事終えた労働者の顔をしていた。

　彼らの首には、一様に黒い金属の首輪がつけられている。

　単純明快に、その首輪の存在が彼らが『人』か『物』かを指し示す指標であった。

　首輪がついている彼らは『物』…すなわち奴隷だった。

　奴隷自体は、冒険で荷運びをさせたり、旅における雑務をさせるために所有している冒険者は珍しくなかった。

　彼らの立場は『物』であるが、そういった業務に従事するタイプの奴隷は、特段魔法的な制約を受けておらず、借金の返済のためなどで期限付きで奴隷に堕ちている場合が殆どである。

　当然、首につけた首輪も、身分証以上の意味はない。

　所有者もそれを十分理解しており、いずれは奴隷身分の解放が約束されている彼らを…また、自分と同じ姿形をした彼らを、『物』として扱う者はほとんどいなかった。

「はいよ、おまたせ」

「…ん、おう。それじゃ、夜にいつもの酒場でな」

「ははは、楽しみにしとくよ」

　ジーノは受け取った革袋の中身を確認することもなく、冒険者ギルドをあとにした。

　こういった場合はお互いの面前でキッチリ金額を数えるのが常識であったが、それをあえてしないことで得られるものもあるとジーノが知ったのは、いつのことだったか。

　まああの受付の男も、まさか今日の夜に奢ってくれると言っている相手から、わざわざ報酬をネコババするような人間ではないと十分ジーノも理解していた。

　そのジーノ個人の認識を、目に見える形で相手に伝えることで、お互いの信頼関係が醸成されることもあるのだった。

　ジーノは冒険者ギルド出ると、その足を雑貨屋に向けた。

　装備一式に損傷はなく、自分の手による整備で十分事足りる。

　むしろ今回の仕事…往復十日間の商人の護衛は、消耗品の消費のほうが出費が大きかったのだった。

　使った消耗品を買い足すために店へと向かう途中、ジーノは黒い首輪をした少女が、買い物カゴを両手に提げて一生懸命歩いている姿を目にした。

　その少女もまた、首輪が指し示す通り奴隷であり、きっと…冒険者ギルドにいた彼らとは一線を画した『誰かの物』であるのかもしれない。

　期限付きの奴隷の他に、その身を生涯奴隷の身に堕とした『物』もいる。

　その差は純粋に、その身に降りかかった金額の差である。

　戦争で捕虜となった他国民や犯罪者は、その身に理不尽とも言える額の『賠償金』を背負わされた奴隷となる。

　それはそのまま、その奴隷の生涯をかけて支払う負債であり、殆どの場合、死ぬまで奴隷身分から解放されることはないのだった。

　そんな身分に見目麗しい女性が堕ちれば、当然『物』に相応しい扱いが待っているのである。

　そして当然、人に非ざる『物』扱いから、女奴隷の自死を含めた逃亡を防止するため、高価な隷属の首輪が嵌められる場合が殆どであった。

　ジーノが大枚を叩いて買ったヨウコという奴隷は、そういったタイプの『人に非ざる、物扱いされる奴隷』であった。

　ジーノは消耗品の補充と、食料の買い出しを終えると、真っ直ぐに自宅へと帰った。

　まだまだ日は沈んでおらず、夕餉の準備を始めるかどうかといった程度の時間である。

　ジーノが玄関の鍵を開けて家に入ると、そこには当然のようにヨウコが待ち構えていた。

　朝とは違い、質素な服に身を包んだヨウコに、ジーノは黙って買ってきた食料品を手渡した。

　ヨウコを購入した当初、ジーノは世間の目を気にして『家から出るな』という命令を下していた。

　別に性奴隷を囲うベテラン冒険者は珍しいものではないし、ヨウコの購入が法的に問題がある行為ではないことはジーノも理解していた。

　それでも、長年かけて積み上げてきた自身の評判に、多少なりとも悪影響があると考えたジーノは、ヨウコが人目につくことのないように、その行動に制限をかけたのだった。

　しかし、冒険者という稼業上、ジーノは長く家を空ける可能性もあり、不慮の事故で死ぬことだってあり得た。

　その結果、ヨウコが家から出ることができずに餓死するという事態を想像してしまったジーノは、すぐさまその命令を撤回してしまったのだった。

　自身に向けた言い訳としては、不測の事態に備えるため、というもの。

　その実は、自身の生き死にに他人の命がかかっているという事実にジーノが耐えられなかったからだ。

「……酒場で飲んでくる…帰りは、遅くなる」

　ジーノは独り言のようにそう小さく呟くと、持っていた消耗品を床に置くと踵を返して外へ出ていった。

　食料品を抱えたヨウコが深々と頭を下げていることは、ジーノの目には映らなかったのだった。




第四話




　今日を生きられたことと、仕事の成功を祝う陽気な声があちこちから響き渡る中、ジーノはゆっくりと酒を飲み、その騒がしい時間を楽しんでいた。

　ジーノの座る席を囲うように、数名の男女が丸テーブルに座って楽しげに会話をしている。

　彼ら彼女らは年齢も格好もバラバラだが、本日の酒代がジーノ持ちという点では、そこにいる男女は共通の同志であるとも言えた。

　主役とも言える立場にあるはずのジーノは、そんな愉快な輪の中で静かに酒を飲んでいた。

　だがそれは別に、輪に馴染めず浮いているわけではない。

　もう酒を飲んで馬鹿騒ぎし、場を盛り上げる役目はジーノのものではないというだけの話だった。

　ジーノは若い冒険者の夢と希望のある熱い語りに耳を傾けて、丁寧に相槌を返してやっている。

　彼の左右を挟む、冒険者ギルドのむさ苦しい受付の男と、年若い受付嬢が、酔ってゆらゆらと体を左右に揺らしながら、楽しそうにジーノの肩を抱き、頭を叩くのを優しく嗜める。

　この生命力に溢れた時間が、ジーノは堪らなく好きだった。

　既にベテラン…人によってはロートルと揶揄されることすらある年齢のジーノにとって、自身のできること、できないことは最早ほとんど網羅し尽くした後である。

　そんな自分がなくした夢や希望、明日への活力に溢れた輪の中で酒を飲むことは、ジーノ自身の枯れかけた心すらも熱くしてくれる心地良いひと時だった。

　そんな楽しい時間を過ごすうちにも、ほんの僅かな空白の瞬間が割り込む時がある。

　その一瞬にジーノの脳裏をよぎったのは、出かけにヨウコへかけた一言だった。

　自身の子供と言っても差し支えない年の少女を性玩具にすることに、ジーノはじくじくと罪悪感を感じることがあった。

　それを振り払うように、ジーノはヨウコを徹底して『物』として扱い、できる限りの会話を排していこうと努力していた。

　元々、性病の恐れのない高級娼婦を買い続けるより、結果的に安上がりだという、性奴隷持ちの冒険者仲間の意見に流されて、ジーノはヨウコを購入したのだった。

　そこに性処理以外の目的はなく、また奴隷商人から『獣人族の娘は体が丈夫だから、普通の人間より裂け難い』と言われたから購入したまでである。

　さらには、自身の平均以下に劣った容姿では、結婚して身を固めるなど夢のまた夢である、という諦観が後押しとなった。

　ジーノがヨウコと出会ったのは、ただの偶然である。

　ヨウコが自らの尻尾の毛を全て毟ってしまい、その髪の毛すらも引き千切り始め、まるで病人のような様相になっていたのを奴隷商人が手放したくて猛烈に売り込み、ジーノが事前に調査した値段を大幅に下回った結果、購入が決まったのである。

　ジーノも購入した当初は、道具の整備は冒険者に必須のスキルと考え、ヨウコの体調管理に注力をしていた。

　当然、念願叶った性奴隷だから、やることはしっかりやりながら、であったが。

　ヨウコはジーノに何をされても無反応であったが、その膣内は絶品であった。

　ジーノは高い金を払って手に入れた玩具を壊さぬよう、細心の注意を払いながら楽しんでいただけのつもりであった。

　しかしそれがいつしか、変わり始めていた。

　当初は飲食から排泄までジーノが面倒を見ていたヨウコが、いつの間にか家の掃除を始め、洗濯をし、そして食事を作るようになっていたのだ。

　壊れた人形のような、無反応な状態のヨウコであれば、まだジーノは自分を騙せていた。

　しかし自ら考えて動き、ジーノの行動を先回りして気遣いをするヨウコが相手では、購入当初以降日に日に強くなる罪悪感が、中年冒険者の頭を悩ませるのであった。

「どうしたんですかぁ、ジーノさん！　暗い顔しちゃって！」

　最近面倒を見ている新米の冒険者の少年が、酒に酔った赤ら顔をジーノに近付けながら大仰な身振り手振り話しかける。

「そういうときは、パーッと娼館で発散しちゃいましょうよ！　最近ずっと行ってないみたいじゃないですか！　このあと俺と一緒に行きませんか！？」

　酔って気が大きくなった少年は、素面では絶対言えないようなセリフを口にする。

　横で聞いていた、同じく新米冒険者の少女が、露骨に顔を顰めるのがジーノには見えた。

　いつの間にか席順が変わり、ジーノの左右には新米冒険者の少年少女が陣取っていた。

「ぬかせ。お前はまずまともな装備を揃えてから、そういう遊びをしろ」

　ジーノは苦笑しながらそう苦言を呈すと、手にしていたエールをぐいっと飲み干した。

「食費まで切り詰めてヒーヒー言ってるくせに、あんたにそんな余裕なんかないでしょ！？」

　少女はそう声高に非難すると、酔ってふらふらと揺れる少年の頭を盛大にひっ叩いた。

　少女も酔っているのか、なかなかに手加減のない一撃であり、叩かれた少年はその勢いに負けて、危うく椅子から転げ落ちそうになる。

「痛っ！　お、うわ…っ！？」

　それを素早く、ジーノは腕を伸ばして少年を支えた。

「おっと…危ねぇぞ？　ちょっとは加減してやれ」

「す、すみません…」

　ジーノの言葉に、少女は恐縮して肩を竦める。

　少年は頭を叩かれたことでさらに酔いが回ったのか、今にも糸の切れた操り人形のようにぐにゃりと崩れ落ちそうな雰囲気があった。

「お前もそろそろやめとけ、でないと明日地獄を見るぞ？　…それと、俺はもうそういうのはやめたんだよ」

　ジーノは少年に水を飲ませながら、誰に言うとでもなくポツリと言葉を零していた。

　この愉快な喧騒に包まれた酒場の中で、その呟きが聞こえた者がいたかどうかは、まったくわからなかった。

　街中が静まり返った深夜、ジーノはよたよたと歩きながら自宅へ帰ってきた。

　街の外れに広い敷地を持つジーノの家は、今までの冒険者稼業の成果の一つである。

　街中の利便性の良い家を買うより、郊外に広い家を買った理由は、表向きは冒険から帰ったときにできる限り家に早く辿り着けるように、とか、そうした際に騒々しい街中よりも静かな郊外がいいから、などと、枯れたおっさんらしい言い訳をジーノは使うようにしている。

　事実はもちろん違う。

　ヨウコを購入する前に購入したこの家は、周囲の耳目を気にせずに性奴隷と好き放題するつもりで買ったものだ。

　枯れるどころか、若い頃と同じか、むしろ長い年月で煮詰めたせいかより強く暗い性欲をジーノは持っていた。

　だからこそ、長い目で見れば娼婦より安上がりな性奴隷を買おう、などと思い至ったのだが。

　ジーノが玄関を開けると、屋内は闇に包まれていた。

　そんなことは、外から見たときに明りが外に漏れていないことからジーノも百も承知であった。

　だが、玄関を入った直後に人の気配を感じたジーノは、予想外の展開に一瞬固まり…そして慌てて玄関を閉めて鍵をかけた。

　家の中に、ヨウコがポツンと明りもつけずに佇んでいたのだ。

　ジーノは酒に酔った気配を感じさせない静かで安定した足取りで、ヨウコに真っ直ぐ近付いていく。

　お互いに無言である。

　ヨウコは無表情のままじっとジーノの顔を見つめ、ジーノはヨウコの全身を舐めるように観察していた。

　ヨウコの着ている服は、以前買ったシルク製の寝間着である。

　ジーノは女性の着衣に詳しくはなかったが、確かベビードールとか言ったか。

　寝間着というよりは、下着である。

　シルクの柔らかく薄い生地で作られたその扇情的な衣装は、ヨウコの身体にふわりと絡みつき、その下の白い身体を浮き出たせている。

　どうせ抱き寄せるならば、ゴワゴワとした硬い麻の服を着せるより、高価だが肌触りの良い絹を着せるべきだと、性奴隷を持つ冒険者仲間にそそのかされて買ったものだ。

　暗闇の中でぼんやり輝くような白い肌をしたヨウコが、薄布の向こうに裸体をさらして佇む姿は、それだけで非常に蠱惑的だった。

　ジーノはヨウコに近付く動作そのままの流れで、ヨウコの二の腕を掴むとそれを引っ張って寝室へ向かって歩いて行った。

　向かう寝室は、『専用』の寝室である。

　ジーノは本日、するつもりなどなかった。

　てっきりヨウコも、既に寝ているものだと思っていた。

　酒の酩酊を楽しみながら、大いびきをかいて寝ようと思いながら、ジーノは帰ってきたのだ。

　だが、ヨウコはここにいた。

　それがジーノに抱かれることを望んでなのか、捨てられないように、少しでも自身の扱いを良くするための媚びからくるものなのか、ジーノにはわからない。

　わからないが、ジーノは勝手に後者だと思い込んだ。

　別にヨウコを捨てたり、酷い目に遭わせる気などジーノには毛頭ないが、ヨウコがそういうつもりなら好きにしてやろうと露悪的に考えていた。

　ジーノの昂りを示すように、専用の寝室のドアが乱暴に開け放たれ、大きな音を立てて閉じられた。




第五話




　ジーノは二の腕を掴まれて引き摺られるように歩いてきたヨウコを、そのまま放り投げるようにベッドに押し倒した。

　軽い音を立てて、ヨウコがベッドの上に仰向けになる。

　暗闇の中で、お互いの表情は良く見えない。

　だが、染み一つない美しい白い肌を持つヨウコの存在だけは、暗闇の中でまるでこの世の生物とは思えないような幻想的な様相でぼんやりと浮かび上がっていた。

　白いシーツに横たわりながら、ベビードールに身を包んだヨウコの姿だけが薄っすらと浮かび上がるのは、どういった原理なのか。

　ジーノはそこに、生命の熱を感じていた。

　『物』として扱いながらも、無機物とは違う命の息吹が、ヨウコの存在感を強烈に伝えていた。

　ジーノは乱暴に服を脱ぐと、自身の上着をヨウコの上半身に投げるようにして被せた。

　性奴隷だ、ただの性処理の肉穴だと思い込もうとしても、年若い少女の視線が耐えられなかった。

　まったく感情の読めないその綺麗な瞳の奥にあるであろう、ジーノに対する憎悪や嫌悪を思うと、腹の底が縮み上がる思いだった。

　だから、隠す。

　そして、金は出したのだから、対価は既に払ったのだからと、ジーノはできる限り横暴に振舞うのだ。

　そうでもしないと、楽しめないから。

　ベッドに横たわったヨウコは、微動だにしない。

　そこに全裸になったジーノが、静かににじり寄った。

　ヨウコの足首を掴むと、その太腿を左右に大きく割り開いた。

　どこまでも柔らかで細い感触は、ジーノが本気を出せばたやすく壊れてしまうだろう。

　それを理解しているジーノは、決して痣など付かぬように細心の注意を払ってヨウコの身体に触れる。

　しかしそれは、この白く美しい肉体を壊して使えなくしたくないからであって、あくまで利用価値の保全のための配慮である。

　決して愛情ではない。

　同じ理由から、ジーノは前戯なしでヨウコに入れることもしない。

　いかに人より頑丈な獣人族とはいえ、準備もなしにされれば怪我もしよう。

　それに、ジーノとヨウコの間にはかなりのサイズの差があった。

　ベテランの娼婦ならば悦ぶジーノのモノも、年若いヨウコにはただの凶器でしかないはずだ。

　それに、濡れていないところに入れても、気持ち良くはない。

　潰れたカエルのように、惨めに大股を広げたヨウコの足の間に、ジーノは身体を割り込ませた。

　そして、毛の生えていないヨウコの股間に、そっと指を這わせる。

　そこは赤子の肌のようにぷにぷにと柔らかく、そして滑らかで非常に肌触りが良かった。

　おそらく、一日中触っていても飽きないであろうヨウコの肉丘を、ジーノは人差し指と中指でするりとなぞり上げた。

　ジーノの腰に当たっているヨウコの足が、ぴくりと震えた気がした。

　撫で上げたジーノの指先には、そのまま玉を作って乗るほどに濃厚な粘液が、とろりと纏わりついていた。

　ジーノは指についたヨウコの粘液を自身の男根に塗って馴染ませながら、ヨウコの腰を抱えるように引き上げて、その股間に顔を近付けていく。

　冒険で使い込まれ、節くれだったジーノの指では、女の中に傷がついてしまうからだ。

　それが好きだという物好きな娼婦もいたが、あれはプロ意識からくるリップサービスであろうとジーノは思っていた。

　使い込んでタコのできたジーノの手の平は、自身の男性器をしごくときですら痛く感じる場合があるのに、それよりも柔らかく繊細な粘膜を持つ女性器が、このゴツゴツとした凹凸に耐えられるわけがない。

　だからジーノは、ヨウコの膣口をほぐすときには自身の舌を用いるようにしていた。

　ヨウコの股間の熱を鼻先に感じるが、そこは無臭であった。

　いや、僅かに甘い香りがするようにも思うが、それを楽しむ余裕は興奮状態のジーノにはなかった。

　秘部に舌先を割り込ませると、ヨウコの全身が顕著にびくりと震えた。

　それが嫌悪や恐怖によるものであろうと、ジーノは止める気はない。

　むしろ、こちらが身体を気遣って前戯をしてやっているのに、それを拒絶するとは何事かと、怒りを込めてジーノは舌先を暴れさせる。

　膣口をほぐし、太く硬くなったジーノの男根を受け入れさせるのが目的である。

　当然その愛撫は穴を広げるためにグイグイと押し広げるような形で行われ、蜜を溢すヨウコの膣からはクポッ、クポッと卑猥ではしたない破裂音が頻繁に響くことになる。

　さらには、滑りを良くするために潤滑油である愛液を減らすわけにもいかず、ジーノがヨウコの溢した蜜を飲み下すことはない。

　そのため、ジーノの口淫を受けたヨウコの股間は、熟練の娼婦のように瞬く間にドロドロになってしまうのだった。

　十分にほぐれたと感じたジーノは、顔を上げるとヨウコの身体をゆっくりとベッドに下ろした。

　腰を進めて、ヨウコの肉穴に狙いを定める。

　ジーノは外に零れた少女の蜜を掬い上げるように肉棒を動かし、焦らすようにヨウコの膣口周辺に肉棒を擦りつけていく。

　ジーノは愛液をまぶすように、男根をヨウコの外性器に擦りつけていく。

　ふっくらとした白い大陰唇や、その内側に収められた肥大や色素の沈着のない薄桃色の小陰唇、そして膣口や尿道、淫核まで満遍なく擦りつける。

　やがてヨウコの蜜に触れていない場所がないというくらいに肉棒が濡れそぼると、ジーノは蜜の源泉である肉穴にゆっくりと肉棒を沈めていった。

　柔らかな肉の感触が、包み込もうとゆっくりと広がっていく。

　ジーノは亀頭のエラが張った一番太い部分までが無事に入ったのを確認すると、そこで止まって呼吸を整えた。

　これはヨウコの膣がちゃんと広がって馴染むのを待つという意味の時間であり、ジーノ自身が覚悟を決めるための時間でもあった。

　ジーノはぐっと奥歯を噛みしめて息を止めると、腹に力を込めながらさらにヨウコの中を押し進んだ。

　柔らかく広がった膣口付近と違い、少し進むと急に締め付けが強くなる。

　膣周辺の筋肉が、その本来の目的とは別の効果を、遺憾なくジーノの肉棒にもたらすのであった。

　複雑な様相のヨウコの膣壁が、強い圧力でジーノの亀頭を撫で、締め上げる。

　それだけでジーノは強すぎる快感に腰が引けそうになるが、快楽を求めるジーノの肉体は、意思に反して腰をぐいぐいと進めさせる。

　キツイ圧力の壁をジーノの亀頭が抜けた直後、今度は先端を奥へ奥へと吸い込まれるような錯覚をジーノは受けた。

　肉棒の一番太い部分が、ヨウコの一番締め付けの強い部分を抜けた拍子に、勢いがついただけのことであるはずだが、ジーノにはまるでヨウコの膣内が意思を持ってジーノを吸い込んだようにすら感じられた。

　吸い込まれた直後、ジーノの尿道付近に与えられるざらりとした肉の感触。

　そして、奥底にこつんと迎え入れられた瞬間、ぎゅっと絞まったヨウコの膣が、下からなぞりあげるように亀頭のカリ首や裏筋を擦り上げた。

　強烈な快感に、ジーノの腰が跳ねる。

　まるで筆おろし直後の童貞のような反応をしてしまう自分に、ジーノは軽い苛立ちを覚える。

　もはや齢は四十を超え、何人もの名器と噂される娼婦達と楽しんできたのだ。

　まさかこんな、自分の子供と称しても差し支えない年の差の小娘に、いいようにされて気分が良いわけがない。

　そんなジーノの心情を知ってか知らずか、ヨウコの膣内はリズミカルに収縮を繰り返し、それによって膣壁の凹凸を満遍なく活用して肉棒を愛撫してくる。

　ヨウコの顔は、ジーノの上着によって隠され、その下の表情は窺いしれない。

　しかし、その上着が自身の上からずり落ちないように、しっかりと服を掴むヨウコの白い手ははっきりと見えた。

　その手はきつく握り込まれ、震えていた。

　そんなヨウコの様子に、ジーノはさらに苛立ちを募らせる。

　上半身では、まるで強姦される生娘のような反応をしておきながら、その下半身はジーノが動きやすいように大きく股を割り開き、膣内はベテラン娼婦も顔負けの動きで射精を促しているのだ。

　その苛立ちをぶつけるように、ジーノは乱暴に腰を動かし始めた。

　前後に動かすだけの単調な動きで、ジーノは肉棒の先端を使ってヨウコの胎内を殴りつける。

　お前は俺の『物』なのだと。

　ただの性処理の道具なのだとわからせるつもりで、ジーノは荒々しく腰を振った。

　当然そんなことをすれば、乱暴に擦り上げられるのは、ヨウコの膣内だけではない。

　それがいつも間違いなのだと、ジーノはいまだに学習することができない。

　いや、ヨウコを犯し、その肉体を堪能するために、小心者のジーノにとってこれは必要な儀式なのだ。

　ヨウコが持つであろう憎悪や嫌悪に立ち向かうように、ジーノも悪意を身の内に燃え上がらせる。

　そして娼婦顔負けの名器に擦り上げられたジーノは、瞬く間に絶頂に達するのだった。




第六話




「ぐっ…」

　ジーノは低く呻くと、その動きをぴたりと止める。

　一日かけてたっぷりと睾丸に蓄えられた精液が、一分と経たずに少女の膣内に注ぎ込まれる。

　ジーノが射精時に腰を止めるのは、ヨウコの中に精液を流し込む感触を楽しみたいから、ではない。

　いままで娼婦と楽しんでいたときは、射精時は腰を振って刺激し続けたほうが気持ち良いと、ジーノは思っていた。

　しかし、ヨウコを抱くようになってからは、その持論は脆くも崩れ去った。

　いや、射精中に継続的に刺激をしたほうが気持ちが良いという意見は、いまだに変わることはない。

　しかし、ジーノが射精を開始すると、ヨウコの膣はいままで以上に複雑に、かつ激しく蠢き、間断なく肉棒を刺激してくるのだった。

　とても腰を振れるような状況ではなく、ジーノは腰を震わせながらその快感を甘受するしかないというのが現状なだけであった。

　射精が終わると、ジーノはヨウコの上に倒れ込むように体重を預けた。

　射精による心地良い疲労感から、腕を突っ張っていることが面倒になったのである。

　しかし、体格差の大きいジーノとヨウコでは、無闇に体重をかければヨウコが窒息してしまいかねない。

　ヨウコは高い金を払った肉便器である、死なれては困る。

　だからジーノは、ヨウコの両脇に肘をついて自身の体重をある程度ささえる。

　すると眼前には、大きすぎず小さすぎない、形の良いヨウコの乳房があるのである。

　これを堪能しない理由は、もちろんジーノにはない。

　ジーノはヨウコの上半身に被せた上着を僅かにずらし、胸を露わにさせた。

　ベビードールの肩ひもをずらすことでまろびでたヨウコのツンと上向いた乳房に、自身の顔を寄せてその柔らかさと張りを堪能する。

　多くの男に揉みしだかれた柔らかな娼婦の胸も悪くはないが、ジーノとしてはヨウコの若さ溢れる張り艶のある胸のほうが好みだった。

　ジーノはその他大勢の男性と同じ常として、ヨウコの胸に顔をすり寄せ、その先端に隆起する桜色の突起に吸い付く。

　女性と交際した経験のないジーノは、この行為が女性から見てどのように映るのかなど知る由もない。

　娼婦の中には、男にこうされると悦ぶ者こそいれ、拒絶したり嫌悪の表情を浮かべる者など皆無だからだ。

　だからジーノは、男女の行為における当然の行動として、ヨウコの胸を堪能する。

　当然、その柔肌に傷などつけないように細心の注意を払うし、歯を立てるなどもってのほかである。

　もちろん、跡が残るほど強く揉みしだくこともしない。

　これは女性を、ヨウコを気遣ってのためではなく、冒険者として当然の行いを実践しているにすぎなかった。

　道具を長持ちさせることこそ、良い冒険者の必須条件である。

　手入れはもちろん、誤った使い方をして道具を壊すなぞ愚の骨頂であり、冒険者としては三流もいいところである。

　だから、長い冒険者生活で皮の厚くなった手で触る際は、ほとんど触れるか触れないかといった程度になる。

　だがそうすると、少女の胸を満足に堪能することはできない。

　だからこそジーノはヨウコの胸の谷間に顔を埋め、より敏感で皮膚の弱い先端部分は口内の粘膜で味わう形になるのだ。

　一度射精しても、ジーノの股間は依然勢いを保ったままであった。

　挿入からごく僅かな時間で達してしまったことに思うところがないわけではないが、今となってはもはやそれも織り込み済みで行為に及んでいるので、ジーノの精神的負荷はある程度軽減されている。

　多少の精神的ダメージは、割り切ることで乗り越えられる程度にはジーノも年を重ねているのだった。

　とはいえ、再びがむしゃらに動かしては、またすぐに射精してしまうことは想像に難くない。

　だからジーノは、余裕の生まれた二回目はほとんど腰を動かさず、動かしたとしてもゆっくりとした長いストロークで楽しむようにしている。

　柔らかなベッドに横たわったヨウコの身体を抱き寄せ、その柔らかな乳房を堪能しながらゆっくりと腰を動かす。

　胸に顔を寄せているためか、はっきりと聞こえてくるヨウコの少し速い心音が非常に心地良い。

　ヨウコの背中に両腕を回して抱き締めているため、少女が呼吸をする際の肺の膨らみも、文字通り手に取るようにわかった。

　そうしたヨウコの生命の動きに連動して、少女の肉穴はゆっくりと締まっては弛緩するということを繰り返してくる。

　そのマッサージするような緩やかな甘い刺激を、または突然起きる強く複雑な膣壁の動きと快感を堪能しながら、ジーノはヨウコの身体に顔を埋めたまま、自身の肉棒に与えられる感触に意識を集中する。

　少女の肉壺の形状を堪能するため、ジーノは腰の角度を少しずつ変えて、自身の亀頭を用いて膣壁を撫で上げていく。

　他に選択肢が多くなかったとはいえ、冒険者という職業に望んでなった以上、ジーノの探求心は常人よりよほど強い。

　もう何度も繰り返しているにもかかわらず、ヨウコの膣内をこうして探ることは、ジーノにとってまったく飽きの来ない、いつまでも熱中できる行為であった。

　ジーノにとって二回戦は探求に重きが置かれているため、射精に対する欲求は二の次であった。

　射精欲が高まっても動きが大きく変化することはなく、一定のストロークを続けたままで肉体の求めるままに射精に至るのである。

　そして今日もまた、ジーノにその瞬間が訪れる。

　ヨウコを抱き締める腕にほんの少しだけ力がこもった瞬間、少女の膣奥で勢い良く白濁の飛沫が放たれた。

　ジーノは深呼吸するようにヨウコの体臭を堪能しながら、股間から突き上がってくる衝撃のような射精の快感を脳で甘受する。

　自身が放つ酒臭よりもよほど甘く、脳を蕩けさせるヨウコの雌の匂いが、射精の快感と脳内で混じり合って至福の快楽をジーノに与える。

　二回目の射精を終えても、ジーノの肉棒は硬さを失っていない。

　ジーノ自身も自分のことはよくわかっており、行為に及べば最低三回は当たり前であることから、そのまま自然な流れで行為を続行する。

　疲労がなく、十分に溜め込んだ状態ならどこまでできるか試してみたいと思うこともあるが、流石に生活がかかっているためにそんな堕落したことに一日を費やすことはできなかった。

　しかし今日に限って、ジーノの肉棒は少し元気がなかった。

　その芯が持つ硬さは最初からまったく変化がないのだが、亀頭の張りが若干失われていることがわかる。

　恐らく、昨日深夜に冒険から帰宅し、そのままヨウコの肉体を貪ったことで完全な休息を得られていないことと、思いの外酒場での酒量が多かったのが原因であろう。

　それでも、ジーノの性欲は衰えていない。

　ここで止めるなどという選択肢は最初からない。

　だがどうにも、勢いが足らず体がついてこない感が否めない。

　ジーノは相変わらずヨウコを抱き締めたまま、自身の肉棒を完全に起立させるために単調に、かつ緩やかに腰を振るった。

　それは快楽を求めるというよりも、快楽を求めるために男性器を勃起させるための予備動作のようなものであった。

　二度の射精を受け止めたヨウコの膣口からは、グチャグチャと汚らしく卑猥な粘度の高い水音が響く。

　それが精液によるものなのか、または別の体液によるものなのか、それを確認できる者はその場にいなかった。

　ただ、自身の内で煮えたぎる性欲に任せて、ジーノは一定のリズムで腰を振るう。

　それでも何故か、なかなか亀頭の張りが戻ってこない。

　酔いと疲労感が邪魔しているのだろうと結論付け、ジーノは自身の老いを痛感する。

　実際には、常人なら二発目の射精と同時に眠りに落ちていてもおかしくない疲労感と睡魔がジーノを襲っているのだが、その内でマグマのように燃え滾る性欲が、眠気に打ち勝ってジーノを動かしているのであった。

　しかし心地良い快楽は、同時に心地良い睡魔も呼び寄せる。

　おかげでジーノの睾丸はどんどんと射精に向けて高まりつつも、それと比例して睡魔が性感を鈍くするといういたちごっこが繰り広げられているのだった。




第七話




　二度目の射精から、どれほどの時間が経過したか。

　ジーノはぼんやりとした思考の中で、機械的に腰を振るっていたが、そのとき唐突に、抱き締めていたヨウコの肉体が強張った。

　いままでの呼吸や心音に合わせた生理的な締め付けではなく、明らかに意図的な、ヨウコの意思による継続的な締め付けが、ジーノの肉棒に加えられた。

　ぎゅっと満遍なく膣壁が肉棒に密着したことで、膣内に溢れていた粘液が行き場を失くしてヨウコの膣口から噴き出す。

　ぶぴゅ、ぶっ…というような、まるで水っぽい下痢のような排出音が大きく部屋に響き、その音が響くたびにヨウコの体がびくりと震え上がる。

　流石にそれが羞恥によるものだということは、ジーノにもわかった。

　しかし自分の行動で招いた事態を自分で恥じ入り、それでも膣の締め付けを緩めないヨウコの行動の意味が、睡魔に襲われているジーノにはわからなかった。

　だが、与えられた刺激により性感は睡魔を上回り、意識をどんどんと覚醒させていく。

　するとジーノの内に、惨めな音を響かせて羞恥するヨウコの姿に対して、優越感とも侮蔑ともとれる感情が湧き上がった。

　性処理道具が自身の意思で動くなど烏滸がましい、と、ジーノは露悪的な感情に囚われて急激に腰の動きを速くする。

　睡魔を乗り越えて快楽を意識した瞬間、ジーノの亀頭がぐっと張りを取り戻した。

　大きく張ったエラがヨウコの膣壁に描かれた複雑な溝を一切合切擦り上げて、柔肉の奥に潜む子宮を乱暴に突き上げる。

　きつく締め付ける肉圧を、全力を取り戻した肉棒でジーノは強引に割り開いていく。

　ジーノの腰がヨウコの内腿を叩く音が響き、膣口から吹き上がる粘液の音と混じり合う。

　当然、そんなことをすればジーノの限界は瞬く間に近付き、睾丸で精製された精液は発射の時を待ってジーノの体内で熱く煮えたぎる。

　いつ暴発してもおかしくない状態で、いつ暴発しても構わない心持ちで、ジーノは腰を激しく振るっていた。

　そのため、ヨウコの子宮を打ち砕かんと勢いをつけて腰を引いた瞬間に、カリ首を強く擦られたジーノの肉棒に限界が訪れてしまった。

　射精の瞬間の、ジーノの意思ではどうにもならない肉棒の蠢動が、ヨウコの膣口付近で始まったのだ。
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　このままでは抜けてしまうという気持ちと、それならそれで、ヨウコの肌を汚してやろうという気持ちがジーノの頭を満たした瞬間、肉棒は再びヨウコの膣奥まで吸い込まれていた。

　ヨウコの肉体が痙攣するように突っ張り、その腰を大きく上に突き上げたからだった。

　噴き出す寸前だった射精感が、追い打ちの一擦りを受けたことでさらに勢いを増した噴出を促す。

　ジーノは浮いて押し付けられるヨウコの細い腰をしっかりと掴みながら、三度目の射精を堪能する。

　自身でも気付かぬうちに余程の長時間焦らしていたのか、吹き上がる精液の量は一回目二回目を超えるほどのものだった。

　さらに、ヨウコの姿勢が背が反るほどに腰を突き上げた形になっているため、ジーノが最もヨウコと肌を接している部分は、文句なしに結合部であるという状況が、より射精による快感を強く感じさせた。

　全てを放出しきると、ジーノを再び睡魔が襲った。

　ヨウコの身体がくたりとベッドに沈むと同時に、ジーノの身体も力を失ってベッドに倒れ込む。

　ヨウコの中からずるりと抜け出した自身の肉棒が、全体に纏った粘液によるぬめりを内股に感じさせるのが不快ではあったが、性感という睡魔に抗う術を失ったジーノとしては、もはやどうでもよいことであった。

　ベッドは汚れてしまうだろうが、あとで洗えばいいだろうと投げやりに考える。

　性行為を終えた疲労感も手伝い、ジーノの思考をゆっくりと睡魔が包み込んでいく。

　それに抗うことなくジーノは瞳を閉じると、脇に寄せてあった毛布を自身とヨウコの上にかけた。

　今は夏であり、薄手の毛布一枚でも体が冷えることはないであろう。

　眠りに堕ちるまでの僅かな時間、ジーノはふと疑問に思ったことに僅かに残る思考力を巡らせる。

　それは性行為の際にたまにヨウコが見せる、あの体の急激な強張りはなんなのか、ということについてであった。

　いつも疑問に思うのだが、ヨウコのこの現象が起こるのは、いつも行為の終わり間近でのことのため、そのまま眠りに落ちることで疑問に思ったことすらもジーノは忘れてしまうのだった。

　ジーノの経験則からすれば、恐怖に駆られた者がそのまま恐慌状態に陥り、ひきつけを起こした状況が似ていると言えば似ていた。

　眠気で思考力の低下したジーノは、きっと恐怖によるひきつけだろうと適当に結論付ける。

　もはや考えるのが面倒になるほど、ジーノの頭には薄靄がかかっていた。

　そのまま抵抗することなく、意識を手放す。

　自身の身体に、柔らかく温かな何かが寄り添ったことが、ジーノの睡魔に拍車をかけたからであった。

　眠りに落ちたジーノは、無意識に横に寄り添ったヨウコを抱き寄せた。

　いつの間にか首元まで捲り上げられていたベビードールをしっかり着直したヨウコは、その纏った絹の材質と、内に包んだ乙女の柔らかさと熱により、これ以上ない上質の抱き枕となる。

　虚構に塗れた商売女しか抱いたことのないジーノは知らなかった。

　抗うことのできない状況で、絶頂に絶頂を重ねられた女が行き着く最後の反応こそが、ヨウコが最後に見せるあの醜態であるということを。

　男に媚びることを生業とし、男が悦ぶ仕草の研究に余念がない娼婦は、女の内に潜む本性など欠片もさらさないのだ。

　当然、性行為中の反応なぞ全てが計算尽くのものであり、生なまの女の、生なまの反応など、素人童貞のジーノが知ることなど到底できないのである。




　ジーノは普段通りの時間に、普段通りにパチリと目を覚ました。

　風通りを良くするために開け放たれた木窓から、朝の日差しと涼しい風が吹き込んでいる。

　季節の移ろいで起床時の日の差し具合は変わるが、それでも長年植え付けられた感覚が、普段通りの起床だとジーノに教えてくれる。

　ジーノはベッドの上で伸びをしたあと、ベッドから降りてもう一度伸びをする。

　全裸のおっさんが軽い準備運動をする姿は早朝から見たいものではないが、誰も見ていないのだから被害者は存在しないので、満遍なく全身を動かしてストレッチをした。

　血の巡りが良くなり頭が冴えてくると、ジーノは自身の体をあらためる。

　若干の寝汗をかいた形跡はあるものの、全身が一度は拭き清められた爽快感があり、特に男性器周辺は念入りに清められたのか、性行為の残滓なぞカケラも残っていなかった。

　誰が自分の体を拭いてくれているのかなど考えるまでもないことだが、ヨウコが自分の身を丁寧に拭き清める姿がイマイチ想像できないジーノは、できれば朝風呂に入りたかったなどとあえて露悪的な思考に終始する。

　高い魔道具を購入したお陰で、この家では比較的容易に風呂に入れるのだった。

　そして、普段は置いてある湯の入った桶が置かれていないことに気付いて、ジーノは軽い落胆と安堵を覚えるのだった。

　だが、それでいいのだ。

　元はと言えば、ヨウコとは極力人間的交流を廃した『所有者と道具』という関係でいたかったのだから。

　だからこそ、お互いの間に会話はなく、ヨウコ自身もまた、奴隷の首輪の力で縛られているわけでもないのに口をきかないのだろう。

　それなのに甲斐甲斐しくジーノの世話を焼いてくるのは、少しでも自身の待遇を改善するためか、捨てられて売り払われないようにするためか。

　その時、寝室の扉が音もなく開かれ、ゆっくりとヨウコが部屋に入ってきた。

　部屋の真ん中に全裸で佇むジーノの姿に、ヨウコの動きは一瞬だけ静止した。

　しかし、まるでその一瞬がジーノの勘違いに過ぎないとでも言わんばかりの普段通りの所作で、ヨウコは静かに扉を閉めると、ジーノに向かって歩んできた。

　ヨウコは手に桶を持っているので、ジーノは普段通り用意されているべき湯桶が、たまたま今になっただけなのだと思い、再び先程とはそれぞれ真逆の軽い落胆と安堵を覚えた。

　が、そんなジーノの考えは即座に覆された。

　受け取った桶の中に湯は入っておらず、代わりに石鹸や手拭い、それに綺麗に畳まれた着替えが入っていたからだ。

　ジーノが桶を受け取ると、ヨウコはしずしずと三歩下がって頭を下げると、そのまま何事もなかったかのように踵を返して部屋を出ていった。

　ヨウコが見せた後ろ姿は、相変わらずの裸エプロンであった。

　心なしか、ヨウコが部屋を出るまでの歩みが殊更にゆっくりだった気がしたが、様々な意味で裏切られたジーノは完全に硬直しており、その事実に気付くことはなかった。

　そしてジーノは、朝から風呂に入るという贅沢をたっぷりと堪能したのち、遅めの朝食を食べることとなるのだった。




第二章

第八話




　ある日、ジーノは至極どうでも良いことで頭を悩ませていた。

　事のきっかけは、一仕事終えて街に帰ってきた際、たまたま同時に仕事を終えた冒険者仲間と情報交換を兼ねた雑談をしていた時のことである。

　ジーノ達は疲れを癒すために、そして一仕事を無事に終えた自身らへの労いとして、昼間から酒場で野郎同士、酒を片手に語り合っていた。

　酒が入れば、段々と話題は真面目な話から猥談へと移行するのが冒険者である。

　そこでジーノは、『湯に浸かりながら触れる女の肌はとても気持ちが良い』という情報を耳にしたのだった。

　他にも様々に有益な情報はあったが、今もっともジーノが関心を寄せ、頭を悩ませているのは『女とともに湯に入る』ことの実現についてである。

　何故ならジーノの家には、大金をかけて整備した自前の浴室がある。

　魔道具を設置し、比較的容易に湯殿を整えられる環境にあるのだ。

　さらにジーノは、性奴隷を所有している。

　ヨウコという、自身の娘と言っても過言ではない年若い性奴隷と、いつでも人目を気にせずに入れる風呂。

　この二つが揃っていれば、本日得た新たな情報の真偽の検証など、いとも容易く行えるはずである。

　しかしそこは、齢四十を越えた素人童貞の小心者である。

　今までヨウコとのまぐわいを夜に限定し、日が沈むまでは決して手を出さないという不文律をジーノは自身に課していた。

　これは冒険者として節制が利かない者は、いざという時に命を落とすという実体験から来る戒めであり、自身が冒険者としての備えを疎かにしないようにと、怠惰に堕ちぬよう律した結果である。

　そしてジーノの家の風呂には、照明がない。

　これは日のあるうちに入れば良いだろうという考えから、ジーノが設置しなかったものであり、今のジーノの頭を悩ませている主な原因でもあった。

　日の沈んだ後の暗い浴室での入浴も、その趣きはなかなかに良いものではある。

　だが、ヨウコを連れてとなれば話は別だ。

　暗く足元の濡れた水場で、線の細い少女が足を滑らせれば、どんな怪我を負うかもしれないのだ。

　冗談のような話だが、洞窟探検中に転んで死んだ冒険者を、ジーノは何人も知っていたし、実際に見たことすらある。

　安易に大丈夫だろうなどと過信して、わかっている危険に対する防止策を取らないなど、慎重さでいままで生き抜いてきたジーノには、到底できないことであった。

　ならば、照明をつければ良いだろうという話なのだが、ヨウコと一緒に風呂に入るためにそんな設備投資をすることが、それをヨウコに悟られることが、ジーノには何故か堪らなく嫌だった。

　今までも『専用の寝室』に高価なベッドを置き、ヨウコが家事を行うようになってからは、家事の負担を減らすために火の魔道具や水の魔道具を、次々にジーノは追加してきてはいた。

　しかしそれもこれも、一応は自分のためという建前があった。

　だが、浴室の照明については別である。

　何故ならジーノは今まで、夜に灯りのない風呂に入ることなど平気でしていたのだから。

　今さらどんな顔をして、自分のためという建前を振りかざせば良いのやら。

　などと頭の中でアホなことを考えていても、はたから見ればベテランの厳つい中年冒険者が、眉間に皺を寄せて真剣に思索を巡らせているようになっているのだから、齢を重ねるということはあながち悪いことばかりではないのかもしれない。

　そんな険しい顔をしていれば、当然近寄り難い雰囲気となる。

　ジーノは誰に声をかけられることもなく、冒険者ギルドに設置された長椅子の一つに腰を落ち着けて、物思いに耽っていた。

「あ、あの、ジーノさんっ」

　しかしジーノが難しい顔をしていれば、あえて声をかけてくる者もいる。

「ん？　おう、ユリナか」

　ジーノに声を掛けてきたのは、普段から何かと目をかけている新米冒険者の少女・ユリナだった。

　長く伸ばした燃えるような赤髪をポニーテールにまとめ、可愛らしさと凛々しさを同居させた軽戦士の少女である。

「依頼の件で、何か不手際がありましたか…？」

　ユリナはジーノの正面に立ちながら、かつ腰を折ってまでして顔を近付けながらそう尋ねてきた。

「いや、別件だよ。依頼についてはなんの文句も聞いちゃいない」

　距離の近いユリナから身を離そうと、ジーノは大仰な身振りで手を左右に振りながら、グッと長椅子の背もたれに身体を預けて足を組んだ。

　それで十分な距離を稼いだはずのジーノだったが、ユリナはそんな意図を無視するように、長椅子のジーノの隣の位置に腰かけた。

　広い長椅子の上で、膝や肩が触れ合うような距離でおっさんと少女が肩を寄せ合って座る形になる。

「別件…っていうのは？」

「いや、大したことじゃない…それより、あんまり俺に近付くなよ？　冒険から戻ったばっかりで俺は今物凄く臭いおっさんなんだから」

　なおも食い下がるユリナに、ジーノは辟易としながら長椅子の上で尻をスライドさせて殊更に距離を取った。

　実際、今回は新米冒険者向けの害獣退治という依頼で、『魔獣化しかかっている熊を狩る』という本来なら一日二日で終わる仕事に、今回は二週間もかけてしまっていた。

「お前も疲れてるだろ、報酬受け取ってサッサと帰って休め」

　ジーノはできる限り優しい声を出しながらも、傍目からは嫌そうにユリナをあしらっているように見えるよう、殊更に顔を顰めながら、手でシッシと野良犬でも追い払うように雑に振った。

「そんな！　ジーノさんは臭くなんかないですよ！」

　顔を赤くしながらそんなことを熱弁するユリナが、ジーノの脇の臭いを嗅ごうとしてきたので、ジーノは人差し指でピンとユリナの額を弾いた。

「あうっ…！？」

「アホなことしてないで、報告が終わったならサッサと帰るぞ。今回はかなり報酬に色も付いただろうし、パーっと飲むのは明日にしようぜ」

　ジーノはそう言いながら、ユリナの頭をポンポンと軽く叩くと立ち上がった。

　今回の依頼達成に無駄に時間がかかったのは、ジーノが新米達に『実力の関係ない熊退治の仕方を教えてやる』と言ってお節介を焼いたのも原因の一つである。

　だが最大の理由は、指定された獲物が『魔獣化しかかっている熊』ではなく、既に魔獣化した赤毛熊という新米冒険者には危険な種であり、さらにはその赤毛熊が、より上位種である金毛熊になりかけていたためであった。

　正直、ベテラン冒険者であるジーノでも、不意に遭遇したら十中八九死ぬことになり、十分に準備をしていても一瞬の油断や僅かなミスで死の危険を伴う、強大な相手であった。

　しかし、事前情報に頼って油断せずに、魔獣を補捉する前から時間をかけて念入りに調査したことで、複数の罠を駆使して獲物を嵌めることができたため、なんとか仕留めることが叶ったのだ。

　当然、ジーノはこんな危険な依頼を新人冒険者向けとしたギルドに苦情を申し立てた。

　まだ立場の低いひよっ子達の代わりに、噛み殺さん勢いで依頼選別の担当者に詰め寄ったのだった。

　自分が生まれる前より冒険者をしているような大ベテランの勢いに恐れをなした担当者は、ジーノの申し立てを即日で上司に報告した。

　その上司はジーノの顔見知りであったことから、ジーノの評判や人格を考慮して、ただのクレームとして処理するのではなく、正規の不祥事案として調査をした。

　調べてみれば依頼の難度が不当に低くなった原因は単純明快であり、依頼した村が虚偽の情報を記載してギルドに依頼をしていただけであった。

　冒険者ギルドは正規難度に相応しい報酬と、村に科されるであろう違約金分を追加した額を、即日で新米冒険者達に支払ったのだった。

　ジーノとしても思いの外に大盤振る舞いな、誠実な対応であった。

　顔馴染みの上役曰く、

『この件についての村からの違約金の取り立てには、ある程度の時間がかかるだろうが、その負担を冒険者自身に負わせないためにギルドがあるのだから、当然の対応だ』

　とのことであった。

「は、はいっ…あの、本当に、ありがとうございました！」

　立ち去ろうとしたジーノの服の裾を、ユリナはなおも名残惜しげに掴もうとした。

　しかしそれを制するように、ジーノはユリナの手を握り、固い握手をする。

「まあ、いい経験になっただろう。慣れた依頼でも、下準備は忘れずにな」

　まだ一五歳であり、冒険者になって一年も経たないユリナであるが、その剣筋の見事さは眼を見張るものがある。

　きっとユリナも、すぐにジーノより上のステージへと行き、そのまま歩みを止めたジーノなど振り切って走り去って行くことだろう。

「は、はいっ！　あ、ありがとうございます！」

　耳や首筋まで真っ赤にしながら、ユリナは濡れた瞳でジーノを見詰めながら元気良くそう言った。

　そんなユリナの様子を見て、極度の緊張と疲労から風邪を引いたのだろうとジーノは考えた。

　二週間の間、野営地すら作らずに野宿を行い、死の危険を感じながら格上の魔獣と戦ったのだ。

　体調を崩してもなんらおかしいことはない。

　実際、他に帯同していた三人の新米冒険者は、既にダウンして宿の部屋で休んでいる。

　ジーノはもう一度、「お前も早く休めよ」とユリナに優しく声をかけると、自分も自宅に戻るために冒険者ギルドを後にしたのだった。




第九話




　ジーノは自宅に帰ると、玄関に入らずに自宅脇に併設してある倉庫へと向かった。

　長い野宿生活と、魔獣の鼻を誤魔化すために熊の生皮を被ったりもしたから、その悪臭たるや尋常なものではないのだ。

　ユリナが『臭くない』と言ったのも、たんに鼻が馬鹿になってしまっていただけであろう。

　ジーノは鍵を開けて倉庫に入ると、背負っていた背嚢を下ろして、着ていた革鎧やブーツを脱ぐ。

　背嚢に入れていた革兜も取り出し、汚れた服のままでそれら装備品を丹念に拭っていく。

　革装備は、手入れを怠れば瞬く間に状態が悪くなり、一気に防御力が落ちてしまうのだ。

　随所に鉄板を仕込んだ革装備は、防御力が高いわりに軽く、長期の行動に非常に適していた。

　もちろん、フルプレートアーマーの防御力には比べるべくもないが、大剣並みの牙や爪を振るうような化け物と正面切って戦うつもりがないジーノには、この程度の軽装備で十分なのだった。

　今回の赤毛熊も、本来ならフルプレートに身を包んだ大楯持ちの前衛が数名いなければ、決して戦える相手ではなかった。

　しかしそれは、ジーノと同ランクの中堅と呼ばれる程度の者だけで挑んだ場合の話である。

　より上位の冒険者であれば、平服やほぼ裸のような装備であっても、瞬く間に赤毛熊の首を狩ることができるのだから、本当に世界は不条理に満ちている。

　そんな取り留めもないことをつらつらと考えているうちに、ジーノは熟なれた手付きで装備品の整備を終えていた。

　あとは陰干ししておくだけだ。

　そこで一息ついたジーノは、脇に寄せてあった背嚢にチラリと目をやる。

　本来ならば道具の在庫の確認や修繕などは、今の汚れた服のままでやったほうが合理的な作業と言えた。

　だが、ジーノも疲れていた。

　赤毛熊を狩った経験は過去にも幾度となくあるが、まさか新米冒険者達のお守りをしながら、自身が最大戦力となるようなパーティで挑んだことなど初めての経験である。

　死傷者が出なかったのはただの偶然であり、奇跡としか言いようがない。

　さらに、後輩達の不安げな視線を背負って、冒険者ギルドとやり合うなど、臆病と言えるほどに慎重なジーノからすれば、滅多にないことである。

　それら肉体的、精神的疲労が極まった頭で、ジーノは背嚢の中身に思いを馳せた。

「……明日やろう」

　どうせ今から買い出しに行くわけでもなし、状態が悪くなっていそうなロープなどの装備品は、最悪倉庫に予備があるのだ。

　緊急に必要になったとしても、なんの問題もないとジーノは考えた。

　そうと決まれば、こんな臭い格好を長くしているいわれはない。

　ジーノは素早く立ち上がると、素足にサンダルを履いて倉庫から出た。

　自宅玄関を開けると、そこにはなぜかヨウコが佇んでいた。

　金色の美しい髪を腰まで伸ばし、その頭と腰には、獣人族の証である三角の耳とフサフサの尻尾がついている。

　服装は普通の町娘が着るような、地味な麻布のワンピースだ。

　ヨウコはジーノが玄関に入ると、恭しく頭を下げながら、手に持った木桶をジーノに渡してきた。

　木桶には石鹸や手拭いなどが入っており、いわゆるお風呂セットの体をなしている。

　木桶を受け取ったジーノは、そこに込められた意味に驚く。

　まさか、風呂を沸かしてあるというのだろうか、と。

　いや、高価な魔道具を導入したジーノ邸の浴室ならば、ジーノが帰ってきた気配を察知してから、倉庫から戻るまでの間に、湯殿を整えるのは決して無理ではないだろう。

　だが、ジーノは自身が放つ悪臭を気にして、自宅には寄らずにまっすぐ倉庫に向かったのである。

　普通なら、今この瞬間にジーノの帰宅を知ってもおかしくないという状況であった。

　とはいえ、あり得ないこともないといえば、そうでもある。

　疲れていたジーノはそれ以上考えるのをやめ、木桶を抱えて無言のまま風呂場に向かった。

　ぐちぐち考えることもなく、行ってみればわかるのだから。

　もしかしたら浴槽にではなく、取り急ぎいくつかの桶に湯を張っておいてあるだけかもしれない。

　もしくは、空の浴槽に魔道具で湯を入れながら、その脇でお湯を掬って身を清めるだけでも、今の悪臭まみれの現状を思えば、お風呂セットを手渡される意味としては十分通るであろう。

　しかし脱衣所につくと、やはりというかなんというか、奥の浴室からは湯気が漏れ出てきており、湯殿がしっかりと整っていた。

　来客などほぼないジーノ宅において、ヨウコは外の気配に気を配っていたのだろうか。

　それとも、たまたま偶然、ジーノが倉庫に入った音に気付けたのか。

　ヨウコの真意はともあれ、今すぐ風呂に入れるのは純粋に有り難かった。

　ジーノは放り投げるように服を脱ぎ捨てると、考えることを全て放棄して全力で風呂を楽しむことにした。

　かけ湯をして湯船に浸かると、疲労の溜まった体に温かい湯がとても心地良かった。

「はあぁ……」

　ジーノは肩まで湯に浸かりながら、大きく息を吐いた。

　どこからどう見ても中年のおっさんらしい態度であった。

　事実中年のおっさんなのだから、仕方のないことであろう。

　二週間の冒険、しかもそのほとんどが野営地すら作らない野宿となれば、先に体を洗わなければ瞬く間に湯が汚れてしまうが、ここはジーノの自宅である。

　それに、時間がかかるとはいえ、魔道具によって大した労力もなく風呂の準備はできるのだ。

　ならばこうした多少の贅沢は、許容されて然るべきだろうとジーノは緩んだ頭でぼんやりと考える。

　ジーノが湯船を堪能していると、脱衣所の扉が開く音が微かに聞こえ、風呂場の出入口戸一枚を挟んだ向こう側で、何者かがゴソゴソと動き回る気配を感じた。

　ジーノはすぐに、それがヨウコであると気付く。

　性奴隷として購入し、性欲処理用の肉穴として以上の用途を求めていなかったヨウコであるが、最近では何かにつけて自主的に動き回り、甲斐甲斐しくジーノの身の回りの世話をするようになっていた。

　ジーノが風呂に入っている間に、汚れた衣類を回収して、綺麗に洗って畳まれた新しい衣類が用意されていることなど、もはやジーノにとって日常の一部となるほどに繰り返されたことだった。

　風呂、ヨウコと単語が並んだことで、ジーノは本日知り合いの冒険者から聞いたことを思い出した。

　湯に浸かりながら、女の肌を堪能するというその魅惑的な行為。

　こうして気持ち良く湯に浸かっていると、なおさらやってみたくなるのが男心というものであった。

　しかし、明り取りとして設けられた窓からは、まだまだ高い位置にある日の光が急な角度で差し込んでいた。

【日が出ているうちは、ヨウコに手を出さない】

　自身を戒めた不文律である。

　これを破っては、以降の冒険者稼業にも悪影響を及ぼすだろうとジーノは考えていた。

　脱衣場で何やら作業をしているヨウコを、その腕を掴んで風呂場へ引きずり込みたくなる衝動をグッと堪える。

　やはり、風呂場にも照明を備え付けるか……。

　体を洗う間も、再び湯船に浸かってからも、ジーノはウンウンとそのことだけをグルグルと考えていた。

　金はある。

　しかし、体裁が整わない。

　くだらない考え事で、随分と長いこと湯船に浸かっていたジーノは、結局結論を決めかねたまま、湯からあがった。

　風呂場から出ようと戸口に手をかけたところ、脱衣所からはバタバタと妙に大きな音が響いた。

　不審に思いながら戸を開けて脱衣所を見ると、ヨウコが脱衣所の隅によって正座し、額が床につくほど深々と頭を下げている姿だけがあった。

　ヨウコが時折こうして、過度に丁寧な態度でジーノを迎えることがあるため、それ自体は特段気にするようなものではなかった。

　ジーノが気になったのは、自身の着替えが脱衣所内のどこにもないことについてである。

　普段であれば、ヨウコが用意した清潔な衣類が、一目見てわかるところに畳んで置いてあるのだ。

　とはいえ、別段用意することをヨウコに強制したわけでもないので、ないならないで自分で取りに行くまでのことであり、そう大した問題ではない。

　それよりもジーノが気になったのは、頭を地に擦り付けて正座をするヨウコの顔の下から、自分が先ほどまで着ていた衣類と思しきものがちょろりとはみ出ていることであった。

　その状況から、ヨウコがジーノの服を取り替えようとしてくれたことは、間違いないようではあった。

　ヨウコが衣類を準備する間もなく、ジーノが湯から上がってきてしまったがために、慌ててヨウコはジーノが脱ぎ散らかした服を抱えたまま土下座しているのだろうか。

　しかし、ジーノが湯に入ると同時に、ヨウコは脱衣所に入って来たように記憶している。

　そして、思い返してみれば、ヨウコが脱衣所から出て行った様子がなかったようにもジーノは思えた。

　だいぶ長い時間、ヨウコはこの何もない脱衣場で何をしていたのか。

　不可思議な現象に首を傾げながら、ジーノは自身の体を拭きながら改めてヨウコの姿を盗み見る。

　齢一五歳にしては肉付きの良い、しかし、まだまだ発展途上の薄さがある生命の息吹に満ち満ちた肉体を、ヨウコは額を床に押し付けて、できる限り小さく丸まらんと言わんばかりに縮こまらせて土下座している。

　普段は頭の上でピンと三角に尖っている獣耳はペタリと丸まり、常にどこか優雅さを漂わせるほどふんわりとしている狐色の尻尾は、同じ尻尾かと疑うほどにシュっと細くなり、小振りな尻にピタリと巻きつけられていた。

　その様子が、どうにも元気がないようにジーノには見えた。

　元気一杯なヨウコなど見たこともないが、自分がいない二週間で、ヨウコも体調を崩してしまっているのかもしれない。

　ヨウコが顔を伏せているのを幸いに、ジーノは二週間の禁欲で暴発寸前なほどに張り詰めた肉棒を、手早く手拭いで拭いた。

　本当は、食後に日が沈み次第、ヨウコを犯そうと考えていたジーノであったが、体調が悪そうなら無理をさせて悪化させるのもよくないだろう。

「…今日はもう寝るか」

　独り言のようにジーノはそう言うと、全裸のまま脱衣所を出て、自分の寝室に向かう。

　この家には現在、ジーノの寝室、ヨウコの寝室、そして『専用の寝室』の三つがある。

　寝室に入ったジーノは、棚から手早く衣服を取り出すと、それを着込んでベッドに横になった。

　そういえば、自分の寝室で寝るのは実に久し振りのことじゃないかと、ジーノは思い至った。

　しかし、長く使っていなかったにもかかわらず、ベッドのシーツからはよく干された太陽の香りがした。

　ジーノ自身ははもう長いこと家事をやった覚えがないから、ヨウコが甲斐甲斐しく未使用のベッドであっても丁寧に洗濯をしているのだろうと思われた。

『専用の寝室』のものより幾分か質の落ちるベッドに横たわりながら、絶対にヨウコを風呂場で犯してやろうと心に固く誓い、ジーノはあっという間に眠りに落ちるのだった。
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　翌日、ジーノは背嚢の中身を整理すると、消耗品の買い足しのために街の道具屋を訪れていた。

　今朝のヨウコの様子は、どこからどう見ても普段通りであり、体調不良は一晩の休息でなんとかなる程度のものだったのだろうとジーノは結論付けた。

　相変わらずの裸エプロン姿でのヨウコの給仕は、しっかり休息を取って疲れを癒したジーノの股間には非常に具合の悪いものであった。

　しかしジーノは鋼の意思で自身を律すると、『なんとしても今日中に風呂場に照明を設置する妥当な言い訳を考えてやる』と意気込んで、家を出たのだった。

　もう別に、ささっと風呂場にランプでも吊るしてヨウコを犯せば良さそうなものなのだが、妙なプライドとこだわりを持つジーノは、何より自身を納得させるために都合の良い言い訳を探すのだった。

　睡眠欲と食欲が満たされて、思考の比重が性欲に傾いている状態の男の愚かさは、はたから評価されれば間抜け以外の何者でもないであろう。

　だが、ジーノの愚かさはあくまでジーノの胸の内だけのことなので、ジーノを愚かで間抜けな男と評することができる者は、この世に神以外にはいないのであった。

「ジーノさん、おはようございます！」

　ジーノがアホなことに必死で思索を巡らせながら、酷く真剣な表情で手早く消耗品を見極め、購入するための籠に取りまとめていると、ふいに元気溌剌とした少女の声が響き渡った。

「おう、おはよう」

　ジーノは軽く手を挙げて声をかけてきた少女、ユリナに挨拶を返すと、そのまま買い物カゴを持って奥にいる店員のもとへ向かった。

　別に、ユリナと店先で会話しているのを見られるのが恥ずかしいというわけではない。

　店先でこうして男女で会話をしながら、隙を見て男が女に商品を渡し、女がそのまま店を出るという盗みの手口があるため、そうした不安を店員に与えないための行動だ。

　別に店員はそんなことは気にしていないかもしれないが、ジーノとしては自身がそうして無闇に疑われることも、相手が無駄に気を張ることも嫌だっただけだ。

　ジーノはさっさと買い物を終えると、ユリナを伴って店外へ出た。

「何を買ったんですか？」

「ああ、使った消耗品の調達をな…お前も買い物か？」

　ユリナの服装は、木板を組み合わせた安物の軽鎧ではなく、そこらを行く町娘と同じ平服姿だった。

　ジーノの革鎧などは、手入れ次第で悪臭を取ることもできるが、ユリナの使っていた安物の鎧では臭いが移ってしまい取れないかもしれないな…などと、駆け出し冒険者の悲哀にジーノは思いを馳せた。

「あ、はい！　いえ、それもそうなんですけど、ちょっとギルドから呼び出しがありまして…」

　そう言いながらユリナは、両手で持った大きな雑嚢を、ほんの少し掲げてみせた。

　その荷物が、冒険者ギルドからの要件と関係があるという意味なのだろう。

「それは？」

　見るからに重そうな、一抱えはある大きな物体を指差して、ジーノは尋ねた。

「ええ、これはですね…」

　雑嚢を道の脇に降ろすと、ユリナは雑嚢の口を開いて中を見せた。

「こりゃあ…光の…照明の魔道具か？　なんでお前がそんなもんを？」

　雑嚢の中には、今ジーノが購入を検討していた候補の一つである、照明の魔道具がすっぽりと収まっていた。

　大きな石版に水晶玉が半分まで埋まっているような形をしており、見た目通り中々の重さがあるはずだった。

「いや～、あはは、なんかですね…」

　ユリナが言うには、熊狩りを依頼してきた村からの追加報酬だ、ということだった。

　昨日冒険者ギルドは早馬を飛ばして、赤毛熊狩りをただの熊狩りと称して依頼した村長を糾弾したらしい。

　まさか虚偽の情報に基づいた依頼などした覚えのない村長は、慌ててギルドと依頼のやり取りを直接行った息子を問い詰めた。

　事態を詳しく把握できていない村長の息子は、自分の武勇伝を自慢するように、犯行を自供したとのことだった。

　曰く『熊の毛が茶から赤になっただけで、依頼料が段違いに跳ね上がるのはおかしい』とか言っていたらしい。

「そいつはとんでもねぇ馬鹿息子だな」

「息子と言っても、ジーノさんと同い年くらいらしいですけどね…」

「マジかよ…」

　どんだけ世間知らずなんだと、ジーノは呆れて物も言えなくなった。

　当然失った信頼を取り戻すために、冒険者ギルドの使いの見ている前で、村長の息子は袋叩きに遭い、そのまま村の地下牢に叩き込まれたらしい。

　しかし、そんな私刑を見せられても、冒険者ギルドが受けた損失は埋まらない。

　村長もそれはわかっていたらしく、あくまでケジメを付けただけであって、正規の値段に即した報酬や違約金はすぐに準備したらしい。

　そしてそれだけでは飽き足らず、村長宅に設置されていた照明の魔道具を全て剥がし、夜通しかけて冒険者ギルドまで運び込み、迷惑をかけた新米冒険者達に村長自らが直接謝罪をしたのが今朝のこと。

「うん…そりゃなんというか…まあよかった、な。うん、よかったよかった」

　複雑な表情になりながらも、ジーノはそう総評をして曖昧にうなずいた。

　正直、新米達だけで挑んでいたら、確実に死んでいたであろう案件である。

　そして、新米達が依頼を達成できずに死んだとギルドが知り、詳細な調査を行なって、正しい難度指定に適した冒険者を送り込むことになる。

　それら一連の流れが済むまでに、新米達を食って人の味を覚えた『金』になりかけの赤毛熊は、村を一つ二つ滅ぼすことは平気でやってのけたことだろう。

　新米達の命と、その後起こり得た災厄。

　それらと比べれば、違約金もこの照明の魔道具も、大した額ではないとジーノは思えてしまう。

「いえ、本当に良かったですよ。魔獣も倒せたし、私達は臨時収入も入って、装備も新調できそうです」

　ジーノと同じ災厄を想像できているのかいないのか、ユリナは少し困ったような笑顔でそう答えた。

　まあ、本人達が納得できているなら、いいのだろう。

　違約金の額も冒険者ギルドが通例に則って決めたものだし、奇跡的に死傷者ゼロで終わった今回の依頼は、違約金もかなり少なくなってしまうので、追加報酬が貰えたのは純粋に喜ぶべきことだった。

「しかし照明の魔道具とか、お前らには邪魔だろ？」

「えっと…確かに、そうですね…ジーノさんと違って、私達は宿住まいですし」

「だろうなぁ」

　多分、新米達は少し照明の魔道具をいじって遊んだ後は、すぐに売りに出すだろうとジーノは想像した。

　しかし、駆け出しの彼らは、商人から買う時と商人に売る時の物価の落差を、ちゃんと理解しているのだろうかと心配になる。

　魔獣の素材や、獣の皮や肉とは比べるべくもない、流通における仕入れ価格と販売価格の差。

　それはひとえに、常に品薄で即座に売れる素材関係とは違い、買い求める者の手元に届くまでに嵩んで行く、保管費用や輸送費用といったあれこれのためである。

「やっぱ売るのか、それ」

「えぇっと…その、どうしようかなぁ…と」

　ジーノの問いに、ユリナは歯切れの悪い返事を返す。

　大方、既にどこかに持ち込んで、流通価格と買取価格の差に打ちのめされた後なのだろうとジーノは考えた。

「はは、買取される時は結構安いだろ、それ」

「っ…はい、そうです…」

　図星を突かれたユリナが、びくりと体を震わせると、しょんぼりと肩を落としながらそう答えた。

　それならば後輩を助けるために、適正な市場価格で買い取ってやることもやぶさかではないと、ジーノは口にしようとした。

　別に風呂場に設置するために買うわけじゃないのだ。

　後輩を助けるために金を出してやり、せっかく手に入れたから有効活用するために、最終的に風呂場に設置することになるだけなのだ、と。

　それならば最も使用頻度が高い、リビングか倉庫に設置するべきなのだが、そんな無粋なツッコミをする人間は誰もいないので問題なかった。
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「あ、あのっ！　ジーノさん！」

　ジーノが後輩に救いの手を差し伸べようとした瞬間、当の後輩であるユリナが機先を制して、ジーノに話しかけてきた。

「お、おう？　なんだ、どうした？」

　やましい気持ちが溢れていたジーノは、少女の気迫に一瞬たじろいでしまう。

　それでなくてもジーノと身長差のある少女が、それを打ち消さんと背伸びまでして顔を寄せてくるので、その頭突きでもするのかという勢いにジーノは軽く仰け反った。

「っ…これ、差し上げます…！」

　ユリナはどこか苦しそうな表情をしながら、手に持った雑嚢をぐいっとジーノに突き出した。

　お互いの距離が近付いているため、固く握り締めたユリナの拳が、ジーノの鳩尾に良い感じにめり込んだ。

「うっ…ぐ、なんでだよ？　お前らのためのもんだろうがそれは」

　確かに照明の魔道具は欲しいが、駆け出しにたかるほどジーノは落ちぶれてはいない。

　そもそも、対外的に『已むなく手に入った』という形が大事なのであって、照明の魔道具がいくら市場価格では値が張ろうと、ジーノにとっては買えないほど高価なものではない。

「だって…私達、ジーノさんに何から何までしてもらっておいて…本当は、報酬なんて貰う資格なんかないのに…」

　俯いたユリナの表情に陰が差し、くしゃりと悔しそうに歪む。

　相変わらず突き出されたままのユリナの握り拳を、ジーノはそっと手のひらで押し返した。

「確かに教えたのは俺だが、罠を仕かけたのも赤毛にトドメを刺したのもお前らだろ。それに、俺のほうも報酬はもう貰ったしな」

　その言葉の通り、ジーノは赤毛熊狩りの指揮は取ったが、その際の作業は全て新米冒険者達にやらせていた。

　ジーノからすれば、横から偉そうに口を挟んだだけで、赤毛熊の素材を半分貰えたのだから、十分過ぎるほどの儲けであった。

「でも！　あんなに危険な依頼だったのに…！　ジーノさんの名前がないなんて…っ！」

　ユリナの必死に押し殺した怒声に、ジーノはようやく、少女が何を気にして、何に心を痛めているのか知った。

「俺はお前達に勝手についてっただけだからな。後輩の実績を掠め取るわけにはいかねぇよ」

　ジーノはニヤリと笑うと、ユリナの頭を軽くコツンと小突いた。

　若い頃は嫌らしいだの汚らしいだのと言われた癖のあるジーノの笑い方だが、誰に誇っても恥じない死線を潜り抜け、ベテランとしての貫禄を備えた今は、当人の気付かぬうちに深い魅力のある笑みになっていた。

「っ…でも…」

　ユリナは先ほどまでとは全く趣きの異なる、それでいて出所の同じ感情で頬を赤く染めながら、なおもジーノの言葉に食い下がった。

　実際、記録だけ見れば、新米達が受けた正規の依頼に、ジーノが横から割り込んだ形となっている。

　そのため、報酬や実績といった際にいざこざを生まないよう、冒険者ギルド内においては『正規に依頼を受けた者達以外は、どんな功績を残しても無報酬であり無評価』という厳格な取り決めがあった。

　これは駆け出し冒険者の収入を守ることが目的であり、悪知恵を働かせて右も左もわからない若手を食い物にする者を抑止することが目的であった。

　そのため、有事の際に他の冒険者の助けに入るということは、完全なる善意に基づいた行動に他ならず、例え見捨てて逃げても何ら問題のないこととなっていた。

　しかし、そうすると依頼を受けていた側が手助けを得て不当に高く評価される場合があるため、手助けを受けた側はその援護の分だけキッチリ評価を引かれるのだから、冒険者ギルドの信用・信頼に対する態度はかなり厳しく、同時に公平で平等だった。

「まあそうだな…そこまで言ってくれるなら、その照明の魔道具を格安で譲ってくれないか？」

　ユリナの胸の内などまるっと無視して、ジーノは自身の胸の内に滾る欲望を優先した。

　二週間の禁欲生活の後、たっぷりと休養を取ったのだ。

　もはや立っているだけでも、ずしりと腰が重くなったように感じるほどに煮詰められたこの性欲を、ジーノは最高の舞台で解き放ちたいと強く思っていた。

「え…あのっ！　ですから、これはジーノさんに…！」

　ジーノの言葉に、蕩けていたユリナの瞳の焦点がピタリと戻ってくる。

　唾を飛ばして反論するユリナに、ジーノはわざと殊更に嫌そうな顔をしてみせた。

「勘弁してくれよ。気持ちはありがたいが、そんなもん受け取った日にはそれこそ後輩の上前を掠め取ったって言われちまうだろ。ほれ、これで頼むわ」

　ジーノはユリナの手から雑嚢をひったくると、代わりに硬貨の詰まった袋をその手に握らせた。

　ズシリとした袋の重みに、ユリナは慌ててその中身を確認する。

　袋の中身は、照明の魔道具の市場価格のおよそ九割に相当する金額が入っていた。

「こんな…頂けません！」

「いやいや、それでも相場よりかなり安く買わせてもらったぞ？　いらなきゃ捨ててくれ」

　ジーノは雑嚢を肩に担ぐと、サッサと踵を返して歩き出す。

　当然、ユリナもそれを黙って見送るわけにはいかなかった。

「そんな！　ジーノさんっ！？」

　ジーノの腕を掴もうと伸ばしたユリナの手を、ジーノはひらりと躱すとそのまま人混みの中を駆け出していく。

「そんな声出したって返さねぇぞ！？　こいつは俺のもんだ！　ハハハハハハハッ！」

　ジーノは演技半分本気半分で陽気な高笑いをあげると、今までの冒険者人生で鍛えた脚力と経験をフルに使って、人混みをスルスルと駆け抜けていく。

　正直、四十を越えたおっさんがやるには痛々しすぎる姿であったが、後輩を煙にまくためという大義名分を持つジーノは、軽い足取りでそのまま姿を消してしまう。

「ああ、もうっ！」

　いかに才能の片鱗が見えていても、未だひよっこなユリナに、ベテランの本気の逃げ足に追いつけるわけがなかった。

　ユリナは可愛らしくその紅に染まった頬を膨らませると、ふいに肩に力を抜いて、呆れとは別の…何か熱い感情のこもった溜息を漏らすのだった。




　ジーノは家に戻ると真っ直ぐに倉庫へ向かい、補充した道具類を置いて代わりに大工道具と木材を取り出した。

　当然それらは、照明の魔道具を浴室に設置するために使うのである。

　ジーノが家に入ったところ、ヨウコの姿は見えなかった。

　ヨウコのために用意した自室にいるのか、はたまたどこかで家事をしているのか。

　そういえば、自分がいない時にヨウコがどう生活しているのかを、まったく知らないことにジーノはふと思い至ったが、いまはそれよりもやるべきことがある。

　ジーノが喜び勇んで浴室に向かうと、そこにはヨウコの姿があった。

　入浴をしていたわけではない、手にジーノの下着を持っているところからして、風呂場の残り湯で洗濯をしようとしていたのであろう。

　笑顔だったジーノの表情が、想定外のヨウコの存在にピシリと固まる。

　しかし、それはヨウコも同じようだった。

　ヨウコは目を大きく見開き、驚いた口元を覆い隠すようにジーノの下着に顔を埋めた状態で固まっている。

「…んんっ！　ごほんっ……後輩が、報酬で照明の魔道具を貰ったんだ」

　ジーノは軽く咳払いをして緩んでいた表情を引き締めると、誰に言うともなくポツリとそう呟いた。

「とはいえ、こんなデカくて高価な物を貰っても、駆け出しには使い道がないからな。買えば高いが、商人に買い取ってもらうときは驚くほど安値になっちまうようなもんだから、代わり俺が買い取ったんだ」

　よくよく考えてみれば、事の経緯をこうして言葉にして説明せねば、ヨウコからすればただ単にジーノがお風呂場セックスがしたくて照明の魔道具を購入してきたようにしか見えないだろう。

　だから、こうして話すことは必要なことなのだと、ジーノは心の中で何かに言い訳をしながら、照明の魔道具の取り付け作業に取りかかった。

「これからは、どんどん日が落ちるのも早くなるしな。冷える夜や日が昇る前の早朝に温かい風呂に入るのもいいものだろう」

　道具を大切にするあまり、道具に話しかける冒険者もいる。

　そしてそういった人間ほど、腕が確かな場合が多く、ジーノとも馬が合うことが多かった。

　ならば、こうして『性処理玩具』に話しかけることも、別におかしいことではないのでは、とジーノは思うことにした。

　今までヨウコは性奴隷だからと、『物』だからと頑なに思い込み、ジーノはヨウコとの交流を極力避けてきた。

　しかし『道具』の状態を最良に保つうえで、『道具』自身が自らの状態を申告することができるのならば、それは管理するうえで非常に役立つに違いない。

　そこまで考えたところで、ジーノは自嘲するように首を振る。

　自分はたぶん、ヨウコに情が移ればもはや犯すことはできなくなるだろう、と。

　ヨウコは性奴隷である。

　拒否権はないし、奴隷の首輪のために一切の抵抗はできない。

　だがそれでも、会話をして交流をすれば、小心者のジーノの中ではヨウコが『物』から『者』になり、その心の内に抱いているであろう憎悪や嫌悪に触れるのが恐ろしくなるに違いない。

　そもそも、今ですらヨウコが持つ『感情』をジーノは恐れているのだ。

　これ以上距離が近くなっては、なんのために性奴隷を買ったのかわからなくなる。

　ジーノが視線を移すと、ヨウコは相変わらず、自らの顔をジーノの下着で隠すようにしながら固まっていた。

　ジーノは考えるのを止めると、わざとヨウコの存在を無視するようにしながら、黙々と照明の魔道具の設置作業を進めていった。




第一二話




　照明の魔道具の取り付け作業自体は実に単純である。

　ジーノは壁に棚を設置して、そこに照明の魔道具を置くだけのつもりだった。

　問題はその場所であったが、それについてはジーノにはとある知見があった。

　といっても、そう大それたものではない。

　ジーノがかつて高級娼館を利用したとき、照明を部屋全体を照らすように効率的に設置するのではなく、あえて壁の四隅などに据えていたのを思い出したのだ。

　そうして光が直接部屋を照らすのではなく、天井や壁などに反射した光で室内を照らすようにすることで、幻想的な雰囲気を醸し出すという手法をしていた。

　確か、間接照明と言ったか。

　ジーノは風呂場の壁面の四隅のうち、浴槽の上にくる部分に棚を作り、そこに照明の魔道具を置いたのだった。

　そして、照明の魔道具が落下しないように補強する意味と、光が直接浴室内を照らさないように、魔道具周辺に木板で囲いを作った。

「…よし」

　軽く叩いたり揺らしたりして、ジーノは自作の棚の具合を確認する。

　どうやらちゃんとできたようだと満足して振り返ると、そこには既にヨウコの姿はなかった。

　洗濯物も全て片付いており、おそらくは次の家事をしに向かったのだろう。

　そのことにジーノは安堵すると、材料や工具を倉庫に片付け、そのまま装備品の整理、点検に入った。

　やはり、ヨウコに話しかけるのはダメだ。

　場所も体も準備万端になりながら、ジーノの心は明日まで様子を見ようかな、などと思い始めていた。

　命を預ける装備の手入れの最中に、激しく雑念が入り込んでいることにジーノは愕然とする。

　こんなことで思い悩んでは、思わぬところで不覚をとりかねない。

　先延ばしにするか、覚悟を決めるか。

　ジーノは真剣な表情で装備を検めながら、これから冒険に向かう心持ちで覚悟を決めた。

　何を恐れることがあるのか、と。

　あいつは自分の所有物、性処理用の玩具に過ぎないのだ、と。

　ジーノも随分と長いこと、冒険者をしているのだ。

　気を引き締めれば、自身のメンタルコントロールなど、容易とは言わないができなくはない。

　覚悟を決めると、ジーノは欲望を頭から追い出して、装備の手入れに専念した。

　同じ冒険者であれば、誰もが一目置くほどの長い経歴を有しながら、その熟達した経験を酷く情けないことに全力投球するジーノであった。




　夕食後、ジーノはついに行動を起こした。

　キッチンで洗い物をしていたヨウコの二の腕を掴むと、ジーノはヨウコの反応を一切気にせずにグイグイと脱衣所まで歩いて行ったのだ。

　脱衣所に入ったジーノがクルリと振り向くと、珍しく唖然とした表情のヨウコと一瞬だけ目が合った。

　ジーノが視線を逸らすより先に、パッとヨウコが顔を背ける。

　ヨウコの瞳が不安げに揺れているように見えて、ジーノは腹の底にズシンと重いものを飲み込んだような心地になる。

　だが、そんな重いものを持ち上げるほどに煮えたぎった性欲という名の溶岩が、ジーノに次の行動に移らせていた。

　ジーノは事前に用意していた手拭いで、素早くヨウコの目を覆う。

　ヨウコは特に抵抗することなく、ジーノの行動を受け入れていた。

　手拭いはヨウコの目だけでなく、鼻から上…顔の半分を覆うように巻き付けられている。

　視界が遮られたためか、それ故の不安のためか、ヨウコの頭頂部では金色をした三角の耳がピクピクと蠢いていた。

　ヨウコの反応については意図的に意識の外に置き、ジーノはヨウコの服を脱がしにかかる。

　ヨウコは麻でできた粗末なワンピースに、所々に染みのついた灰色のエプロンをつけていた。

　毎朝ヨウコが使っている純白でフリルのたくさん付いたものとは違う、実に実用的なエプロンであったが、ジーノはその意味に思いを巡らせることなく、ヨウコを裸に剥いていく。

　ヨウコをジーノの手で脱がせること自体は、そう珍しいことではない。

　むしろ、夜に冒険から帰った時には、出迎えたヨウコをそのまま専用の寝室へ引き摺り込み、ベッドの上で乱雑に服をひん剥くのが常であるくらいだ。

　だが、それは全て暗闇の中での出来事である。

　今は開け放たれた浴室の戸の向こうから、壁や天井に反射した柔らかな光が、普段よりもはっきりとヨウコの裸体を照らしていた。

　自身も全裸になったジーノは、目隠しをして裸に剥いたヨウコを横抱きに…いわゆるお姫様抱っこをすると、足を滑らせないように注意しながら浴室へ入った。

　まさにこの瞬間の危険を軽減するために手に入れた照明の魔道具であった。

　実に情けのない話である。

　湯船に入る前の染み付いた習慣から、ジーノはヨウコを抱いたままの状態で腰を下ろすと、手桶を使ってしっかりとかけ湯をする。

　もちろん、ヨウコの体にも、だ。

　自身とヨウコの体が湯に濡れると、お互いの触れ合っている肌の部分が、隙間をなくしてピタリとくっつくような心地になる。

　普段の性行為の時とは明らかに違うヨウコの肌の感触に、ジーノの股間のモノが激しく反応してびくんと天を衝く。

　その雄の悦びが、ヨウコを横抱きのまましゃがんでいた関係で、ぴたんとヨウコの白い腰を打った。

　その衝撃で、ピクリとヨウコの体が反応した。

　ヨウコの唇が震え、その呼吸がだんだん浅く、荒くなっていく。

　かけ湯を終えたジーノは、ついにヨウコをお姫様抱っこしたまま湯船に肩まで浸かった。

　自分の足の上に座らせ、それを後ろから抱き締める形に体勢を変える。

　長いヨウコの髪がふわりと湯の中で広がり、背後にいるジーノの鍛えられた肉体に纏わりつく。

　ヨウコの腰から生えた尻尾も同様で、濡れて見た目の体積を急激に減らしながらも、湯の中でゆらゆらと揺れて、柔らかい感触でジーノの腹を撫でた。

　通常、女性の髪を湯につけることは髪の毛を傷めることになるのだが、そんな事情は一切知らないジーノはただひたすらに、ついに成し遂げたこの状況を堪能していた。

　ジーノの片腕はヨウコの腹部へ、もう片方はそのツンと上向いた乳房を覆うように添えられ、ジーノの厚い胸板はヨウコの華奢な背にぴったりとつけられている。

　なるほど、これは良いものだ…と、ジーノは内心で感嘆の声をあげる。

　ただでさえ若く潤いのあるヨウコの肌が、湯に濡れることでさらにしっとりとした感触を増し、湯に火照った体が触れ合うことでそこから感じる生命の存在感も一入だ。

　興奮を示すように、ヨウコの尻に押し付けられていた男性器もググッとさらにその主張を増す。

　ジーノはゴソゴソと体を動かすと、自身の猛り切った逸物を、ヨウコの股の間から前に突き出した。

　女の中で最も柔らかい部分がジーノの性器にギュッと押し付けられ、ジーノの中の性感が高まる。

　ジーノとしても、もう限界であった。

　ただでさえ冒険に出ていた二週間の禁欲生活を超え、本来であれば帰宅と同時に犯し抜いてやろうと画策していたのだ。

　そこからさらにお預けされたジーノの睾丸は、射精に向けてキュッと引き締まりながらも、その中に溜め込んだ精液の濃さ・量をその張りでしっかりと自己主張していた。

　ジーノはヨウコを背後から抱き締めたまま、その場で湯に立った。

　両脇を抱きかかえられたヨウコは、ふわりと爪先が湯船の底を離れ、不安定に浮いた状態になる。

　座ったまま男性器を挟み込まれる刺激も心地良いが、さらに強く激しく擦り付けるために姿勢を変えたのだった。

　ジーノはヨウコに挿入しないまま腰を振り、ヨウコの内腿や尻に激しく擦り付けていく。

　上半身はヨウコの濡れた感触を存分に味わうために、できる限り密着しようと体を寄せているためにかなり動き辛い。

　だが、膣内壁よりも強い抵抗のある摩擦感や、何より全身で感じるヨウコの肌の柔らかさが、瞬く間にジーノの射精感を高めていく。

　そんな折にふと、ジーノの求めるところを察したヨウコが内腿をキュッと締め、ジーノの亀頭を迎えるようにして、自らの股間を行き来するジーノの先端にそっと手を添えた。

　いや、それはジーノの願望で、ヨウコは不安定な体勢に恐怖を感じて、体を強張らせただけかもしれないが、得られた結果は同じだった。

「ぐっ…！？」

　もどかしい感触を激しい腰の振りで楽しんでいたジーノは、突然強くなった刺激に抗うことができずに呆気なく射精した。

　ヨウコの体に縋り付くようにしながらキツく抱き締めると、動きを止めて射精の快感を味わう。

　間欠泉のように勢い良く白濁を噴き出すジーノの亀頭を、ヨウコが添えた指先でやわやわとカリ首や裏筋を撫で上げる。

　さらにヨウコは、もじもじと太腿を擦り合わせるように動き、ジーノの射精を促していく。

　ヨウコの手のひら全てを白く覆い尽くしたジーノの粘液が、細い糸を引きながら湯船に伝い落ちていった。




第一三話




　ジーノは強烈な虚脱感と満足感を味わいながら、抱き締めたヨウコの濡れた肌を堪能していた。

　白く細身の少女の背後から、むさ苦しいおっさんが体を曲げて覆い被さる様は、一言で言って犯罪である。

　が、ここにはその犯罪を咎められる者はおらず、この空間内においてはジーノはヨウコに対して絶対の権限を有していた。

　射精の余韻が引いたジーノの心には大きな驚きと…そして小さな期待と喜びが生まれていた。

　ヨウコが能動的に、性行為中に行動したのはこれが初めてだったからだ。

　ヨウコは今もまだ、硬いままのジーノの男性器を手で優しく包み込んでいる。

　その事実が、先ほどの刺激が嘘ではないと明確に証明していた。

　同時に、ジーノの頭の中は激しく混乱する。

　ヨウコが自主的に家事を行なったり、甲斐甲斐しくジーノの世話を焼くのは、全て『自分の扱いを向上させるため』だとジーノは思っていた。

　当然それは、暴力を振るわれるとか捨てられるといったことのほかに、性行為中において手心を加えてもらいたいという気持ちもあるのだとジーノは考えていたのだ。

　そんな嫌々やっているはずの性行為において、ヨウコが能動的にジーノの射精を促すということは、ヨウコ自身もジーノとの性行為を望んでいるのではないか、と、ジーノは考えてしまったのだ。

　いや…と、ジーノは浮き立った自身の心の邪念を振り払う。

　そんなわけがない、と。

　四○を越えた不細工なおっさんの性奴隷にされて、それを喜ぶ少女がこの世のどこに存在するのか、と。

　ジーノがヨウコの立場であれば、こんなむさ苦しい冴えないおっさんに犯されるなど、すぐに舌を噛み切って死んでもおかしくない地獄である。

　そしてヨウコはたんに、奴隷の首輪の呪いで自死が禁じられているだけなのだ。

　では、この陰茎に添えられたヨウコの手はなんなのかと改めて考えてみれば、答えは簡単に出た。

　挿入してほしくない、できるだけ外に出してもらいたい…そういうことなのだろうとジーノは結論付けた。

　太ももを締めたのは、不安定な姿勢の中で体を支えるためだろう。

　そう結論付けた瞬間、ジーノの内にはふつふつと仄暗い怒りと劣情、劣等感…人の身に潜む汚い感情が湧き上がってきた。

　ジーノはヨウコの避妊については、殊更に気を使っていた。

　妊娠によるリスクやデメリットが大きく、性奴隷の管理としては当然の範疇といえども、ジーノは道具の管理に手を抜いたつもりはなかった。

　だが、ジーノの行き届いた管理を、ヨウコは理解できていなかったのだ。

　期待を持った後の感情の急降下、さらには冒険者としての自分の生き方を否定されたように感じ、ジーノの内側に暗い激情が煮え立った。

　しかしそこでヨウコに暴力を振るえるほど、ジーノの理性は弱くなかった。

　いや、理性が勝ったと言うよりは、理性が押さえ込む激情の割合が、ジーノが小心者ゆえに小さかっただけかもしれない。

　それでも、後先考えず短絡的になるほど、ジーノの積み上げた人生経験は浅くはなかった。

　が、鬱憤は晴らしたい。

　性欲もぶち撒けたい。

　結局、ジーノは自身の内に煮え滾る悪意を、ヨウコの望む形でぶつけることにしたのだった。

　湯に濡れ、全身の触感が格段に向上したヨウコの肌に、ジーノは所構わず男性器を擦り付けていく。

　柔らかな乳房や尻はもちろん、ヨウコの腹や背中、脇、腕や足、果ては尻尾や頭頂部の獣耳にまで念入りに亀頭や肉棒を擦り付けてやったのだ。

　特に胸や尻、脇などの挟みやすい場所では、男性器を挟み込んでまるで女性器に挿入しているかの如く腰を振るい、ヨウコの体に精液をぶちまけた。

　ヨウコの尻尾と陰茎を一緒に握り込み、そのまま自分の手でシゴいて尻尾の毛に丹念に精液を絡ませたりもした。

　その全てに、ヨウコは一切逆らわなかった。

　いや、元々奴隷の首輪の支配下であり、逆らわないのは当然のことであったが、ジーノはそれをわざと悪し様に捉え、ヨウコの望み通り膣外に射精しているからの従順と受け取っていた。

　湯船に足を浸かりながら、湯気の篭った浴室内で、ジーノは自身の男性器を使って八つ当たりするようにヨウコを蹂躙し、自らの精液でその美しい裸体を汚していった。

　どれほどの時間が経ったか、ジーノは汗だくになりながら、だいぶ硬度を失い半勃ちになった陰茎をヨウコの顎先に擦り付けながら、暗い達成感を味わっていた。

　最初から数えて都合八回の射精。

　ジーノはその全てを、ヨウコの肌に向けて放っていた。

　娼館しか利用したことのないジーノにとって、膣内以外に射精するなど初めての経験だった。

　膣外射精も意外に悪くないものだと、ジーノは思っていた。

　当然射精時の快感については、ヨウコの名器を使ったほうがずっと上ではある。

　しかしこうして散々に白濁液を浴びせ、隈無く全身に塗りたくって美しい少女を汚すことは、その外見上の価値が遥かに下に位置するジーノにとっては、強い優越感と嗜虐心を満たす行為だったのだ。

　ヨウコはキュッと唇を引き締めて、必死で鼻で荒い呼吸をしている。

　その細い肩は大きく上下し、呼吸に合わせて白濁した粘液を滴らせる乳房が、ふるふると柔らかそうに揺れていた。

　全身ではないとはいえ、湯船に長時間浸かっていたので、もしかしたら湯当たりをしたのかもしれない。

　金玉の中身を全て放出し切った心地のジーノも、心はだいぶ落ち着いてきていた。

　腹の底の感情は相変わらず黒い色をしていたが、それでもこれ以上、ヨウコを虐めようという気は完全に失せていた。

　冷めつつある熱の底で、罪悪感と後悔がちろりと顔を覗かせていたが、ジーノはそれを強引に無視した。

　ジーノは手桶を取り、湯を掬ってヨウコの頭からザバリとかけた。

　身体中に塗した精液を、洗い流してやらねばなるまいと思っての、善意からの…道具に対する手入れの精神からの行いである。

　だが、ここでジーノはとんでもない問題にぶち当たった。

　精液にお湯をかけると、白く固まってしまうということを。

　娼婦を相手にしたことしかないジーノは、女性が後始末をしている姿なぞ見たことがなかったのである。

　そこで改めてよく観察してみると、ヨウコの髪の毛や…特に毛の奥を狙ってわざと射精した尻尾に絡んだ精液は、悲惨なことになっていた。

　ジーノは目の前で起こった化学反応に唖然としながらも、ヨウコの肌の上で煮込んだ卵の白身のように固まった精液を、指先で摘んでみた。

　取れない。

　いや、取れるは取れるが、妙に粘度が高くて張り付くうえに、しかも意外と脆くて途中で千切れてしまうのだ。

　ジーノは改めてヨウコを眺めると、自身が引き起こした惨状を再確認する。

　別に、ヨウコは性奴隷であり、ジーノの所有物である。

　どう汚そうがジーノの勝手であるし、『奴隷自身が自分で時間をかけて洗えばよい』と考える者もいるだろう。

　だが、所有物であるからこそ、ジーノは自分で手入れをするべきだと自然に思ってしまった。

　それが長年染み付いた冒険者としての習慣なのか、そういうことにしたいだけの言い訳なのかはわからない。

　もしくはジーノの内に湧き上がっていた僅かな罪悪感が、罪滅ぼしの先を求めたのかもしれない。

　何はともあれ、自らの手でヨウコを清めることにすると、ヨウコを再び横抱きにして湯船から上がり、浴室内の椅子にそっと座らせたのだった。

　ジーノは手拭いに石鹸を泡立てると、それを使ってヨウコの全身を丹念に拭い始めた。

　髪の毛や尻尾に付着した白濁は、流石に手拭いで拭き取ることはできなかったため、指先を使って少しずつ丹念にこそぎ落とし、洗い流していく。

　髪の毛にかけたほうは、比較的最後のほうの放出であったためか、粘度も低く意外と簡単に取り去ることができた。

　しかし、尻尾にぶち撒けた精液は、興に乗った早い段階で引っかけたモノであり、かつ陰茎ごと尻尾を掴んでシゴキ上げて射精したためか、尻尾の毛の根元部分…さらに尻尾の付け根部分に重点的にこびりついていた。

　しかもヨウコを湯船に座らせたりもしたため、奥の奥にこびりついた精液まで、しっかりと固まっていた。

　ジーノは何度も手の平に石鹸で泡を立てると、何度も何度も丹念にヨウコの尻尾を揉み、シゴキ上げた。

　柔らかい毛並みは水分を吸って独特の感触を生み出しており、尻尾を洗い上げるジーノの手に癖になる心地良さを与えてくる。

　また、その毛の奥にある軟骨のような鍛えられた筋肉のような、硬さのある尻尾自身の感触もなかなか触っていて楽しいものであった。

　そのためか、ジーノはヨウコの身体を洗っているというよりも、自身のお気に入りの装備を丹念に手入れするような錯覚に陥り、自身の持ち得る知識と感覚の全てを総動員して、ヨウコの尻尾をその先端まで丁寧に洗浄していった。




第一四話




　やがてヨウコの全身を洗い終えたジーノは、丁寧にその柔肌を撫でながら石鹸の泡を洗い流していった。

　ジーノはヨウコの白い肌のどこにも汚れが残っていないことを確認すると、一人で満足気に頷いて立ち上がる。

　この風呂場での出来事全てがあまりに楽しくて、随分と長い時間を過ごしてしまった。

　浴室内は湯けむりが充満して十分な湿度と温度が保たれているため、身体が冷えるようなことはなかったが、それでもこれ以上ここにいては風邪をひいてしまうかもしれない。

　ジーノは手に持っていた手拭いを固く絞ると、それで身体を拭きながら風呂場から出て行こうとした。

　ジーノが出て行けば、ヨウコもあとは自分でなんとかするであろう。

　照明の魔道具のお陰で、日が沈んだ今でも浴室内は十分な明るさがあるのだから。

　そもそも、ヨウコの身体を洗うこと自体が、本来であれば全く不要なことである。

　ジーノは自分が酷くヨウコに献身的に振舞っていたのではないかと気付く。

　そしてすぐさま、あれは『道具』の整備をしただけだと露悪的に変換し、自身の心を平静に保った。

　そんなときふと、ジーノは振り返ってヨウコの姿を盗み見た。

　別にそのまま風呂から出て行けばよかったのだが、何故か吸い込まれるように、自身の背後を確認していた。

　ジーノの視線の先では、ヨウコが浴槽のふちに手をついて背を向けていた。

　震える足腰に力が入らないのか、ヨウコは浴槽のふちに縋るように、上体を折り曲げてなんとか立っているという風情であった。

　その艶めかしい後ろ姿に、ジーノの意識は飲み込まれる。

　盗み見るどころか、じっとヨウコを凝視しているジーノの目の前で、ヨウコの細い指先がそっとヨウコ自身の股間へと差し伸ばされた。

　ジーノに向けて尻を突き出したその尻肉の谷間に、下方から這い上がる蛇のように、ヨウコの形の良い指先が姿を現す。

　人差し指と中指をぴたりと揃えたその指先は、ヨウコの秘部を覆い隠すようにゆっくりと動かされていった。

　その動きを、ジーノは息を止めてじっと見つめる。

　ヨウコの二本の指がその秘所を全て覆い隠した瞬間、その指はゆっくりと開かれ、柔らかい大陰唇を割り開いてその奥の粘膜を外気にさらした。

　それを見た瞬間、ジーノはヨウコの背後から覆い被さっていた。

　度重なる射精を行い、完全に脱力していた自身の男性器を掴むと、ジーノは荒々しい動きでヨウコの割り開かれた粘膜に押し付け、その奥に潜り込ませようとした。

　ヨウコの淫部は熱く、驚くほどに濡れそぼっていた。

　ヨウコの動作は、たんにジーノの洗い残しを指で拭っただけなのかもしれない。

　だがジーノにはヨウコの仕草が、完全に男を誘う娼婦のモノと重なっていた。

　萎びていた陰茎が、その先端をヨウコの淫部に繰り返し擦りつけられたことで、少しだけ力を取り戻す。

　まだ芯の通っていない、半勃ちですらない男性器を、ジーノは自分の指先で押し潰すようにしながら無理矢理ヨウコの膣内へ押し込んだ。

　熱くキツイ膣壁が、男性器の侵入に歓喜するようにうねり、まだまだ柔らかいままのジーノの肉棒を奥へ奥へと飲み込んでいく。

「ぐっ…」

　陰茎を襲う強烈な快感にジーノは腰が跳ね、思わず呻き声を漏らしてしまう。

　ただでさえヨウコの全身に擦り付け、射精を繰り返した直後の敏感な性器である。

　そこに久しぶりの挿入によるヨウコの名器の洗礼を受ければ、コンディションが万全ならば即座に射精に至ってもおかしくはなかった。

　だが、性奴隷の分際で立場もわきまえずに、ご主人様を誘惑するような売女にはキツイお仕置きをせねばならぬと、ジーノは半勃ちの陰茎を無理矢理動かす。

　それが自身の思い違いである可能性については、ジーノは意図的に無視していた。

　ヨウコの膣壁から受ける快感により、ジーノの陰茎が少しずつ力を取り戻していく。

　しかし、流石にこれ以上出ないと思えるくらいまで射精を繰り返した直後のため、その硬さは良くて全力時の七割程度であった。

　芯は通り始めたが、それでもヨウコの膣圧に負けて向きを変える程度の硬さであり、雌を蹂躙すると言えるほどの雄々しさはない。

「くっ……この……ぉっ」

　ジーノはヨウコの両手首を掴むと、ヨウコの肩が外れそうなほどの力で強く引き寄せながら荒々しく腰を振るった。

　普段のジーノでは有り得ない暴力的な行為であったが、今のジーノにはヨウコを気遣えるほどの心の余裕がなかった。

　雌の挑発に乗って組み敷いたのに、陰茎が半勃ちのままでは物笑いもいいところである。

　ジーノはキツく締め付けてくるヨウコの性器に負けまいと、打ち付けた腰で音が鳴る程の勢いで、その胎内をひたすらに突き上げた。

「あっ、おっ…ぐ……んっ、ふっ、アンッ……ッ…う、ぉ……！」

　ジーノがヨウコの両腕を捉えた直後から、聞きなれない甲高い嬌声が風呂場に響き渡った。

　それは夜の静寂と風呂場の反響、二つの助けを得て思いの外大きな音としてジーノの耳に飛び込んだ。

　その音の主がヨウコであることに、ジーノはすぐに気が付く。
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　そして気付いた瞬間、さらにぐぐっと陰茎の硬度が増した。

　全開とまではいかないが、ヨウコの膣圧に負けずに自由に動かせる程度には、その硬さが戻ってくる。

「はっ、ん……んンッ！　ぁ、ぐっ……おっ！　くっ、ンッ…あんっ！」

　ヨウコは必死に奥歯を噛み締め、声を押し殺そうとするが、腹の奥底を突き上げられた衝撃は快感を伴って脳髄まで駆け上がり、少女の意思とは無関係に快楽に蕩けた声を響かせるのだった。

　ヨウコがここまで嬌声を、淫らな声をあげる姿を、ジーノはいままで見たことがなかった。

　後ろから組み敷いているため、ヨウコの表情は窺えない。

　しかし風呂場に響く甘い声は、明らかに目の前の性奴隷があげているものであり、その事実にジーノの射精感は加速度的に高まっていった。

　急激に尿道を込み上げてきた精液に、ジーノが慌てて堪えようとしたのも束の間に、ジーノの臨界点までに膨れ上がった亀頭はヨウコの膣圧を押し返し、障害を全て振り払って眼前の子宮口に向けて子種を解き放った。

　ジーノは自らの意思とは無関係に震える足を叱咤し、バランスを保つためにヨウコを背後から覆い被さるように抱き締めながら、射精の快感に酔いしれた。

　既に打ち止めだと思っていた精液は、ヨウコの膣内を蹂躙するうちに新たに生み出されたのか、射精を繰り返して敏感になったジーノの尿道内を鋭く走り抜けていく。

　立ったまま背後から貫かれているヨウコの膣穴が、万力を持って握り潰さんとするかの如く、ジーノの陰茎を締め付けるが、ジーノの肉棒はその圧力に屈することなく脈動を繰り返した。

　ジーノの腕の中で、ヨウコの身体は硬直し、拘束を振りほどかんとするかのように激しく痙攣を繰り返す。

　そんなヨウコの反応を、自分を振り払おうとするヨウコの意思が、奴隷の首輪の魔力により阻害されたものと解釈し、苛立ちと罪悪感と共により一層腰をヨウコの尻に押し付けた。

　ヨウコの美しい金色の尻尾が、最後の足掻きでもするかのようにジーノの足に巻き付いた。

　しかしそんな僅かな抵抗をジーノは無視し、射精が完全に終わってもヨウコを背後から抱き締め続けた。

　どれほどの時間そうしていただろうか。

　諦めからか、ヨウコの身体の強張りが完全に解け、荒い吐息をつくだけになった頃、ようやく弛緩したヨウコの淫裂からは、完全に脱力したジーノの陰茎が大量の精液とともにごぷりと吐き出された。

　あれほど激しく突かれたにもかかわらず、ヨウコの秘裂はその締め付けの強さを誇示するかのように、幼子のようにぴっちりと閉じる。

　だが、奥まで割り開かれ散々にほぐされた膣内はそう易々と元に戻ることはなく、結果としてその回復までの時間差が、胎内に吐き出された白濁としたジーノの粘液を、下痢のような汚らしく卑猥な音とともに噴き散らかす結果を招いてしまう。

「っ……うっ………くっ………」

　ぶぴゅ、びぴゅ……という音がヨウコの股間から響くたび、ヨウコの身体は僅かに震え、食い縛った口元から微かな呻き声を漏らした。

　そんなヨウコの姿が、ジーノには泣いているように見えた。

　普段であれば、自らの上着やシーツで覆い隠しているヨウコの表情。

　暗闇の中で隠されている、自分の子供と言えるほどの年若い少女の感情。

　それがいま、目元のみを手拭いで隠しただけの状態で、ジーノが望んで手に入れた照明の魔道具の淡い光の元に照らし出されているのである。

　今はまだ、ジーノはヨウコの背後にいるため、その様子は窺えない。

　だがもし、その顔を目の当たりにしてしまったら。

　嫌悪と憎悪、恐怖と悲しみに彩られ、厳しく引き結ばれた少女の口元を目にしてしまったら、ジーノは平静ではいられないだろう。

　射精後の妙に冴え渡った脳内が、ジーノに様々な想像を強いる。

　自らの生み出した幻影に恐怖を感じたジーノは、ヨウコの身体を解放すると、ゆっくりと一歩後退った。

　そのとき、激しい行為で緩んでいたのか、ヨウコの頭に巻かれていた手拭いがはらりと解け落ちた。

「あっ…」

　ヨウコの小さな呟きが、夜の静けさに包まれた浴室内に妙に大きく響き渡った。

　その声に弾かれたように、ジーノは素早く踵を返すと、自らの身体についた行為の残滓の後始末もせずに浴室を後にした。

　ジーノは脱衣場で素早く服を着込むと、一切振り返らずに『自分用の寝室』に向かった。

　寝室のドアを音がするほど力強く閉めると、濡れた髪や湿った服を気にすることなく布団に横になる。

　自らが渇望した風呂場での情事。

　その行為後のことを、ジーノは完全に失念していた。

　明るく照らされた浴室内で、散々に犯されたヨウコと対面することがどういうことなのかを理解していなかった。

　ジーノは自らの迂闊さを激しく後悔した。

　冒険であれば、死んでいてもおかしくないほどの失態であると自らを罵る。

　少なくとも、もうヨウコを風呂場で犯すことはやめようと、ジーノは固く誓った。

　照明の魔道具は、別に夜半に風呂に入るのに使えるのだから、無駄になったわけではないのだ。

　なんなら、リビングに移動させてもよいかもしれない。

　自らを戒めるために、風呂場の魔道具は早々に撤去するか。

　いや、すぐに移動させては、自ら『ヨウコとの行為のためだけに風呂場に設置してみた』と証明するようなものだ。

　しばらく様子見するか、様子見するならばいつまでか、ジーノは実にくだらないことをウジウジと考え続けた。

　安全の確保された自らの拠点にいることが、ジーノからベテラン冒険者としての威厳を完全に取り払っている。

　ジーノは自らの愚かさに対する激しい自己嫌悪も手伝い、眠りに落ちることもできずに悶々と朝まで悩み続けるのだった。




第三章

第一五話




　ジーノは一人、薄暗い森の中でしゃがみ込んでいた。

「よし…っと」

　ジーノは採取した薬草を、地面に降ろしていた背嚢に収めると、満足気に独り言ちた。

　十分な量の採取を終えたジーノは、背嚢をしっかり背負い直すと、帰路につかんと森の中を歩きだす。

　家を買い、ヨウコという性奴隷を購入したジーノが主としている仕事は、こうした薬草や鉱物などの素材採取や、街から街へ移動する商人の護衛といった部類の依頼であった。

　ジーノの豊富な経験と実績があれば、非常に割が良く危険が少ない仕事であるが、これらを主としている理由はそこではなかった。

　採取依頼や護衛任務を主としている真の理由は、依頼達成までの時間が予測しやすいからである。

　護衛任務は、多少の天候による影響を受けたとしても、そう大した差はでないし、そもそもジーノ自身にもそこまで遠方に行くような護衛任務を受けるつもりはなかった。

　採取依頼については、ジーノ自身が築き上げてきた知識と経験のおかげで、それなりに希少な素材であってもできる限り安全かつ迅速に採取できるため、ジーノが得意としているクエストであった。

　当然、依頼内容を見ればクエストを受ける前から、ジーノはその採取にどの程度の時間がかかるか予測ができ、自らに都合の良いように依頼を受けることができるのだった。

　逆に魔獣などの討伐依頼や、ダンジョンや遺跡探索といった依頼は、得る物も大きいが達成にかかる時間は未知数である。

　実際、以前ユリナ達新米冒険者と向かった害獣討伐依頼は、かかっても二～三日であろうというジーノの予想を大幅に裏切っていた。

　しかも、ただの害獣討伐クエストが、蓋を開ければ強力な魔獣討伐であったりと、危険度も段違いであった。

　それでも以前、ユリナ達のクエストにジーノが首を突っ込んだのは、ベテランの勘か、もしくは生まれついた小心者の嗅覚が見抜いたのか。

　あのときジーノは、無邪気にクエストを受けるユリナ達の姿に、言いようのない不安を覚えたのであった。

　理由はともあれ、結果としてジーノの直感によるおせっかいが良いほうに転がり、将来のある若い芽が無惨に踏み躙られることはならなかったのである。

　話を戻して、ジーノが何故採取依頼や護衛任務といった『依頼達成までの時間が予測しやすい』ものを選んでいるかについてである。

　これも別に、複雑な事情があるわけではない。

　理由は単純で、ひと月の内でヨウコの妊娠しやすい時期に限って依頼を受けるためであった。

　只人であるジーノと獣人であるヨウコの間では、子供ができる可能性は限りなく低い。

　それでも可能性がゼロではない以上、ジーノは避妊に対して細心の注意を払っていた。

　ヨウコを買った当初は、同じく奴隷商人からオマケとして渡された避妊薬があったため、ヨウコの体調が回復してしばらくはそれを服用させていた。

　しかし、性奴隷に関する先輩というべき冒険者仲間から、その避妊薬がただの堕胎目的の軽微な毒薬であることを知らされ、ジーノはすぐさまヨウコに服用させるのをやめたのだった。

　それ以来ジーノは、様々な情報収集を行った末に『ひと月のうち、妊娠する可能性が高まる時期の性行為を避ける』という結論に辿り着いたのだった。

　そのため、ヨウコの排卵から月の物までの期間と合わせてクエストを受領し、十日から二週間程度の遠出をするのが、ジーノの今のライフサイクルとなっている。

　そして、冒険から戻ったジーノは、溜めに溜めた欲望を、無事に生理の終わったヨウコにぶつけるのだ。

　獣人族の女性の身体は、繁殖の準備が整っているとき、毛並みや血色が良くなり、瞳の色が明るく虹彩が増すなどの変化があるという。

　要は外見的に女性としての魅力が増し、また行動が大胆かつ積極的になる者も多いらしい。

　そんなことで簡単にわかれば苦労しないだろうとジーノは思ったが、他に確実な避妊法もないことから、情報の真偽を確かめるまではかなり念入りに調査を行い、かつヨウコの様子についても、本人には気付かれないように細心の注意を払いながら、念入りに観察したものだった。

　ヨウコは月の物が来ているときは、裸エプロンになっても下着をつけたままとなるので、それに気付くことは容易だった。

　そしてヨウコに表れる僅かな変化を感じ取れるようになったジーノは、その期間の性行為を避けるために長旅に出るようになったのだ。

　性奴隷の生理周期を把握することは、性奴隷の所有者としては割と普通のことではある。

　だが、顔面偏差値が平均以下の中年のおっさんが、こそこそと自分の娘ほどの年齢差の美少女の生理周期を知ることに躍起になるなど、気持ち悪いにもほどがあるだろう。

　ジーノ自身もその点は自覚しており、自身の心の安寧のためにも、ヨウコには決してその事実を知られることのないように全力を尽くしたのだった。

　ヨウコとのお風呂場セックスを堪能した翌日、ジーノはユリナ達と行った赤毛熊討伐の関係で、予定が大幅にずれていることに思い至った。

　また、いつもと変わらぬヨウコの無表情が、普段よりも血色が良く、またその澄んだ碧色の瞳の輝きが幾分か強まっているようにジーノには感じられた。

　そのためジーノは、冒険から戻ってきたばかりにもかかわらず、そのさらに翌日には、すぐに次のクエストに旅立ったのだった。

「流石に、疲れたな」

　深い達成感を感じながら、ジーノは再びぽつりとそう漏らした。

　本来であれば、密林探索の単独行動中に余計な音を出すなど、愚か以外の何物でもない。

　ジーノ自身もそれに思い至り、ぎゅっと奥歯を噛み締めると、周囲に気を配りながら黙って森の中を歩き続けた。

　本来であれば、長期クエストの直後は街からあまり出ずに数日はゆっくりと過ごし、心身の疲れを十分に取るはずだった。

　それが想定外の予定変更と、また、ヨウコに抱いだいてしまった罪悪感の責め苦から逃げるために、ジーノは十分な休息を取らずに立て続けにクエストをこなすという無茶をしていた。

　ヨウコを買う前のジーノならば絶対にしなかった、無理なクエストの受け方である。

　だが、それは悪いことばかりではない。

　冒険に出て集中すれば、ジーノはヨウコに対する感情をすぐに落ち着かせることができた。

　いつもの言い訳ではあるが、ヨウコはジーノが大枚をはたいて買った性奴隷である。

　それに対して罪悪感を持つ必要などなく、気にすることは何もないのだとジーノは強く思い込むことにした。

　普段通りの理論武装を終え、素材採取に全力を傾けたジーノは、危なげなくクエストを達成し、先ほど一瞬の気の緩みはあったものの、あとは帰るだけという段階までこぎつけたのである。

　結局この間は、一晩ヨウコを抱いただけですぐに冒険に出ることとなってしまった。

　おかげで溜まった精液は吐き出し尽くせていても、溜まった性欲は全て解消できたわけではない。

　さらに蓄えてしまったこの二週間分の精液とともに、溜まりに溜まった鬱憤の発散にヨウコを使わせてもらおうと思いながら、ジーノは足を進めた。

　そのとき、ジーノは背筋を震わせるほどの寒気を覚えて、歩みを向けていた方向を九○度右に変えて走り出した。

　走り出すとともに、ジーノが歩みを向けていた先からザザザザザッと草木を掻き分けながら何かが迫る音が響いた。

　それは真っ直ぐに、ジーノの方向に向かってきていた。

「くっ！」

　このままでは逃げ切れないと悟ったジーノは、走るのを止めて振り返り、腰を低くして体勢を整えた。

　その瞬間、密林の間を割って白く大きな影がジーノに向けて飛び掛かって来た。

　ジーノの肌を震わすほどの咆哮をあげながら、その巨体の重さを感じさせないほど身軽に飛び上がった大きな影は、白銀の体毛を持つ大きな虎だった。

　野生の虎が魔力を蓄え魔獣化した銀虎は、先日新米達と討伐した赤毛熊とは比較にならない脅威の化け物であった。

　ジーノ単独では、当然勝つことはできない。

　赤毛熊でさえ不意の遭遇を許せば死を覚悟するべき相手なのに、それ以上の化け物と遭遇してしまった現状は、もはや絶体絶命とも言える状況であった。

「おおおおおおおおおお！！！」

　だが、ジーノも伊達に長いこと冒険者をしているわけではない。

　ジーノは腰に差していた短杖を素早く取り出すと、それを飛びかかって来た銀虎の喉元に押し付けた。

　その瞬間、銀虎の身体が激しく震え、一瞬ののちに銀虎は大きく後方に吹き飛ばされた。

　衝撃ショックに特化した魔石を埋め込んだ、使い捨ての秘蔵の逸品である。

　ジーノの一年分の収入に相当する高価な魔道具は、銀虎を吹き飛ばすと同時に粉々に砕け散った。

　魔道具が生み出した余波で、ジーノの手の平にも骨がバラバラになりそうな衝撃が伝わるが、今はそんなことを気にしている場合ではない。

　ジーノは吹き飛んだ銀虎に背を向けると、そのまま一目散に逃げ出した。

　戦えば絶体絶命であっても、ベテランのジーノが逃げることに全力を傾ければ、僅かではあるが生き残れる可能性がある。

「精霊よ、我に力を貸したまえ」

　ジーノがそう囁くと、履いていた革のブーツが輝き、ジーノの身体が羽根のように軽くなる。

　それどころか、後ろから誰かに押されているのかと思うほどに走る速度も速くなり、ジーノは瞬く間に銀虎から距離を離した。

　このブーツはジーノが長い冒険の日々の中で、とある縁で偶然手に入れたマジックアイテムだった。

　一度使えばしばらくはただのブーツとなってしまうが、前回使ってから二週間は経っているので、なんとかなるはずだ。

　併せてジーノは、背嚢の横に取り付けてあった小袋を引き千切った。

　革紐が千切れ、小袋の中身が零れ出てしまうが、それこそがジーノの目的であり、小袋の中に収められたモノの正しい使い方である。

　ジーノは息を止め、目を細めると、小袋の中身を辺りにぶち撒けながら、人ならざる速度で密林の中を駆け抜けた。

　小袋の中身は、いわば目潰しを目的とした催涙粉末であった。

　ただ粉末をばら撒くだけでは、直接相手にぶつけなければ効果は薄く、すぐに地面に落ちてしまう。

　しかしこの催涙粉末は特注品であり、含まれる材料は極限まで細かく磨り潰されており、材料自体もまた特殊な配合で作り出されたものだ。

　蝶の羽ばたきで舞い上がると言われるほどに細かくなった粒子は、ばら撒けばその場にしばらく留まるように浮遊するのだった。

　当然、これも衝撃短杖ショックワンドほどではないが、それなりに高価な品であった。

　だが、命あっての物種である。

　いまここで金を惜しんでは、ジーノは銀虎に食われて終わりであろう。

　しかしここまでのことをやっても、あとは運頼みであった。

　初手で打ち込んだ衝撃ショックが、当たり所が良ければジーノは逃げ切れるであろう。

　できれば銀虎の額に打ち込めれば最善であったが、飛びかかられている状況ではそれも叶わない。

　次善の策としてジーノは銀虎の喉元にぶつけたつもりだったが、あれが銀虎の胸元や胴体であれば、強靭な筋肉に阻まれて脳を揺らすことができず、効果は半減してしまっているであろう。

　効果が半減したことにより、銀虎が想定より早く体勢を整えれば、ジーノがばら撒いた催涙粉末など余裕を持って迂回し、瞬く間に追いつかれることになる。

　しかし上手く一撃が決まっていれば、銀虎が改めて獲物の臭いを追おうとした際に、催涙粉末の臭いも嗅ぐことになるため、追跡を諦めてくれるかもしれない。

　あとは賭けだった。

　ジーノは無心となり、ひたすらに手足を動かして密林の中を駆け抜けるのだった。




第一六話




　無事に密林を抜けたジーノは、崩れ落ちるように膝をついて大きく息を吐いた。

　それと同時に、全身からは滝のように汗が流れ出てくる。

　額やこめかみを伝って流れる汗の粒が、ジーノの鼻先や顎先を伝い落ち、乾いた地面に小さな染みを作り出した。

　本来であれば、呼吸が荒くなった際は立ちあがって胸部を大きく広げ、ゆっくりと深呼吸をするのがよいのだが、ジーノにはもはや立ち上がる体力すら残っていなかった。

　結局放った一撃が上手くハマったのか、銀虎はジーノを追いかけてくることはなかった。

　それでも密林の中にいては別の魔獣に襲われる可能性もあり、そのまま一息に密林を駆け抜けたのだった。

　余力を全て振り絞り、ここまで消耗したのはジーノにとっても久しぶりのことだ。

　こんな事態に追い込まれた原因はわかっていた。

　採取を終えたことで気が緩み、周囲の蟲の音が消えていることにジーノが気付くのが遅れたためだ。

　普段であれば、採取を終えて気が緩むなどという駆け出し冒険者のようなミスをすることはない。

　しかし、十分な休息を取らずに立て続けに冒険に出たことと、気の緩んだ一瞬が、銀虎の間合いに入る直前という最悪のタイミングだったことが重なり、危うくジーノは命を落とすところであった。

　なんとか命は拾ったが、代価として支払った金額は多大なものである。

　また、虎の子として準備していた衝撃の魔道具を消費したことで、今後はこの森に入っての採取クエストは実施できない。

　この密林で探索する以上、銀虎との遭遇は十分想定できていることだった。

　にもかかわらず、警戒を怠ってしまった。

　あと少し歩んでいたら、ジーノは陰に忍んで獲物を待っていた銀虎に横から食いつかれ、何が起きたか理解する間もなく命を落としていたであろう。

　とはいえ、ジーノが生き残れたことが完全な運かというと、そういうわけでもなかった。

　ジーノ自身、自分がミスを犯すことを前提に逃走手段を考えていたのだ。

　あらかじめ考えていた銀虎と遭遇した際の逃げ方が、今回綺麗にはまったお陰で、ジーノは命拾いをしたのだった。

　さらに不幸中の幸いというべきか、ジーノは背嚢を手放すことなく逃げ切っていた。

　背嚢を捨てれば生存確率はより上がったであろうが、極限の状態であってもギリギリのラインで儲けを守ることができなければ、それもまた冒険者として失格なのだ。

　そのギリギリの見極めができず、欲をかいて死んでしまう冒険者が多いのだから、不覚を取ったとはいえクエストを達成できたジーノは、やはり中堅程度とはいえベテランの名に恥じぬ冒険者であった。

「はぁっ…はぁっ………ぐっ……！」

　地面に這いつくばって呼吸を整えていたジーノは、不意に左肩に感じた痛みに呻き声を漏らした。

　視線だけそこにやると、革鎧の肩当てが弾け飛び、下に着込んだ鎖帷子も引き裂いて真っ赤な傷口が露わになっているのが目に入った。

　どうやら銀虎に飛びかかられた際、その鋭い爪で切り裂かれていたらしい。

　傷口からはいまだにじくじくと血が滲み出し、ジーノの左腕を赤く染めている。

　これほどの大怪我に今の今まで気が付かないとは、自分も余裕がないものだとジーノは自らを嘲った。

　ジーノは地面に座り直すと、腰に巻いたポーチから傷薬と包帯を出して、自ら手早く処置をしていく。

　衝撃短杖ショックワンドを振るった右手も、少し痺れてはいるものの、指が吹き飛んでいたり骨が砕けていたりはしないようだ。

　元より使い方を間違えなければ、魔道具は安全に振るえるようにはできているが、咄嗟に振り回した際に掴んだ位置がおかしければ、衝撃に巻き込まれて自身の手首から先もろとも吹き飛んでいてもおかしくはなかった。

　肩の傷については、それなりの深さはあるものの骨や筋に大きな損傷はないようで、止血が済めば問題なく動かすことができた。

　ジーノは応急処置を終えると、腰に下げていた水筒の水で喉を潤したあと、背嚢を背負い直して歩き始めた。

　乱れた呼吸さえ整えば、あとはゆっくりと歩きながらある程度までは体力の回復をはかれるように訓練している。

　そもそも一人で冒険に出るということは、その最中は満足に休息できる瞬間などないに等しいのだ。

　それならば既に日は沈みかけているとはいえ、道と呼べる場所まで出てこれているのだから、野営せずに近場の村まで行き、そこで軒下でも借りて休むほうがよほど安心ができるというものであった。

　ジーノは素早く、帰路の行程を頭に思い描いた。

　帰着地点である自宅を思い浮かべた瞬間、ベッドの上に横たわったヨウコの裸体が脳内に鮮明に思い浮かんだが、ジーノは頭を振ってその甘い妄想を振り払った。

　今度こそ、そんな気の緩みを見せれば死ぬかもしれないと、ジーノは自らを厳しく律する。

　酷く疲れており、早く帰りたくはあるが、無駄に急いではまたどこかで不覚を取ることになるかもしれないのだ。

　ジーノはぐっと奥歯を噛み締めてベテラン冒険者の顔になると、まずは安全な寝床を求めて近場の村まで黙々と歩んでいった。




　密林を出てからは、なんの問題もなくジーノは家に帰ってくることができた。

　街へ戻り、見慣れた自宅の屋根が見えたことで、ようやくジーノの気が緩む。

　その瞬間、今回の冒険で失った多大な出費のことが頭をよぎり、ジーノは思わずかぶりを振った。

　確かに出費は痛いが、それは冒険者として生きていればいつかは生じるものなのだ。

　その出費によって命が救われたのだから、誇りこそすれそれを惜しく思えば、次に同じような事態に直面した際に道具の使用を惜しんで、結果として命を失ってしまうかもしれない。

　ジーノ自身、長い冒険者生活の中でそういう場面を何度も見てきていた。

　せっかく手に入れた高価な魔道具を出し惜しみ、結果として命を失った先輩や同期達の死を悼み、それとともに気持ちを持ち直す。

　高価な装備がなくなったのなら、それに見合った依頼を受ければ良いだけのことである。

　多少収入は落ちるが、それでも死ぬことに比べれば何倍も良いだろう。

　それに、ジーノは質素倹約を常としているので、蓄えはそれなりにあった。

　ヨウコに関して多少散財することはあるが、あれは必要経費であり、娼婦を買うよりはよほど安く済むのだからなんの問題もない。

　気を取り直したジーノは、とにかく疲れた体を休めようと自宅の鍵を開け、ドアをゆっくりと押し開いた。

　するとドアの向こうには、何故か裸エプロン姿のヨウコが立っており、ドアを開いた状態で固まっているジーノに対して、深々とお辞儀をしたのだった。

　丁寧な動作で深々と頭を下げたまま微動だにしないヨウコと、ドアを開けたまま固まったジーノの間で、まるで時間が止まってしまったかのような滑稽な間が生まれた。

　僅かな時間であったが、裸エプロンのヨウコがいる状態でドアを開け放っている事実にジーノは思い至ると、慌ててドアを閉めて自宅内に足を踏み入れた。

　ドアが閉まる音に合わせて、ヨウコはお辞儀をやめてゆっくりと頭をあげた。

　そのとき、普段通りの何を考えているかわからないヨウコの無表情に、顕著な変化が表れた。

　ヨウコは驚いたように瞳を大きく見開き、ジーノの肩口に視線を止めたのだった。

　ヨウコが何を凝視しているのか気付いたジーノは、その視線から逃れるようにヨウコの脇をすり抜けると、リビングの隅に荷物を降ろし、装備を脱ぎ始めた。

「……もう寝る」

　血に汚れた上着も脱いで上半身裸になったジーノは、そう一言呟くと治療道具の入ったポーチだけを持って自分用の寝室へ向かった。

　腹も減ってはいたが、時刻は既に昼をだいぶ過ぎており、そして夕飯の準備をするにはまだ早い時間だった。

　火や水の魔道具が完備されたジーノ邸の台所とはいえ、今から料理を作るにはそれなりに時間がかかるであろう。

　それならば今は寝て、夜か、もしくは明日の朝にでも食べればいいだろうとジーノは考えたのだった。

　装備の手入れも、今の疲労度では万全に行えないかもしれない。

　今は何より、体を休めるべきだと考えた。

　だが、それはあくまで建て前である。

　ジーノは、無様に傷を負った自分を見つめるヨウコの視線に、何か責められているような恥辱を感じたのだった。

　これは完全に被害妄想であろう。

　ジーノ自身も、そう思う部分はあった。

　だがそれでも何故か、今の姿をヨウコの前にさらしていたくなかったのだ。

　ジーノは寝室に入ると、服を全て脱ぎ捨てて全裸になった。

　そのままベッドに腰かけて、肩口に巻いていた包帯を交換する。

　包帯に染み込んで固まりかけた血液がバリバリと傷口から剥がれ、鈍い痛みをジーノに伝える。

　だいぶ出血は収まっているが、まだ傷口は血で濡れている状態だった。

　ジーノは手早く包帯を巻き直すと、そのまま倒れこむようにベッドに身を横たえた。

　旅に出る前に使ったはずのシーツは、今はもう綺麗に洗われており、太陽の匂いを漂わせていた。

　ベッドに横になると、瞬く間に睡魔が襲ってきた。

　どうやらよほど疲れていたようだ。

　重くなる目蓋に逆らうことなくジーノは目を閉じると、すぐに意識を手放して眠りに落ちていく。

　眠りに落ちる直前、ジーノは今さらのようにある疑問点に気付いた。

　ヨウコは何故、こんな真っ昼間から裸エプロンなどという煽情的な格好をしていたのだろうか。

　ヨウコが裸エプロンなどという突飛な格好をするのは、朝と夜の食事時だけであった。

　それもいつもやっているわけではない。

　そもそもヨウコがあのような煽情的な格好をするのは、所有者であるジーノに媚びを売り、自らの待遇を良くするのが目的なのではなかったのか。

　いつものジーノであれば、謎に満ちたヨウコの行動についてもっと真剣に悩み、答えを出そうとしただろう。

　だが、完全に緊張を解き、眠りに落ちる瞬間に浮かんだ疑問は、ジーノが眠りに落ちると共に、目蓋の裏の闇に溶けるよう消えていってしまったのだった。




第一七話




　闇に包まれた寝室で、ジーノはふと目を覚ました。

　シンと静まり返った室内で、ゆっくりと身を起こす。

　窓を閉め切った暗闇の中で、今はどれくらいの時分なのか、ジーノには全く判断がつかなかった。

　よく眠った感覚はあるが、少なくとも日の出はまだ遠そうである。

　まだまだ残暑は続いており、寒さで体が冷えて目が覚めたというわけでもない。

　むしろ深夜の室内は過ごしやすい温度となっており、裸で過ごしてもなんの問題も無さそうであった。

　だがそれなのに、ジーノの体は燃えるような熱を放っていた。

　疲れから体調を崩し、風邪をひいたのかとジーノは一瞬考えたが、特に怠さはなく、喉の奥に粘つくような渇きだけが感じられた。

　体にかけていた薄手の毛布を退けたところで、ジーノは自らの体に異変を起こしている原因に気付いた。

　ジーノの股間の逸物が、今にも破裂せんばかりの勢いで天を突き、硬くそそり立っていたのだ。

　ただでさえ冒険を終えた直後は昂るものだが、さらには銀虎と対峙するという命の危機を脱したことで、ジーノの肉体は種の保存を求めて、激しく自己主張をしていたのだった。

　ジーノは今すぐに自らの陰茎をシゴきあげてしまいたい衝動に駆られたが、せっかく性奴隷を所有しているのにそれはあまりにもったいないと自制した。

　硬く張り詰めた陰茎の存在を意図的に無視して、ジーノはベッドから立ち上がると水を求めて台所に向かった。

　風を取り込むためか、廊下の窓は全て鎧戸のみとなっており、そこから僅かな月明かりを反射していた。

　勝手知ったる自分の家で、ジーノは壁に手をつきながら灯りをつけることなく台所を目指す。

　廊下に出ても物音は一切聞こえず、恐らくヨウコも既に眠ってしまっているのだろうと考えた。

　危なげなく台所に到着したジーノは、水の魔道具を起動してコップに水を汲むと、立て続けに数杯を瞬く間に飲み干した。

　温い水を腹に溜めると、体の火照りがおさまったような気もしてくる。

　ジーノの陰茎は未だに硬くそそり立ち、裸で歩き回っているために足を動かす度に右に左に空を切るが、お前を使うのは明日だと内心で言い聞かせ、引き続き腹の底からせり上がる欲情を無視して寝室へ向かう。

　リビングを出て廊下に足を踏み入れたところで、ジーノはドアの開く音を聞いて足を止めた。

　ジーノは薄暗闇の中で、『専用の寝室』から出てきたヨウコと出会った。

　相変わらずの裸エプロン姿のヨウコは、全裸のジーノに出会っても特に慌てるような素振りも見せず、廊下の端に寄ってジーノに道を譲るような素振りを見せると、恭しく頭を下げた。

　廊下に面した鎧戸の隙間から漏れる微かな月明かりが、闇夜の中にぼんやりとヨウコの姿を浮かび上がらせる。

　お辞儀をしたヨウコの髪は、丁寧に櫛が入れてあるのか、その一本一本が流れる金色の水のように、サラサラと肩口から胸元へと流れていく。

　その美しい髪で隠れた胸元は、フリルのふんだんについたシルクのエプロンとヨウコの体の間に、大きく隙間が空いている。

　その隙間から、ヨウコのほどよい大きさの真っ白で柔らかそうな乳房が、そして薄桃色をした小さな突起がまろび出ていた。

　そんなヨウコの姿を見たジーノは、股間のそそり立った逸物を殊更強調するように背筋を伸ばし、大股でヨウコのもとへ近付いていった。

　ヨウコの腕を掴むと、そのまま今出てきたばかりの『専用の寝室』へヨウコを引きずり込んだ。

　ヨウコは恐らく、専用の寝室のベッドメイキングでもしていたのであろう。

　その証拠に、専用の寝室内のベッドは綺麗に整えられており、窓も開け放たれていて月明かりが差し込んでそれなりの明るさがあった。

　部屋の床には、ジーノが先ほどリビングで脱いだ血の滲んだ上着もあり、ヨウコはここの清掃が終わり次第洗おうとでも考えていたのであろう。

　ジーノはヨウコを突き飛ばすようにベッドの上に転がした。

　高い金を払って購入したベッドは、柔らかな弾力を持ってさほど大きな音も立てずにヨウコの小さな体を受け止める。

　ヨウコは既に眠っていると思っていたために、ジーノは性処理を明日の夜まで我慢したのだ。

　しかし、起きていたのならば話は別である。

　しかもご丁寧に、機能性重視の薄汚れたエプロンではなく、媚びを売るための装飾過多なエプロンをヨウコはつけていたのだ。

　突然目を覚ましたジーノの機嫌を損なわないようにそうしていたのか、それとも単純に着替えるのが面倒でそのままの格好でいたのかはわからないが、ジーノはあえて前者として捉えていた。

　そこまで犯してほしいなら、お望みどおりに犯してやろうではないか。

　水を飲んで落ち着かせたつもりだった欲望が、心臓の激しい高鳴りに合わせて全身を駆け巡っていく。

　今すぐにでもヨウコをめちゃくちゃに壊してしまいたいほどの衝動を、ぐっと抑える。

　ジーノはことさらにゆっくりとした動作で、床に落ちていた自らの血痕のついた上着を拾い上げた。

　上着の様子を確かめると、服についている血痕は既に乾いており、これならばシーツを汚すこともないだろうと判断する。

　投げ出されたままの若干不自然な格好でベッドに横たわるヨウコの上に、ジーノは手に持っていた上着を無造作に放り投げた。

　ジーノの狙い通り、ヨウコの顔の辺りに上着が落ちると、ヨウコの身体は若干縮こまるようにびくりと震えてみせた。

　ヨウコからしてみれば、突然猛獣に襲われたに等しいであろう。

　ジーノは自らが築き上げた知識と技能で窮地を脱することができたが、奴隷の身で何も持たぬ、知識も経験もない年若い少女に過ぎないヨウコでは、この危地から脱することはどうあっても不可能である。

　ジーノにはできることができない脆弱な少女の姿に、ジーノの中に暗い優越感を湧き立させた。

　その暗い感情は、腹の底から突き上がる性欲と酷く相性が良く、この場の雰囲気だけでジーノの男根は先から雫を垂らすほどに激しく跳ね回った。

　ジーノは荒々しくベッドの上にあがると、乱暴にヨウコの両足を割り開いた。

　内腿を大きく割り開かれて露わになったヨウコの秘部は、相変わらず白く柔らかな縦スジを刻んでいたが、そこに普段とは違う僅かな変化があった。

　いつもであれば、淫裂の間から僅かに滲み出ている程度であるヨウコの蜜が、既に塗りたくられたように秘丘全体やその周辺の肌に広がっていたのである。

　月明かりの下で、ヨウコの肌が粘液に濡れて怪しく光っていた。

　その様子が、ジーノの脳内に横殴りされたような衝撃を与えた。

　いや、実際はベッドに放り投げられた際に、転がった力加減でたまたま塗り広げられただけであろうという真相は、ジーノにも十分理解できていた。

　しかしそれでも、欲望の拍車がかかったジーノの脳ミソが、ヨウコが自らを慰めることで、男性器を迎え入れる準備をしていたのだと囁きかけてくる。

　前戯の必要もなく、ベッドに横たわった瞬間から男を迎え入れる準備ができているなど、熟練の娼婦のようではないか。

「………いやらしい奴だな」

　思わずそう呟いてから、ジーノはぐっと歯を食いしばった。

　よほど疲れているのか、ここのところ思っていることが口に出てしまう。

　ジーノの言葉が聞こえたのか、ヨウコはその身体を今まで以上に顕著にびくんと震わせると、太腿を押し開いているジーノの手に逆らうように、弱々しく足を引き寄せて淫裂を隠そうとした。

　当然、そんなことはジーノは許さない。

　微かな抵抗を見せたヨウコの足を、より大きな力でねじ伏せて割り開くと、ジーノは既に十分に濡れているヨウコの淫部に顔を寄せていった。

　外見上はどうであれ、中の準備ができているかは別である。

　一時の錯覚に惑わされて粗雑に扱っては、ヨウコに大怪我をさせてしまうかもしれないのだ。

　ジーノは自らが快楽を得るための事前準備として、ヨウコの秘裂に口を寄せ、膣穴の奥まで舌を差し入れた。

　その瞬間、ヨウコの腰が跳ね、硬さを持った淫核がジーノの鼻先に押し付けられる。

　突然の刺激に対するただの生理反射であっても、それはそれで好都合であるとジーノは考えた。

　ヨウコの太腿を抱えるように引き寄せながら、膣内で縦横無尽に舌を暴れさせ、鼻先でヨウコの淫核を逆に押し潰した。

　ヨウコの中が、普段よりも熱を持っているようにジーノには感じられた。

　先程水を飲んだため、ジーノの舌が冷えており、相対的に熱く感じられるのだろう。

　だがその熱が、爪先で天を突かんばかりに差し伸ばされたヨウコの足の動きと相まって、ジーノに黒い妄想を抱かせる。

　突然悪漢に襲われ、恐怖に怯えながら拒絶するヨウコの姿が、ジーノにはまるで熟達の高級娼婦の仕草のように思えたのだ。

　こいつは娼婦以上の淫売で、娼婦以下の存在である性奴隷だ。

　しかも、この性奴隷は俺の『物』だ。

　当事者であるヨウコですら、ジーノの行為に拒否権を持たないのである。

　そんな惨めな抵抗を行う格下の存在を、舌先だけで嬲り、蹂躙していると思うと、それだけでジーノは楽しくなり、挿入に至ることも忘れてヨウコの膣内を堪能した。




第一八話




「ふっ、ふっ、ふっ、ふっ……」

　ヨウコの膣内を舌で蹂躙することを楽しんでいたジーノは、部屋に響き渡る荒い呼吸音に気付いて動きを止めた。

　ジーノが視線を上げると、ヨウコが顔を覆ったジーノの上着を縋るように両手できつく掴みながら、どこか甘さを含んだ吐息を小刻みに吐き出していた。

　ジーノは一瞬、ヨウコが恐怖のあまり過呼吸か痙攣を起こしたのかと考えた。

　しかし、ジーノの舌先が蜜壷から抜き取られると、強張っていたヨウコの全身からくたりと力が抜け落ち、呼吸も荒くはあるが深く長いものへと変化した。

　ヨウコが深く息を吸うたびに、少女の薄い肺が膨らみ、その上に乗った柔肉の塊がふるふると揺れる。

　どうやら、ジーノの責めに抵抗しすぎて力尽きてしまったようである。

　全身の力を抜いてシーツの上に横たわるヨウコの姿は、月明かりと自らの白い肌で輝いており、それは非常に美しく、また淫靡であった。

　ヨウコの腹の上でくしゃくしゃに乱れて、最早用を為さなくなったシルクのエプロンが、その様に拍車をかける。

　倒れ伏してなお、ジーノの上着に縋りつくように顔を隠すヨウコの姿に、ジーノは優越感と若干の苛立ちを感じた。

　非力な性奴隷の分際で、主人に逆らうから余計に辛い目に遭うのだ、と。

　抵抗せずに受け入れていれば、こちらも手荒な真似はしないのに、と。

　主人を不快にさせた罰を与えんと、ジーノは脱力するヨウコの秘部に自らの猛り切った男性器を押し当てた。

　ジーノが手心を加えられるのは、ここまでである。

　月明かりを反射するほどに膨らんだ亀頭や、鍛え上げた筋肉のように硬く張り詰めた肉棒は、ヨウコの華奢な体躯には明らかに負担である。

　それでも、これ以上の譲歩はジーノにはできなかった。

　なぜなら、ヨウコはこの猛々しい雄の象徴を突き入れ、満足させるために高い金を払って買った肉穴なのだから。

　ジーノがぐずぐずに崩れ切ったヨウコの膣口に亀頭の先端を押し当てると、脱力していたヨウコの身体がぴくりと強張る。

　だが、少女の悲壮な覚悟が決まるまでの時間など、待っていられる余裕はジーノにはなかった。

　まずは溢れ出た愛液をまぶそうと、ジーノが肉竿の根元を持ってヨウコの淫裂を嬲ろうとしたところ、力の入れ加減を間違えたのか、ジーノの亀頭がずるりとヨウコの胎内へもぐりこんでしまった。

　そのままの勢いで、ジーノの男根はその半ばまでがヨウコの中へ入り込む。

「っ……」

　息を呑む音は、どちらのものだったのか。

　いくらジーノがほぐしたとはいえ、そしてジーノの先端自身も自らが溢した先走り汁で濡れていたとはいえ、ちゃんと粘液をまぶしきれていない肉棒が、こうも容易く膣内へ滑り込むなどなかなかあるものではない。

　あり得るとしたら、使い込まれて緩んだ安宿の売春婦か、雄を迎え入れるために万全の準備を整えた高級娼婦くらいであろう。

　ヨウコがどちらに属するかは、議論する余地もあるまい。

　ジーノは驚くほど簡単に男性器を呑み込んでおきながら、それを拒むようにきつく締めあげるヨウコの腹目かけて、より深く腰を突き込んだ。

　ヨウコの下腹をその内側から突き上げると、亀頭の先端にヨウコの膣壁のざらつきと、そのさらに奥にある子宮口の弾力が返ってきた。

　ジーノの突き上げによりヨウコの中に溜まっていた蜜が押し出され、ジーノの玉や腰回りをじっとりと濡らす。

　ジーノの不躾な侵入により、息を整えようとしていたヨウコの呼吸が再び速く、短くなる。

　ヨウコのツンと上向いた柔らかな乳房が細かく上下し、その頂点に鎮座する可愛らしい薄桃色の突起が不規則に揺れ動いた。

　さらには、酸素を求めて喘ぐヨウコの身体が、時折ギュっと動きを止める。

　そんなヨウコの無様な姿を前に、ジーノも等しく無様をさらそうとしていた。

　たったひと突きしただけの肉棒が、早くも限界を迎えようとしていたのだ。

　確かに、冒険の長旅から帰った直後の一発目は、あまり長く持たないのが常であった。

　それでも、流石にたったのひと突き、最早入れただけとも言える状況で達することだけは、ジーノのプライドが許さなかった。

　それではまるで、初めて性行為をした童貞の若造のようではないか。

　歯を食いしばって必死に射精を堪えるジーノに対して、ヨウコは激しい責め苦を与えていた。

　ヨウコが背を反って硬直すると、ただでさえ強く締め付けている膣壁が細かく振動し、硬直が解けてヨウコが荒く吐息を吐けば、今度はジーノの肉竿全体を揉み込むかのように中が蠢くのだ。

　さらにジーノの視界の先では、震える美しい少女の肢体が月明かりに照らされ、幻想的でありながらもこのうえなく淫らな姿で、ジーノの脳を熱く焦がす。

　ジーノは腹筋がミシリと音を立てそうなほどに下腹に力を込め、ヨウコの激しい攻撃に耐える。

　この愛撫が無意識だと言うならば、ヨウコは天性の淫魔と言っても良いであろう。

　元々名器であったヨウコの中が、今はいつも以上にジーノの男性器を舐め、吸い付いてくる。

　一向に止む気配のないヨウコの責めに、このままではいかぬとジーノは覚悟を決めた。

　久し振りに死を覚悟する戦いをしたこと、ここ一月の間に性欲処理を一日しかしていなかったこと、立て続けの冒険で疲労が溜まっていたこと。

　ジーノは自らの状況を冷静に分析し、現状を打開する術がないと判断した。

　ならば、突き進むしかあるまい。

　冒険の時、窮地において何も手がないならば、諦めて命乞いをするのではなく、とにかく手足を動かすべきだとジーノは考えていた。

　ジーノは暴れるヨウコの膣壁を振り払うように、腰の抽送を開始した。

　動いた直後、複雑な様相を持つヨウコの膣襞に亀頭のエラが擦りあげられ、ジーノは呆気なく射精を開始する。

　ジーノの肉棒が引かれたことで中空となっていた膣内を、煮詰められた濃厚な精液が一つの筋となってヨウコの膣奥に叩きつけられた。

　勢いの良い水鉄砲のような射精を感じ取ったのか、ヨウコの身体が今度はくの字を描くようにぐっと丸まる。

　ジーノは射精の快感で腰が引けそうになるのを耐えながら、さも想定内であったかのように起き上がったヨウコの上半身を両腕で抱き込み、続け様に吐精を繰り返す肉棒を激しく前後させた。

　射精中の敏感な男根がヨウコの名器に擦りあげられるという拷問のような快感に、ジーノは逃げそうになる腰を叱咤してピストンを繰り返した。

　それはベテラン冒険者としての意地か、それとも男としての意地かはわからない。

　ただヨウコの前において、ジーノは何をおいても最低限の体裁を取り繕いたかったのだ。

　『物』であるはずの性奴隷に対して、自らの体面を取り繕う。

　それが何より、ヨウコを『物』ではなく『人』として、しかも『女性』として意識している証左であったが、ジーノはまだその事実に気付いていなかった。

　ジーノはあくまで、自らの自尊心を優先しているだけのつもりであった。

　自らが定めたルールを厳守し、偏屈とも言えるこだわりを持つことで、ジーノは冒険者として生き残ってきたのだ。

　このヨウコに対する見栄も、そんな偏屈なこだわりの一つであるとジーノは思っていた。

　そのこだわりが、男が惚れた女に見せるモノと全く同じであるとは、女性と恋仲になったことのないジーノにはわからなかったのだ。

　しばらくののち、ジーノは間違いなく人生で一番長く、激しい快感であった射精を終えた。

　射精中に肉棒の出し入れを行われたヨウコの膣口は、白く泡立った粘液が溢れ出て、見るも無惨な様相を露わにしていた。

　ジーノの男根は、まだまだ硬く張り詰めている。

　強烈ではあったが、それでも一度の射精で収まるほどジーノの欲望は軟弱ではなかった。

　ジーノは一度仕切り直そうと、抱き締めていたヨウコの体を離し、身を起こそうとした。

　その時、ジーノの腕がヨウコの顔を覆っていた上着に引っかかり、ずるりと上着をずらした。

　上着の下に隠れていたヨウコの瞳と、ジーノの視線がパチリと合う。

　少女のその瞳は、その表情は、ジーノが与えた性行為の刺激に蕩けきっているようにジーノには見えた。

　ジーノが見つめる先で、ヨウコの瞳の焦点が合った瞬間、ヨウコはパッとズレていた上着を引っ張り、再び自らの顔を覆い隠してしまった。

　上着だけでなく、両の腕まで使って顔を隠すヨウコの姿に、ジーノは腹の奥底が震えるような不思議な感覚を覚えた。

　性欲とは似て非なる感情に突き動かされ、ジーノは再びヨウコに覆い被さった。

　その鍛え上げられた両腕でヨウコを抱き締めると、少女の白く細い首に吸い付いた。

　ジーノの行為に、ヨウコの身体がびくりと反応し、上着で覆い隠した顎が上がる。

　その無防備にさらされた部分にも唇を寄せ、合わせて腰も振るっていく。

　ヨウコの濡れて潤んだ瞳を見たジーノは、そこに女の悦びを確かに見た気がしたのだ。

　てっきり嫌悪や憎悪の眼差しを向けられているものと思っていたジーノは、与えられた事実が好意であったことに言いようのない歓喜を感じていた。

　身体の中心が緩く締め付けられるような、しかし全く不快感の無い不思議な感覚に突き動かされ、ジーノは激しく腰を振るった。

　ジーノは激しく肉穴を犯しながらも、ヨウコを決して傷つけないように優しく、しかし決して離すことのないように強く抱き締めた。

　いつものようにヨウコの乳房を楽しむのではなく、ジーノはヨウコの首筋や鎖骨、肩や胸元に唇を落としていく。

　ヨウコは相変わらず両手で上着を掴み、顔を覆い隠していたが、ジーノが動けばその邪魔にならないように腕を動かしていた。

　そんなヨウコの反応が、さらにジーノの行動を、想いを加速させる。

　ジーノのぶつける行為に対して体を震わせるヨウコの全てが、今のジーノには愛おしく思えていた。

　普段の性処理とは違う、充足感に溢れた射精がジーノに訪れる。

　ジーノはヨウコへの負担も考えず、爆発寸前の男根をその根本までヨウコに突き刺した。

　薔薇色に染まったヨウコの可愛らしい耳を見ながら、その首筋に音が立つほど強く口づけをした。

　敏感な尿道口付近に強い刺激を受けた肉棒が、激しく蠢動して射精を始める。

　その射精は二発目にもかかわらず、先程思った人生初を超える快感をジーノにもたらした。

　ジーノは射精中も小刻みに腰を揺すり、自らとヨウコに対してより刺激を与えていく。

　射精が終わった後もジーノの腰の動きは止まらず、男根が回復したと思えばまた激しい抽送を繰り返した。

　ジーノは長く感じたことのない興奮と充足感に満たされながら、ヨウコの全身に唇を落としつつ、明け方近くまで行為を続けたのだった。




第四章

第一九話




　だいぶ日が高くなった頃に、ジーノはゆっくりと目を覚ました。

　開け放たれた窓からは強い日差しが急角度で差し込み、まだまだ残暑が厳しいことを教えてくれる。

　結局ジーノは、外が白み始める頃までヨウコの身体に溺れ、その後意識を失うように眠りについたのだった。

　どれだけ疲れていても、日付が変わるころに寝たとしても、必ず毎朝同じくらいの時間には目覚めていたジーノであったが、流石に今回はやりすぎたようだ。

　ジーノは身を起こして部屋の中を見渡したが、そこにヨウコの姿はなかった。

　ベッド脇のテーブルの上には、綺麗な手拭いとお湯が用意されていた。

　ジーノは常にない緩慢な動きで手拭いを手に取ると、それを湯に浸して軽く絞り、寝汗をかいている自らの身を清めた。

　寝ている間に、既にヨウコがその身を清めてくれているのだろうとはわかるが、それでもジーノはのろのろとした動作で手拭いで身体を拭っていく。

　ジーノの横顔は眉間に皺のよった、いつになく険しい表情であった。

　浮かない表情をしている理由は、昨晩の自身の醜態を思い出しているからである。

　自儘に犯した少女の瞳に、欲情の炎を見た気がして、ジーノは自制を失ってしまっていた。

　十分な休息を取って冷静に思い起こしてみれば、なんと自分勝手で傲慢なことをしたかがわかったのだ。

　ヨウコが行為に欲情していることなど…ジーノに犯されて多少なりと快楽を感じていることなど、当たり前の話ではないか。

　なぜならヨウコの淫裂は、ジーノの前戯によって十分な愛液を生み出していたのだから。

　にもかかわらずジーノは、少女の瞳に見えた欲情の炎を、何を思ったのか自らに対する好意であると解釈してしまったのだ。

　齢は既に四○を越え、独り立ちしてから二十数年を数えるおっさんが何を夢見たのかと、ジーノは昨晩の自分を殴り飛ばしたい気持ちだった。

　性行為に快感を感じていたら好意を持っていると解釈してよいのなら、ジーノは既に何十人という娼婦と恋仲になっていることになるではないか。

　ましてや相手は金を代価に一時の情事を売る娼婦ではなく、その身の上から奴隷に落とされ、自我の意思に関係なく犯されている行き場のない少女である。

　そんな悲惨な境遇にいる少女が、ジーノのような顔面偏差値平均以下の、冴えない中年に好意を抱いているなどと誤解することがそもそも間違っているのだ。

　ジーノは手拭いで顔を何度も拭きながら、自分がヨウコの境遇ならばどう思うかと考える。

　性奴隷として物扱いされるのも悲惨ではあるが、自らの自由を奪い、好き放題に犯してくる相手が、相思相愛だと思い込んで迫ってくるほうがよほどの恐怖であろう、と。

　ジーノは自らの想像に、胃の奥から込み上げてくるものがあった。

　不幸中の幸いと言うべきか、ジーノの胃の中には何も入っておらず、苦く酸っぱい味を口の中に広げただけで済んだ。

　ジーノは手拭いを浸して若干汚れていた桶の湯を口に含むと、それでうがいをして窓の外へ吐き出した。

　この想像は、普段ジーノが努めて意識しないようにしているものであった。

　社会常識的にも、法律的にも、性奴隷の所有はなんら問題がない。

　当然高い金を払って性奴隷を購入すれば、その先で行う行為もなんら問題のないものである。

　それでもジーノは、ヨウコの中に存在する一個の人格を思うと、自らの行いに酷い罪悪感を感じてしまうのだった。

　ジーノは腹の底に鉛の塊でも沈んでいるかのような気持ちになりながら、湯と同じく用意されていた、綺麗に洗濯された普段着を着込んだ。

　この暗い気分も、空きっ腹を抱えていることが原因かもしれない。

　ジーノは専用の寝室を出ると、ヨウコがいるであろうリビングへと向かった。

　部屋を出た時点から、食欲をそそる良い匂いが家中に漂っており、ジーノがリビングに入ると、はたしてそこには、温かそうな湯気を上げるスープやパンが食器と共に並んでいたのだった。

　ジーノがいつもの席に座ると、その視界の端から皿に盛られた焼いた腸詰とベーコンが差し出された。

　皿の上には多少の葉野菜とともに、目玉焼きも添えられている。

　この家で鶏を飼ってはいないはずだが、いったいどこで卵を手に入れたのだろうか。

　そんなことは決まっている。

　ジーノが不在の間は、ヨウコは自由に出歩けるのだ。

　当然ヨウコ自身が市場に足を運び、様々な食材と共に卵を購入してきたのであろう。

　市場で買い物をするヨウコの姿を想像し、ジーノはぶるりと背筋が震えた。

　ちらりと視線を動かすと、リビングから再び台所へと戻っていくヨウコの後姿が見えた。

　ヨウコの姿は、朝の定番ともいえる裸エプロンであった。

　だが今はもう、昼時であるはずだ。

　ヨウコは目覚めてからずっと、あの姿でジーノが起きてくるのを待っていたのだろうか。

　ヨウコの後ろ姿は、エプロンが見えないためほぼ全裸のようなものである。

　その白い肌の至る所に、赤い痣のような跡を認めて、ジーノは突き付けられた非情な現実に打ちのめされる。

　ヨウコのうなじから背中、腰から尻、太腿に至るまで、視線を動かせばどこかしらにその赤い痕跡が見つけられた。

　それらは全て、昨晩調子に乗ったジーノがつけたキスマークである。

　いい年こいたおっさんが、自分の娘ほどの年齢差がある少女の全身にくまなく口づけをする様など、この世の終わりとしか言いようがあるまい。

　ジーノは食前の祈りを終えると、腹を空かせていながらも何故かまったく食欲がないままに食事を開始した。

　パンを口に放り込んでは、モソモソと口を動かす。

　冒険中はまともな食事を取っていなかったため、このパンだけでもご馳走と呼べるほど美味いが、その美味いはずのものが、ジーノはなかなか喉を通らなかった。

　ジーノがパン一個に格闘を繰り広げていると、再びパタパタという軽い足音が横から聞こえてきた。

　再び視線を向けると、ヨウコが追加のパンとコップを持って台所から出てきたところであった。

　正面から見るヨウコの身体にも、エプロンで隠れていない場所には二の腕やら胸元やらにジーノがつけたキスマークが散見された。

　そんな全身に恐怖の紋様を刻まれた奴隷少女の表情は、普段と何一つ変わらぬ無表情であった。

　一瞬、ジーノとヨウコの視線が交錯したが、ヨウコは軽く首を傾げるだけで、パンとコップを置くとまた台所へと戻っていった。

　ここでヨウコが、愛想笑いの一つでもジーノに投げかけていれば、素人童貞であるジーノもまだ一縷の望みに賭けることができたであろう。

　だが、ヨウコは全てがいつも通りであった。

　自分勝手な性行為を繰り返した挙句寝惚ける中年の身体を拭き清め、ベッド周りを整えたのちには、いつ起きてくるかわからないおっさんのために食事を準備していたのだ。

　ベッド脇の湯が温かいままであったことを考えると、ヨウコは何度か寝ているジーノの様子を見に来ては、冷めてしまった桶の中身を取り換えていたのだろう。

　他の道を強制的に閉ざされた哀れな少女の献身と合わせて、その細身につけられた赤い痣がジーノの心を締め付ける。

　これはジーノの持つトラウマが原因であった。

　ジーノがやっと生活が安定してきた程度の駆け出しのころ、少ない収入から費用を無理矢理捻出して、安宿の娼婦を買うことがあった。

　サービスもへったくれもない、一晩中人肌の肉穴に突っ込んで腰を振るだけという酷いものではあるが、他に女を知らないジーノにはそれでも十分な快感であった。

　そんな娼婦達のうち、自らも性行為を楽しんでいるタイプの娼婦に当たったことがあったのだ。

　ジーノがいつも通りに腰を振るっていると、技とも言えない未熟な行為に、相手の娼婦も感じ始めたのである。

　それ以来ジーノは、反応が良いその娼婦にハマってしまい、足繫く通うようになった。

　何度目かの行為中に、相変わらず反応の良い娼婦を抱いている最中、興が乗ったジーノはその娼婦にキスをしようとした。

　相手の娼婦が一○人並みの容姿であったことや、当時若造であったジーノが、娼婦という職業を見下していたこと、そしてなにより、娼婦自身もジーノとの行為を楽しんでいることが、盛り上がったジーノがキスをしようとした原因であった。

　しかしその結果はまさに、肘鉄砲を食らうと呼ぶにふさわしいものであった。

　唇を近付けたジーノの顔に、娼婦は見事な肘撃ちを繰り出すと、目を白黒させて驚くジーノの腹を蹴り上げて体から引き剥がしたのだ。

　突然の事態に呆然とするジーノに、娼婦は口汚く罵詈雑言の限りを尽くすと、そのまま部屋を出て行ってしまった。

　罵倒の内容のほとんどは、ジーノの容姿…特に顔面偏差値に言及するものであった。

　身の程をわきまえろ、お前のような不細工とキスをする女はいない、などなど。

　不細工な自らの価値は、安宿の娼婦以下なのだとジーノが知った瞬間であった。

　その後ジーノは、娼婦の全てがそういう価値観ではないと知ったが、それでも以降は、たとえ高級娼婦に情熱的にねだられたとしても、決して行為中にキスをすることはなかった。

　それほどのトラウマを持つジーノが、何故ヨウコの全身に口づけをしたのか。

　これほどまでに落ち込むにもかかわらず、何故あのときヨウコの感情を誤解したのか。

　ジーノの内心の言い訳としては、昨夜の行為中にヨウコと目と目が合った瞬間、確かに本物の好意をジーノが感じたからだった。

　長く冒険者を続けて、様々な人と出会い、別れ、たくさんの好意と悪意の目を見てきたジーノの直感が、そこに確かにヨウコからの肯定の意思を感じ取ったのだ。

　しかし直感の説得力はその場の瞬時の判断には多大な影響を及ぼすが、時間が経って思い返しても記憶違いではないかという考えが強くなり、女性との恋愛経験が皆無なジーノは途端に自信がなくなってしまうのだ。

　ジーノが苦い思い出に浸りながら食事を続けていると、そのすぐそばにふわりと良い香りが届いた。

　テーブルの脇に、ことりと小壺が二つ置かれた。

　覗いてみると、それぞれに蜂蜜と野イチゴのジャムが入っていた。

　だが、蜂蜜やジャムとは違った香かぐわしい匂いが、ジーノの横からも漂ってくる。

　視線を動かさず、視界の端に意識を集中して確認すると、どうやら椅子に座るジーノの横に、ヨウコが直立不動の姿勢で控えているようだ。

　普段であれば、滅多にない状況である。

　なぜならジーノの冒険直後の朝食は凄まじい食欲であり、ヨウコは一度として立ち止まることなく次々に給仕を行い、瞬く間に食い尽くすのが常だったからだ。

　昨夜のヨウコの眼差しの意味は、ヨウコにしか真実はわからない。

　それを思い悩むことはやめて、ジーノは今まで通りの持論をヨウコに当てはめると、気持ちを切り替えて食事を進めることにした。

　テーブルの上にある料理は、どれも絶品だった。

　食べることに集中すれば、ジーノは瞬く間に食べ終えてしまった。

　食後の祈りをしようとしてたジーノの向かい側には、やはりいつも通りにヨウコが座っていた。

　ヨウコの頭部にある美しい金色の三角耳が、ヒクヒクと小刻みに動いていた。

　ジーノが小声でぼそりとごちそうさまと呟くと、ヨウコは一礼すると音もなく立ち上がり、テーブルの上を片付け始めた。

　いつもであれば、このままジーノは満腹感を存分に味わいながら、リビングの椅子に座ってゆっくりとするのだが、今日はそんな気にもなれずにすぐさま立ち上がると、リビングの隅に置いてあった背嚢を手に取った。

　ヨウコが食器を重ねる、カチャカチャという音が消える。

　ジーノは背嚢を背負うと、そのまま逃げるように外へ向かうのだった。




第二○話




　自らの想像に打ちのめされたジーノは、ヨウコの姿を直視できずに逃げるように外へ出てきた。

　逃げるようにも何も、完全に逃げただけなのだが、ジーノとしては立派な理由があっての外出のつもりであった。

　向かう先は、冒険者ギルドである。

　今回の冒険で採取した素材を手渡し、クエスト達成の報酬を受け取るための外出であった。

　併せて、クエスト中に採取した別の素材についても買い取ってもらおうとジーノは考えていた。

　昼頃の冒険者ギルドは、相変わらず閑散としていた。

　日が沈んでからの行動は危険が増すうえに、行動すればするほど灯りの燃料代が嵩むものなので、日が高い今の時間は、ほとんどの冒険者は元気に外で稼いでいるものだ。

　それでも、カウンター前にはジーノと同じくクエスト達成の報告のためか、いくらかの冒険者の姿がある。

　ジーノがその冒険者達のほうへ近付くと、ちょうど報告が終わったのか、全員がぞろぞろと移動を開始した。

　どうやらパーティーを組んでいる集団だったようだ。

　空いたカウンターにジーノが近付くと、今日は年若い受付嬢がそこには立っていた。

「あ、おかえりなさい、ジーノさん」

　ニコニコとした仕事用の笑顔を浮かべていた受付嬢は、ジーノの姿を認めるとパッと花開くように満面の笑みを浮かべ、ジーノにそう声を掛けた。

「おう、ただいま。今のはみんなパーティーなのか？」

　ジーノはカウンター上に背嚢を下ろしながら、受付嬢にそう声をかけた。

　一○人くらいの男女の集団だったが、そんな人数でパーティーを組むなどなかなかあるものではなく、ジーノの興味を引いたのだ。

「ええ、そうですよ。赤毛熊を討伐したとのことで、素材の買取を受けていました」

　ほんの少しだけ肩を落としてそう話す受付嬢の物言いには、若干の含みがあるようにジーノは感じられた。

「へえ、そりゃ凄いじゃないか」

　何やら愚痴が始まる予感を感じたため、ジーノは話を打ち切ろうと適当な相槌を打って背嚢の口を開いた。

「………全然、凄くなんかないですよ」

　しかしそんなジーノの意図を知ってか知らずか、受付嬢は仕事用の愛想笑いを浮かべると、ジーノだけに聞こえる小声でそう呟いた。

　はたから見れば、笑顔で仕事の話をしているように見えるだろうが、受付嬢の声音は低く、ジーノはその中に静かな怒りと苛立ちを感じたのだった。

「あの人達、出発した時は一二人のパーティーだったんですよ？　今回の赤毛熊討伐で二人も命を落とされているんです」

「そいつは……残念だったな」

　命を落とした冒険者のことを思い、ジーノはそう呟くとそっと黙祷を捧げた。

　ジーノが目を開けるのを待って、受付嬢は愛想笑いをしながらも物悲しい眼差しでジーノを見つめた。

「……別に、赤毛熊の討伐依頼が出ていたわけではないんです。ジーノさんが……若手の子達が討伐したという話を聞いて、腕試しの狩りに行っただけなんです」

　受付嬢が言うには、ジーノが薬草採取に旅立つのと前後して、彼らも赤毛熊討伐に向かったらしい。

　ということは、ユリナ達の討伐成功の話を聞いてから一日か二日で出発したということになり、どれだけの準備ができたかは怪しいものである。

　それでも、ジーノは別にそんな彼らのことを侮蔑したり、軽んじたりするつもりはない。

　冒険者のやり方など、その人それぞれであり、千差万別である。

　実際赤毛熊くらいであれば、普段着に大剣一本背負って向かい、鼻歌まじりに斬りふせることができる知り合いがジーノにはいるのだ。

　今見た彼らの様子は、若くはあったが十分に冒険者として一人前と言えるものだった。

　それが一二人も集まったのだから、決して彼ら自身も赤毛熊を侮ったつもりはないであろう。

　実際、二人を喪ったとはいえ、赤毛熊討伐には成功しており、生き残った彼らも大怪我をしている様子はない。

　討伐依頼が出ていれば別だが、今回はそうではないらしいので、赤毛熊の素材だけで得られる報酬では人数で頭割りすると、割に合わないであろう。

　それでも、討伐依頼が出ていれば一二人で赴いたとしても報酬額も妥当であり、冒険者二名死亡という損耗についても、特別おかしなことではなかった。

「みんながみんな、ジーノさんみたいにしっかり準備をしてくだされば、誰かが死ぬことになんてならなかっただろうに……」

　愛想笑いすら消して、受付嬢はそう呟いた。

　瞳の潤んだ様子を見ると、死んだという冒険者のどちらか、あるいは両方と多少の交流があったのかもしれない。

「まあ、そう言うな。冒険者のやり方なんて人それぞれなんだからよ」

　言葉はありきたりで軽いが、ジーノは深い慈しみを含んだ優しい声で、ゆっくりと受付嬢に話しかけた。

　ジーノの言葉に、受付嬢の堪えていたものが溢れたのか、その頬を一筋の涙が伝った。

「ご、ごめんなさいっ」

　受付嬢は慌てて涙を拭うと、殊更に明るい笑顔をジーノに向けてみせた。

　別れは辛いものであり、それも突然の死別となれば、その衝撃は相当なものであろう。

　職責に忠実足らんとする受付嬢の健気な姿をジーノは痛ましく思ったが、一介の冒険者とギルドの受付嬢では、これ以上踏み込むことはジーノには躊躇われた。

「いや、こっちこそ変なこと言って悪かったな。クエストの報告をしたいんだが、いいか？　薬草の採取なんだが」

　受付嬢の涙に気付かない振りをして、ジーノはあえて淡々と話を進めた。

　良い悪いは置いておいて、こういう場面で一歩を踏み込まないところが、ジーノが素人童貞であり続けた遠因のひとつでもあろう。

「あ、はいっ、わかりました！　今担当の者をお連れしますね」

　鼻の頭を赤くした受付嬢は、ジーノの言葉に頷くと小走りでカウンターの奥へと消えていった。

　間もなくして、厳つい顔をしたジーノの顔なじみの男が、木製の大きな盆を持って姿を現す。

「おう、ジーノ。生きてたのか」

「当たり前だ」

　いつも通りのやり取りに、ジーノは苦笑しながら腕を突き出し、受付の男と拳を打ち付けあった。

　その際、左肩の痛みにジーノが僅かに眉を動かした。

「どうした、随分具合が悪そうじゃねぇか」

　ジーノのほんの僅かな変化に、受付の男が反応して眉を上げた。

「ああ、ちょっとヘマをしてな」

　ジーノの言葉に、受付の男は大きく目を見開き、信じられないものを見たような顔をした。

「珍しいじゃねぇか、お前がヘマするなんてよ。大丈夫か？」

「大丈夫なわけあるかよ。おかげで手痛い出費が出た。んで、こいつを急いで金に換えにきたってわけだ」

　厳つい外見に似合わず、心底から心配してくれる受付の男に対し、ジーノは冗談めかしてそう言うと、背嚢の中身を男が持ってきた盆の上に広げて見せた。

「ほう……こいつは随分と景気の良いこったな」

　並べられた薬草や素材を、男はひとつひとつ検分していく。

　元冒険者であるこの男は、先の受付嬢とは違って素材の選別や良し悪しがわかるため、このギルドにおける希少素材の買取の判断を請け負っていた。

　ある程度の魔獣の毛皮や肉など…ジーノの前の冒険者達が持ち込んだ赤毛熊の素材程度であれば、需要はあれども市場に流れないわけでもないため、受付嬢でも十分担当できる。

　しかし、ジーノが主にこなす素材採取のクエストに関しては、ほとんどが専門知識がなければ真贋が判断できないレベルのモノとなるため、受付嬢は詳細も聞かずにこの男と応対を交代したのだった。

「これでも結構な額だが……割には合わなかったみたいだな」

　ジーノは特に顔に出したつもりはなかったが、その雰囲気からか、それとも長年の付き合いで見抜かれたのか、受付の男はジーノの懐事情を見抜いてそう言った。

「まあな」

　それに対して、ジーノは軽く答える。

　冒険者をしていれば、よくある話だ。

　若い頃は長い間酷く落ち込んだりもしたが、今のジーノはすでに必要経費と割り切って気にしないようにしている。

「まあそう落ち込むな。今日は俺が奢ってやるよ」

　ジーノが特に気にしていないことは男にもわかっているだろうが、酒を飲む口実が欲しいのか、受付の男は口元を歪めてニヤリと笑った。

「あー、いや、気持ちはありがたいが、今日は遠慮しておく」

　ジーノは困ったような笑顔でそう言うと、自身の胸元を引っ張って肩口に巻かれた包帯を示した。

　すると今度こそ、受付の男は深刻そうな難しい表情になってしまった。

　ジーノはさして気にしていなかったが、ジーノが怪我をしているということが、それほど珍しいことだったからだ。

「ジーノ……お前さん、結婚して身を固める気はないのか？」

　いつもの軽口とは違う、いつになく真剣な表情と声で受付の男はそう言った。

　ジーノが怪我を…それも、酒を飲めば血が再び滲み出しかねないような大怪我を負ったということが、受付の男にとってはそれほど重大な意味を持っていたのであろう。

　実際、受付の男はジーノのヘマと聞いても、多少の打撲程度と思っていた。

　それくらい、ジーノは長い間大きな怪我もなく、ここ数年はクエストの未達成も一切なかったのだ。

　しかし、受付の男の好意は非常にありがたいが、ジーノは既に結婚など諦めた身である。

　それに今は、ヨウコもいる。

「そんなことできるツラだと思うか？」

　ジーノは自らの顔を指さして、受付の男の心配を払ってやるために、ことさらにおどけてそう言った。

　ジーノの顔は、確かに平均以下の劣った顔面偏差値だと言える。

　だが、長年冒険者として過ごし、またその長い道のりにおいて一度として悪事に手を出さなかったジーノの顔は、その経験と自信に裏打ちされて不思議な魅力を持つようになっていた。

　少なくとも男の冒険者の中では、駆け出しからロートルまで含めて、ジーノの顔を見て尊敬の念を持つことはあれども、誰もその顔を笑い、軽んじることはないだろう。

　しかし一般人、特に結婚適齢期の女性ではそうはいくまい。

　親しくなろうとすれば警戒されて避けられ、かといって思い切りよく告白でもすれば、素気なく袖にされるのは目に見えていることである。

「うちの受付なんかどうだ？　あいつは性格はキツイが見た目は……」

　受付の男がそう話し出すと、カウンターの奥の部屋からコホンと咳き込む声が響いた。

　それを聞いた受付の男が、口を噤む。

「……こう言っちゃあなんだが、娼婦の身請けってぇ手もあんだろ」

　ジーノの持つ悩みは理解すれども、それでも受付の男はそう食い下がった。

　カウンターの奥の部屋から、さらに強くゴホンゴホンと咳き込む声が聞こえたが、ジーノも受付の男も特に気にはしなかった。

　男にジーノを馬鹿にするつもりは一切なく、むしろその抑えめに出した声や視線から、ジーノを本気で心配しているのが見て取れた。

　そう言った彼自身もまた、冒険者を辞めてギルドに見事に就職した際に、娼婦だった妻を身請けして娶った一人である。

「勘弁してくれよ。それで袖にされた日には、俺は二度と娼館に行けなくなっちまうよ」

　受付の男の好意を正しく理解しているジーノは、殊更に明るく振る舞いながら、彼の言葉を否定した。

　ジーノはそもそも元から行く気はないが、いまはあえてそこまで説明するつもりはなかった。

「お前さんなら、袖にされるなんてこたぁねぇと思うんだがなぁ…」

　男はそう呟きながらも、これ以上はギルドのカウンターで話すことではないと判断し、話を打ち切った。

「ま、気が向いたらいつでも相談してくれ。カミさんと一緒に、いくらでも協力するからよ」

「おう、その時はよろしく頼むわ」

　受付の男はジーノから受け取った薬草や鉱石などの素材を持って、カウンターの奥へと歩いて行った。

　しばらくして、中身のぎっしり詰まった皮袋を盆に載せて、先ほどの受付嬢がジーノの前に現れた。

「こちらがクエストの報酬と、素材の買取の代金になります。お確かめください」

「おう、ありがとな」

　ジーノはお盆の上に置かれた皮袋を手に取ると、中身を検めることもせずにそのまま踵を返した。

「また今度、みんなに酒でも奢るわ。じゃあな」

　ひらひらと片手を振りながら、明るい声で別れの挨拶をして、ジーノはギルドを後にしたのだった。




第二一話




　冒険者ギルドで換金を終えたジーノは、その足で雑貨屋へ向かって消耗品の補充をしようと考えた。

　それに、肩当ての壊れた革鎧も修理に出す必要があるし、衝撃短杖ショックワンドは流石に無理でも、催涙粉末については早急に製作を依頼したほうが良いであろう。

　ジーノが本日の予定を組み立てながら歩いていると、雑貨屋にはすぐに到着した。

　本職である冒険者家業に意識を集中しているため、ジーノはヨウコに関することを頭の片隅に追いやることができていた。

　ジーノが外へ逃げ場所を求めたのも、あながち間違いではなかったようだ。

「ジーノさんっ！」

　雑貨屋に入ろうとした瞬間、元気の良い少女の声が聞こえてきた。

　声から誰に呼び止められたのか理解できたジーノは、店に入るのを止めるとその場で振り返った。

「おう、元気にしてたか」

　ジーノはそう声をかけながら、雑貨屋の入口のドアを閉めると、通行人の邪魔にならないように少しだけ移動した。

「はい！　ジーノさんもお変わりなく！」

　深紅のポニーテールを激しく左右に揺らしながら走ってきたのは、旅装姿のユリナであった。

　背嚢を背負ったままで、旅用の汚れた外套もつけたままの少女は、ジーノの傍までくると勢いよく頭を下げた。

「この間は、本当にありがとうございました！」

　ユリナにそうお礼を言われても、ジーノは何について言われているのかピンとこなかった。

　新米達の世話をしている自覚はあるが、改まってお礼を言われるような覚えは特になかったのだ。

「この間？　何かあったか？」

　なのでジーノは、心の底から不思議そうに首を傾げた。

　顔を上げたユリナは、そんなジーノの姿を見て少し頬を膨らませて言い募った。

「ほら、照明の魔道具ですよ。凄く高値で買い取ってくださったじゃないですか」

「ああ、あれか」

　そう言われて、ジーノもやっと合点がいく。

　だが、あれは諸事情あってお互いにウィンウィンな取引であっただけで、ジーノにとってはこんな二週間も経ってから改まって頭を下げられるようなことではなかった。

「あー、あれは気にすんな。こっちとしてもおかげで助かったんだ」

　ユリナの言葉で、ヨウコとの間にあった良いコト悪いコトを思い出したジーノは、若干歯切れが悪そうにそう答えた。

　尻の座りが悪くなるような気がして、ジーノが視線を彷徨わせると、ふとユリナの外套の下に視線が止まる。

「それより……これはどういうことだ？」

　ジーノがそう言いながらユリナの外套の端を摘まみ上げると、ユリナは突然の出来事に顔を赤くする。

　しかし、ジーノの行動にユリナは激しく動揺しながらも、道端で外套を捲り上げられているにもかかわらず、特に抵抗らしい抵抗は見せなかった。

「え、っと……どうかしましたか……？」

　ジーノにされるがままになりながら、ユリナはゆっくりとそう問いかけた。

　突飛な行動であったが、ジーノの目がいつになく真剣なためか、ユリナは緊張に胸を高鳴らせた。

「この間はかなりの収入があったはずだが？」

　外套の下…ユリナが着込んだ木切れを組み合わせただけの軽鎧を見ながら、ジーノは低い声でそう問いかけた。

　ユリナの軽鎧は、相変わらず鎧と呼ぶのも烏滸がましい、建材の端材であった木切れを繋げた胴丸であった。

　木切れの表面に染み込んだ汚れを見るに、前回赤毛熊を討伐した際に着ていたものと同じと見て間違いないであろう。

「あ、いえ……お金が入ったからって無駄遣いしちゃうと、いけないかなと……思って……」

　ユリナの言葉は、どんどんと尻すぼみになっていった。

　話している最中に、ジーノの眉間に深い皺がより、厳しい眼差しで睨まれたからだ。

「無駄じゃあない。お前らみたいな駆け出しは、金が入ったらすぐに自分に合ったより良い装備を買え。メシは不味くても我慢しろ」
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　ジーノの声は静かだったが、有無を言わさぬ圧力があった。

　ユリナの顔は先ほどまでとは違った感情で赤くなり、その身体は小刻みに震えていた。

　ジーノはそんなユリナの様子に一度目を閉じると、ゆっくりと深呼吸をした。

　そんなジーノの反応に、ユリナはさらに身を縮こまらせる。

　普段は釣り目がちで勝気なユリナの瞳が、しょんぼりと下がって潤み始めた。

「いや、悪かった。別に責めてるわけじゃあ……あー、ちょっとタイミングが悪くてな」

　先程冒険者ギルドで聞いた、赤毛熊討伐で死んだという二人の冒険者の話を、ジーノは思い出していた。

　他のパーティーの装備品から見て、命を落とした二人もちゃんとした装備をしていたのだろうと想像できる。

　それで自ら望んで危険な魔獣に挑み、命を落としたのだから、それは冒険者としてあるべき姿であり、決して卑下されるべきものではないとジーノは思っていた。

　だが、目の前にいるユリナは違う。

　できる範囲で精一杯の準備をして、それでも足りないというわけではない。

　あぶく銭を将来への貯蓄に回そうなどとは、まるで普通の村人のような思考の結果である。

　必要なところに金をかけられないのでは、いつかこの少女は命を落とすだろう。

「……このあと、時間はあるか？」

　ユリナを不必要に怖がらせてしまったお詫びとして、ジーノは優しい声音でそう言った。

「えっ……？　あ、はいっ！」

　固まっていたユリナは、ジーノの突然の誘いに一瞬だけポカンと惚けたあと、首がもげるのではないかという勢いで激しく上下に振った。

　ユリナの真っ赤なポニーテールが、振り回されて賑やかに舞う。

「その様子だと、ちょうどいま帰ってきたところなんだろ？　もし疲れてないなら、ちょっと買い物に付き合え。お前も消耗品を買う必要があるだろ？」

　ジーノの言葉に、ユリナは再びポカンと惚けると、一気に耳まで顔を赤くした。

「あ、そういう……いえっ！　お付き合いさせてください！」

　ユリナの元気の良い返事を聞いて、ジーノは踵を返すと雑貨屋に向かって歩き始めた。

　雑貨屋の入口のドアに手をかけながら、肩越しにユリナに話しかけた。

「ここでの買い物が終わったら、俺の行きつけに連れてってやる」

「えっ……」

　ユリナの呟きは、ドアに備えつけられた客の来店を知らせる鐘の音にかき消され、ジーノの耳には届かなかった。




「行きつけって……ここ、ですか……？」

　工房街の路地裏で、ユリナは薄汚れた一軒家を前にそう呟いた。

　少女の隣には、買い物を終えて背嚢をパンパンに膨らませたジーノがいる。

「おう。店構えは汚いが、腕は確かだ」

「えっと……」

　何やら困惑しているユリナを放置して、ジーノは慣れた手つきで一軒家のドアを開いた。

　看板も何もない、普通ならただの住居にしか見えない場所へ、ずかずかと入っていった。

「おーい、いるかー？」

「いるに決まっとろうが」

　家の中に入ってジーノが声をかけると、すぐさましわがれた声が返ってきた。

　それもそのはずで、家の中に入るとすぐに、頑丈な作りのカウンターが設置されており、その奥には椅子に座った真っ白な口髭を生やした老人が、何やらカウンター上で作業をしていたのだ。

「ノックくらいせんか。ここは儂の家じゃぞ」

「あんな薄っぺらいドアをノックしたら穴が開くぞ？　ノックしてほしけりゃドアノッカーくらいつけろよ」

　こちらも見ずに悪態を吐く老人に、ジーノは気軽そうにそう返した。

　確かに知らない人間からすれば普通の小汚い民家だが、内情を知るジーノからすればここはただの店であった。

　客が店に入るのにノックを要するかどうかは、また別の議論を要するであろう。

「お前が金を出すなら考えてやる」

「それじゃあ無理だな。今は金がなくてな」

　ジーノの軽口に、老人は作業の手を止めて顔を上げた。

「なんじゃ、なんぞヘマをやらかしたか」

　ジーノが金がない……出費が出たと言うということは、つまりはそういうことなのだろうと老人はすぐさま合点がいったようだ。

　老人の眼差しに、真剣な光が灯った。

「ちょっと色々と頼みたいことがあるんだが、それはまた明日でいいか？」

　先ほどまでの軽いやり取りから一転、真面目な雰囲気を漂わせ始めた老人の気配を和らげるように、ジーノは軽く片手を振りながらそう言った。

「構わんが、今じゃあいかんのか？」

　老人はカウンターの上に広げていた物を脇に寄せると、椅子から立ち上がって話を聞く姿勢を見せた。

　ジーノの態度に気が抜けたのか、その眼差しは胡散臭いものでも見るかのような色となっている。

「今は別の用件があってな……こいつにあった鎧を作ってほしいんだ」

　ジーノはそういうと、ジーノの隣でキョトンと成り行きを見守っていたユリナの肩を叩いた。

　突然の接触に、ユリナの肩がびくりと跳ねる。

「あ、あのっ、はじめまして！　ユリナって言います！　よろしくお願いいたします！」

　話の流れが全くわからないユリナは、とりあえず初対面の年長者に対する礼儀として、大きな声で挨拶をすると深々と頭を下げた。

「ほう、元気のいい嬢ちゃんじゃな。お前のコレか」

　老人はユリナをちらりと見ると、ジーノに視線を戻して短くて太い小指を立てて見せた。

「いや、ちげぇよ」

　老人のハンドサインに、ジーノは苦笑しながら首を横に振る。

「それと、こいつの仲間の三人も今度来させるから、そいつらにも装備を見繕ってやってほしいんだ」

　ジーノはユリナの頭をポンポンと叩きながら、老人に向かってそう言った。

　ここまでくれば、ユリナにも状況が理解できたのか、ユリナは顔を真っ赤にしながらも真剣な表情で老人の目を見つめていた。

「ふん、駆け出しならそこらの店に、いくらでもちょうどいいのが売ってるじゃろ」

　ユリナの真剣な眼差しを受けても、老人はユリナの存在など無視するかのように、ジーノの目を見てそう答えた。

　ユリナには老人の態度の意味が伝わったようで、ぐっと口を引き結びながらも、黙って老人の話を聞いていた。

　要はユリナには、この老人にとって話をする価値など毛ほどもないのであろう。

「まあそう言わないでくれ。後輩に良いところを見せたいんだよ」

　ジーノは困ったような笑顔をしながら、老人の目を正面から見返してそう言った。

　ジーノの眼差しから何を読み取ったのか、老人は目を瞑ると深々と溜息を吐いた。

「相変わらず、お節介なヤツじゃな」

　老人の言葉に、ジーノは何も答えなかった。

　ユリナ達に最善の準備を求めた以上、ジーノも自分のできる最善で応えねばならないと、無理を承知でユリナを顔つなぎのためにここへ連れてきたのだ。

　老人は腕は確かだが偏屈で有名という、絵に描いたような職人であった。

　そもそもが、老人の作ったモノは街中の店に卸されて、高品質な高級品として並べられるものであり、直接頼み込むなどなかなかできるものではない。

「まあ、ちょうどええわ……おいっ！」

「はい！　今行きます！」

　老人が店の奥に向かって叫ぶと、大きな声が返ってくるとともにバタバタと慌ただしい足音が響いた。

「はい、なんでしょうか師匠！」

　奥のドアが開くと、少女が駆け足で現れた。

　ユリナと同い年くらいの黒髪をベリーショートにした少女は、しかしユリナより頭一つくらい背が高く、そしてユリナとは比べ物にならない大きな胸部装甲を持っていた。

「そこの嬢ちゃんの採寸をしてやれ。お前が作るんだ」

「は、はい！　わかりました！」

　少女は老人の言葉に一瞬だけ驚いた表情を浮かべたが、すぐさま元気よく返事をすると、カウンターの外に出てユリナの横に並んだ。

「初めまして、私、リザって言います！　それじゃあ、ちょっとこっちに来てもらっていいかな？」

「あ、はい、はじめまして…」

　ユリナの言葉が言い終わる前に、リザと名乗った少女はカウンターの中にユリナを引きずり込むと、背嚢を下させて着ていた外套を脱がし、木製の軽鎧を手早く脱がせ始めた。

　突然の展開にユリナが驚きの声をあげるが、リザはそれには取り合わずにテキパキと採寸をしていく。

「弟子を取ったのか？」

　ジーノは姦しい少女達のほうからはあえて視線を逸らし、少女達のほうをじっと見つめる老人に声をかけた。

　ジーノは老人を信頼しており、その老人が任せるのだから、ユリナの装備を作るのがリザであってもなんら文句はなかった。

　だが、偏屈な老人が仕事を任せる相手というものに、ジーノは興味が湧いたのだった。

「ありゃ孫じゃ。そろそろ表に出してもええ頃じゃろうと思ってな」

　ジーノに声をかけられた老人は、そう言いながらジーノのほうを向き直った。

　真っ白な口髭を蓄えた厳つい老人の顔は、どちらかと言えばジーノよりと言える顔面偏差値だった。

「……似てねぇな」

「まだまだ駆け出しじゃが、見込みはあるぞ。どうじゃ、お前の嫁に貰わんか。いずれはお前の横に並んでも相応しい女になるじゃろ」

　老人はそれが本題だとも言わんばかりに、カウンターに身を乗り出しながらジーノに言い募った。

　その様子は、到底冗談を言っているようには見えなかった。

「おいおい、いったいいくつ年が離れてると思ってんだよ」

　老人の言葉に、ジーノは笑って答えた。

　年寄りと言うものは、冗談とも本気ともつかぬ態度で、他人に自分の娘や孫を薦めたがるものだ。

「ふん……儂には娘がおらんからな」

　老人のどこか残念そうな言葉に、ジーノは何も言い返さなかった。

　ジーノが視線を少女達に戻すと、相変わらずユリナは全身の採寸を事細かに行われている。

　つい先ほどまできゃあきゃあと姦しくしていた少女達だったが、今はお互いに無言で作業に取り組んでいた。




第二二話




「それじゃあ、今度は他の方も連れてきてくださいね」

「は、はい……」

　一仕事終えて満足気な顔をしているリザの言葉に、ユリナは疲れた表情で返事をした。

　結局ユリナは、採寸が終わったあとは飛んだり跳ねたり前屈したり腰をひねったりと、色々な動きをリザ監修のもと取らされたのだった。

「それじゃあ、今日は帰るわ。ありがとな」

「おう、明日も来るんじゃろ？　待っとるぞ」

　ジーノはリザに言ったつもりだったが、答えたのは老人のほうだった。

　日はだいぶ傾き、まだ夕方ではないが、家に帰るころには夕焼けに染まりそうな微妙な時間だった。

「ああ、そうさせてもらうわ。またな」

「あ、あの、どうもありがとうございましたっ！　これからもよろしくお願いします！」

　軽い返事をするジーノに対して、ユリナは大きな声でお礼を言うと、深々と頭を下げた。

　ユリナの態度に、リザは照れた顔で応じる。

「はい、こちらこそよろしくお願いします」

　ユリナは再び頭を下げ、ジーノは軽く片手を振ると、そのまま店を後にした。

「ジーノさん、今日はありがとうございました」

　ユリナの改まった言葉に、ジーノは苦笑しながら手をひらひらと振った。

「気にすんな。それより、あの爺さんは変わりもんだからな、他の奴らに十分注意するように言っとけよ」

　直接応対するのは老人の孫娘であるリザだろうが、ユリナのパーティーには駆け出し冒険者らしく向こう見ずなところがある仲間がいるため、ジーノにはその点だけが心配だった。

　ただ、もしそれで装備作りがおじゃんになったとしても、それはそれで仕方ないだろうとジーノは考えていた。

　顔つなぎはしたが、ここから縁を繋いでいられるかはユリナ達次第であり、それができるかどうかもまた、冒険者を続けていくうえで必要なスキルだからだ。

「はい！　失礼のないようにしっかり礼儀を叩きこんでおきます」

　ユリナはそう言いながら、何故か握り拳で空を切った。

　文字通り、スパルタで礼儀を叩きこむつもりなのだろう。

「ほどほどにな」

　ジーノは鼻息荒く意気込むユリナに対し、苦笑しながらそう言った。

　ユリナやそのパーティーの若さゆえの情熱は、ジーノにとってとても眩しく、そして自らに初心を思い出させてくれる非常に尊いものだった。




　ユリナと別れたジーノは、そのまま真っ直ぐに自宅へと戻ってきた。

　今後の冒険の方針を考えながら歩いていたら、自宅までの道のりはあっという間であった。

　ジーノはまず倉庫へ向かうと、背嚢の中身を整頓し、冒険用の道具を整えた。

　作業をしながら、明日買い足すべきものも同時に考える。

　そういえば傷薬と包帯も使ったな、と、ジーノは思い出した。

　替えの包帯はあるが、使った包帯についてもよく洗って、使い回せるか確認してみる必要があるだろう。

　自らが負った傷のことを思うと、負傷した肩がじくじくと痛いような痒いような感覚を返してきた。

　ジーノは包帯を換えるために上着を脱いだ。

　傷口を確認すると、かさぶたはまだ若干緩そうではあるが、一応血は止まっているようだった。

　それならばと、風呂に入ってから包帯を巻き直すことにする。

　傷口周辺を清潔に保つと、傷の治りが早く、悪化する可能性も低いことをジーノは知識として知っていた。

　ジーノは背嚢の整理を終えると、リビングに放置したままになっている他の装備を片付けようと立ち上がる。

　風呂に入る前に、汚れ仕事は全てまとめて片付けてしまおうと思ったからだ。

　日は傾きつつあるがまだまだ明るいし、今は風呂場に照明の魔道具も設置されている。

　元々、月明かりだけで風呂に入ることもあるが、今は日が暮れてから風呂に入ってもなんの不都合もないため、気楽に作業を続けることができるのだ。

　なんなら倉庫に照明の魔道具を移してもいいかもしれないなどと考えながら、ジーノは母屋のドアを開けた。

　家の中には美味そうな匂いが漂っており、台所のほうからは包丁がまな板を叩く軽い音が規則的に響いていた。

　ジーノはその瞬間、ヨウコに関して棚上げしていた悩み事を思い出した。

　ずんっと腹の底が重くなる感覚に、ジーノは心の中で否を唱える。

　何も変わらない、今まで通りでいいではないか、と。

　変に意識するからいけないのだと、ジーノはリビングに置いた装備を取って倉庫に戻った。

　気持ちを切り替えて、ジーノは装備の手入れに集中する。

　手入れ自体は、すぐに終わってしまった。

　革鎧は弾け飛んだ肩当て部分以外に大きな損傷はなく、他の装備についても問題はなさそうであったからだ。

　手入れの済んだジーノは、先ほど立てた予定通りに風呂場へ向かう。

　できる限りヨウコの存在を意識しないようにしようとしつつも、それであえて視線から外したら余計に意識しているみたいではないかなどと悩み、ジーノは自分に発破をかけるつもりで、台所にいるであろうヨウコの様子を覗き見た。

　その瞬間、ジーノは固まった。




　台所では、相変わらずの裸エプロン姿のヨウコがせっせと料理を作っていたのだ。

　ヨウコの若さゆえか、全身につけられていたジーノのキスマークが、ぱっと見では目立たない程度に消えかけていることが、せめてもの救いであった。

　ジーノの気配に気付いたのか、ヨウコがジーノのほうを振り向く。

　ヨウコはいつも通りの口元をきゅっと結んだ無表情でジーノを見つめると、包丁を置いて丁寧にお辞儀をした。

　ヨウコの視線が外れたことで、ジーノは今がチャンスだと考えた。

　何がチャンスかと言うと、ヨウコの前から逃げ出すチャンスであった。

　ベテラン冒険者が聞いてあきれる話ではある。

　そんなあきれる話の中でもジーノには一欠けらの意地があり、このまま黙っていなくなってはまるで逃げたようではないかと思い留まる。

「……風呂に入る」

　ジーノの意地が見せた妥協案は、そうヨウコの前で呟くことだった。

　ヨウコの反応を確認せずに、ジーノは踵を返すと風呂場へ歩いて行った。

　ジーノとしては、見事な妥協案であったと喝采したい思いであったが、はたから見れば絵に描いたようなへたれに過ぎなかった。

　しかし、見ている者が誰もいないため、ジーノの自尊心が傷つけられることはなかった。

　ジーノは手早く服を脱ぐと、掛湯をしてざぶりと湯船に浸かった。

　公衆浴場では身体を清めてから入るのがマナーだが、ジーノ以外には入浴しない自宅であれば気にしなくてよいため、実に解放感のある横暴な行為だった。

　そこまでしてから、当たり前のように湯殿が整えられていたことに気付く。

　いくら魔道具があるとはいえ、湯を出すのも無制限ではない。

　だから、ジーノ邸の風呂にいつも湯が張られているわけではなく、必要に応じて湯を張り、冷める前に入る必要があった。

　家を建てた当初から風呂場はあったが、その準備をジーノ自らがしなくなってから、もうかなりの時が過ぎていた。

　改めて気付いたその事実に、ジーノは腹の底からもやもやとした感情が湧き上がるのを感じたが、今は考えまいと意識して思考の外へ追い出した。

　湯に肩まで浸かり、ジーノは全身の力を抜く。

　今はリラックスして、楽しいことを考えるべきだ。

　わざと脳ミソのネジを外したジーノは、緩んだ思考で先ほどのヨウコの姿を思い出す。

　ヨウコはもしかして、一日中裸エプロンなどという煽情的な格好でいたのだろうか。

　全裸に布切れ一枚をつけたままで、掃除をし、洗濯をし、そして料理をしていたヨウコを思い、ジーノの股間の逸物がどんどん硬くなる。

　黙ってジーノが家を出たから、いつ主人が戻ってくるかとビクビクしながら、少女は媚びを売る準備を万全に整えていたのかもしれない。

　それならば今日も犯してやるか、などと冗談めかして露悪的な想像をしていたジーノの耳に、脱衣場のドアが開く音が聞こえた。

　おそらく、ヨウコがジーノの脱いだ汚れ物を回収にきたのであろう。

　これは既に日常のものであり、ジーノも特段気には留めなかった。

　しかし、状況は突然非日常へと変わってしまった。

　ジーノが口元まで湯に浸かってくつろいでいると、浴室のドアが開いてヨウコが入ってきたのだった。

　驚いたジーノは鼻から湯を吸い込んでしまい、大きくむせ返った。

　激しく咳き込むジーノにヨウコは一瞬だけ驚いた表情をしたが、ジーノが何も言わないのを確認すると、そのまま手拭いの入った手桶を持って浴室の中を進んできた。

　ヨウコの格好は、先程までと同じ裸エプロン姿である。

　ジーノはできるだけ動揺を悟られないように普段通りを装いながら、明り取り用の窓から外の様子を確認する。

　散々咽せておいていまさら取り繕っても手遅れではあるし、外の様子を確認したからなんだという話ではあるが、ジーノの視線は何故か窓の外へと吸い寄せられていた。

　日が傾いて若干夕焼け空になってはいるが、日が沈むのはまだまだ遠そうである。

　まだまだ残暑が厳しく、日は長かった。

　ヨウコはジーノの様子を気にした風もなく、静々と浴室の中央まで来ると、床に設置された簀の子の上に正座した。

　ヨウコは持っていた手桶を自らの脇に置くと、そのままゆっくりと頭を下げて土下座するような姿勢になった。

　ヨウコの一つ結びにされた金髪が、さらりと流れるように肩へ落ち、ジーノに向けて可愛らしい金色の狐耳が突き付けられる。

　おそらくヨウコは、背中でも流そうというつもりなのだろう。

　それとも犯されにきたのかと、一瞬ジーノの硬く張った男根が主張してくるが、手桶に手拭いまで用意してそれはなかろうと流石に思い直す。

　すでに湯には十分浸かっており、ジーノ自身もそろそろ身体を洗おうかと思っていたタイミングであった。

　ここでヨウコの存在を無視して、一人で身体を洗い出すのも何かに負けたような気がする。

　ジーノは腹を決めると、湯船から出て身体を洗うために用意してある木製の小さな椅子に腰かけた。

　幸い、ヨウコは正座して頭を下げているため、その視線は遮られており、ジーノは硬く張った股間の逸物をさらすことにはならず、その点では気が楽ではあった。

　これでヨウコが動かないなら、そのまま身体を洗えばよかろうなどとジーノは考えていたが、ヨウコの反応は素早かった。

　ヨウコは手桶に素早く湯を溜めると、ジーノの背後に移動してきた。

　背後から聞こえる小さな音から、手拭いを浸して石鹸を塗り、泡立てているのであろうとジーノは考えた。

　ジーノの背に、泡立てられた手拭いの感触が触れる。

　鍛え上げられた広い背中を、ヨウコはゴシゴシと力を込めて洗い始めた。

　少女の感覚で弱々しく洗われるかもしれないと考えていたジーノは、その絶妙な洗い加減に感心する。

　それと同時に、少女が昔父親の背をこうして洗っていたのかもしれないと想像してしまい、ジーノは暗い気分になった。

　情緒不安定が過ぎると、ジーノは自らを叱咤する。

　そもそも、寝ている間に行為後のおっさんの身を清めさせているのだから、こんなことはいまさらではないかとジーノは自らを奮い立たせた。

　ジーノが一喜一憂しているのを知ってか知らずか、ヨウコはせっせとジーノの背中を隅々まで洗い上げていくのだった。




第二三話




　椅子に座ったジーノの背中を、ヨウコは一生懸命洗い清めていく。

　背中を洗ってくれるというならば任せようと、ジーノはヨウコの好きなようにさせていた。

　おっさんという年齢的にも、ベテラン冒険者という経歴的にも、ここで慌てることはみっともない、と、ジーノは固く信じていた。

　平静を装うジーノの心情を知ってか知らずか、ヨウコは絶え間なく手を動かしてジーノの背中を洗っていく。

　おおまかに洗い終えたのか、今は脇の下近くや首筋付近を洗っていた。

　すると角度的な問題で、両手を使って洗うことは難しかったのであろう。

　ヨウコは泡立てた手拭いを片手に持つと、もう片方の手をジーノの身体に添えながら、隅々まで丁寧に洗っていく。

　一方ジーノとしては、身体を洗われる感覚よりも、自らの身体に添えられたヨウコの手の平の感触に意識が集中してしまっていた。

　ヨウコが洗う場所を変え、体勢を変えるごとに、小さな柔らかな手が優しくジーノの肌に添えられる。

　バランスを取るため、力を入れやすくするため、ヨウコとしては実務的な意味合いに過ぎない動作であろう。

　だが、ジーノはヨウコの柔らかな指先の位置が変わるたびに、気が気でない様子であった。

　ヨウコとは幾度となく体を重ね、ジーノはその身の内で最も柔らかな場所を舌先で味わったことすらあるはずだった。

　いまさら指先が触れようと手の平で撫でられようと、それらに比べれば他愛もないものであるはずだ。

　しかしそれでも、ジーノは気が気でなかった。

　背後にいる少女の微かな吐息が、湯で濡れ、汗で濡れたジーノの肌に触れる。

　体格差のあるジーノの背を洗うために少女が体勢を変えると、少女の身に輝く金色の毛先がジーノの肌を撫でた。

　ジーノはそれらの刺激に耐えようと、丹田に力を込めて気を紛らわせようとしていた。

　思春期の童貞のようなことを意識して上の空になっていたところ、ヨウコの動きが妙なものとなっていた。

　なんのことはない、椅子に座って両の太腿の上に置いていたジーノの腕を、その背後に位置したままなんとか洗おうとヨウコは苦戦していたのだ。

　ヨウコの目的を正しく理解したジーノは、当然のように右腕を上げると、横に向かって真っすぐに伸ばした。

　ジーノとしては特に何も考えず、洗いやすい体勢を作っただけのことだった。

「あっ……ありがとうございます……」

　気を紛らわせようと腹に力を込めて踏ん張っていたジーノの耳元に、鈴が鳴るような愛らしい声が届いた。

　その甘く囁くような声は、雷のような衝撃となってジーノの脳髄から下腹部までを荒々しく駆け抜けた。

　恐怖とも寒気とも違う、身体の奥底から湧き上がるぞくぞくとした謎の感覚に、ジーノの鼓動は一気に跳ね上がる。

　初めて聞いた、ヨウコの声だ。

　いや、声自体はいくらでも聞いたことがある。

　ヨウコを購入した直後の世話をしていた頃には、苦しそうに熱にうなされて喘ぐ声や言葉ともつかぬただ肺から空気が出ただけといった感じの呻き声を何度か聞いた。

　ヨウコを犯すようになってからは、ジーノの凌辱に耐える掠れた吐息や苦しさを堪える呻きを聞いた。

　身体が慣れたのであろう最近にあっては、くぐもった嬌声を聞くこともある。

　だが、ヨウコが意味ある言葉を発したのは、今のが初めてではないか。

　人としての言葉を形にした少女の声は、ジーノが今まで聞いたどんな女性の声よりも甘く、そして凛として涼やかであった。

　衝撃を受けて固まるジーノに、ヨウコがさらなる追い打ちをかけていく。

　真横に向けて掲げられたジーノの腕を丹念に磨き上げるため、ヨウコは度々手拭いの持ち手を変え、合わせて腕を支える手の位置も細かく変えるのだ。

　少女からの能動的な接触。

　理由はなんであれ、少女が自らの意思でジーノの肉体に触れているという事実が、ジーノの下腹部にぐつぐつと煮えたぎる熱い思いを募らせた。

　窓の外はまだ明るく、日が沈むにはまだ遠い。

　ジーノはその事実を口惜しく思い、同時に何を馬鹿げたことを考えているのかと自嘲した。

　その馬鹿げた思いの根源は、ジーノの股間で主に反旗を翻そうと激しく主張していたが、ジーノはその直訴を無視する。

　一瞬でも自ら決めたルールを破ろうかと思い悩んだ愚かさにジーノが呆れていると、ヨウコは右腕を洗い終わったのか、手拭いを持っていないほうの手をそっとジーノの左肘のあたりに添えたのだ。

　右腕を素直に上げたのに、左腕を上げない道理などないであろう。

　それにジーノは、無意識のうちにまたヨウコの声が聴けるのではないかと考えていた。

　ジーノはヨウコの遠慮がちな手の動きに合わせるように、左腕を肩の高さまで上げ、真横にすっと伸ばした。

　しかし残念ながら、ヨウコが何かを言うことはなかった。

　その事実に落胆している自らの心の内に、ジーノは内心で苦笑をした。

　自分は何を、わけのわからないことで一喜一憂しているのか。

　奴隷は『物』ではあるが、人の形をしているのだ。

　言葉を話して当然ではないか。

　それとも自分は、この性奴隷が人語を解さぬとでも思っていたのだろうか。

　なるほど、それならばヨウコの声を聞いて自らが衝撃を受けたことも理解ができる。

　自分もとんだ人でなしだと、ジーノは露悪的に断定して苦笑した。

　そもそも、ヨウコの声を聞いたというのも気のせいかもしれぬ、などとジーノの思考がデフレスパイラルの様相を見せていたところで、ジーノはヨウコの手が不自然に止まっていることに気が付いた。

　ヨウコは片手でジーノの左腕を支え持ちながら、手拭いを握った手はジーノの二の腕のあたりで止まっていた。

　それが何を意味するのか、ジーノはすぐに思い至った。

「あとは自分でやる」

　先ほどまでの葛藤が嘘のように、特に気負うことなくそう告げると、ヨウコの手から手拭いを取り上げて自らの左肩を洗った。

　そこには、血が固まりつつはあったが、大きな傷跡があった。

　ジーノは傷口を避けようなどとは特に考えず、傷周りで皮膚にこびりついて固まったかさぶたを洗い落とした。

　はっきりと言葉として脳裏に浮かんでいたわけではないが、ジーノとしては年若い少女が目にするには刺激が強かろうという思いが確かにあった。

　ジーノの言動をどう思ったのか、ヨウコは静かにジーノの背中から離れ、相変わらずその場で正座をした。

　その段になってから、ジーノは改めてどうしたものかと焦り、思考を回し始めた。

　このまま自ら身体を洗って終わらせるのか。

　それともヨウコに続きを要求するべきか。

　傷口の残る左肩を洗い終えたジーノは、そこで止まるわけにもいかずにそのまま自分の胸元を洗い始める。

　まさかここで、やはり前も洗えとは言い出せないだろう。

　日が沈みさえすれば性的な要求に切り替えていくこともできるだろうが、外は残暑が厳しくまだまだ日が長い。

　日が沈むまで誤魔化しながら身体を洗うなどという選択肢は、ジーノは絶対に選びたくなかった。

　言い訳をつけて自らが科したルールの抜け道を進んでは、それはもはやルールを破って堕落したのと変わらないからだ。

　そんなことを思い悩んでいる間に、慣れ親しんだ動作でジーノは自らの身を洗い終えてしまった。

　ジーノは手桶で全身に湯をかけて石鹸の泡と垢を流すと、自然な流れで立ち上がると浴室を後にした。

　立ち上がった瞬間横目で確認したところ、ヨウコは寸分違わず簀の子の上で正座し、深々と頭を下げた姿勢で固まっていた。

　ヨウコの尻から伸びた金色の尻尾が、ジーノを誘うようにゆらゆらと左右に揺れていたが、日が沈むにはまだ僅かに時間がありそうなので、ジーノは鋼の意思で風呂場を出たのだった。

　ヨウコが風呂に入ってくるなど今までにない出来事であったが、全く意味不明というわけではなかった。

　恐らくヨウコは、ジーノが台所でわざわざ風呂に入るなどと言ったため、三助を申し付けられたと勘違いしたのであろう。

　つまり、性奴隷が自らの待遇の改善のために、一縷の望みを託して主人に献身して媚びを売っているという事実にはなんら変わりがないということだ。

　ヨウコは何も変わっていない。

　ジーノが一人で、何やら無駄に悩んでいただけである。

　そう考えると、ジーノとしては少しだけ気が楽になった。

　ヨウコが何も変わらないなら、ジーノのやることだって何も変わらないのだから。




　食事の時間は、ジーノにとっては一瞬の出来事であった。

　美味い料理をたらふく食ったような気がしたが、今はそれよりも、腹の底から湧き上がってくる様々な感情をヨウコの中にぶちまけたかったのだ。

　食事を終えたジーノは『専用の寝室』に入ると、ドアを開け放ったままベッドの上に腰かけた。

　ジーノがヨウコと行為に及ぶとき、腕を引っ張って寝室に拉致するだけではなく、こうして室内でヨウコが来るのを待つこともままあった。

　ジーノが待つことしばらくして、ヨウコが部屋の中に入ってくる。

　ヨウコの服装は先ほどまでの裸エプロン姿ではなく、寝間着用のシルクのベビードールだった。

　ジーノは既に、服を全て脱いで万全の状態で待機していた。

　唯一、ジーノの左肩だけは包帯が巻かれていたが、それはお世辞にも着衣と呼べるような形状ではない。

　ヨウコは日が落ちて暗くなった室内に入り、ジーノに背を向けるとゆっくりとドアを閉めた。

　これはいつも通りの流れであった。

　いつもヨウコはこれ以上動かず、ここから先はジーノがヨウコを動かすのだ。

　一瞬だけ、このまま放置したらヨウコがどう動くか見てみたいという考えが脳裏をよぎったが、ジーノは頭を振って思考を打ち消し、ベッドから立ち上がるとヨウコに近付いた。

　何を望んだのかはわからないが、きっと望んだ結果にはならないだろうとジーノは思ったのだ。

　背を向けたまま動かないヨウコの腕を掴むと、そのままベッドまで引き返す。

　ジーノは自らもベッドに倒れ込むようにしながら、ヨウコをベッドに押し倒した。

　いつも通り、いつも通りであった。

　はずだった。

　ヨウコに覆い被さったジーノの腰が、びくりと跳ねた。

　ジーノ自身も理解が追い付かぬうちに、ジーノの陰茎が射精を始める。

　どうやら、ヨウコを押し倒した際の体勢の妙で、ヨウコのシルクのベビードールが、ジーノの陰茎を激しく擦り上げてしまったようだ。

　普段ならば、そんな程度の刺激でジーノが射精にいたるわけがなかった。

　だが、無意識の奥にあった謎の昂りが、ジーノ自身にすら御する間もなく吐精を果たさせてしまったのだった。

　ヨウコに覆い被さった状態で、前にも後ろにも進むことができずにジーノは射精を繰り返した。

　自らも状況を把握できていないのだ、ましてや射精など、途中で止められようはずがない。

　ジーノが勢いよく吐き出した白濁液は、ヨウコのベビードールの上に大量に降り注ぎ、それどころかヨウコの顔や髪にまで飛び散った。

　状況の把握に努めようと視線を彷徨わせていたジーノは、白濁液の一筋が降り注いだヨウコの表情を目の当たりにした。

　何が起こったのかわからないというかのような、瞳を大きく見開いて驚愕している少女の顔に、ジーノの背筋がびくりと引き攣る。

　ジーノは慌てて、シーツでヨウコの顔を覆った。

　そこらに飛び散った精液でシーツが汚れるが、そんなことは知ったことではなかった。

　ヨウコの表情を見たジーノの腹の底に、どす黒い感情が湧き上がってきた。

　今の状況と、ヨウコの驚いたような表情は、ジーノの若かりし頃の苦い記憶を思い出させたのだ。

　長く辛い冒険の後で、娼婦の一撫でで射精した当時のジーノと、それを嗤い、心の底から嘲った女。

　ジーノのことも、仕事のことも忘れて大笑いをする娼婦の姿に、ジーノの逸物はやる気を失い、娼婦はまたそれを指さして笑ったのだった。

　ジーノは、そのときの娼婦と同じことを、ヨウコが思ったのではないかと勘繰った。

　いや、ヨウコが実際どう思ったかは、ジーノにとって問題ではなかった。

　いま問題なのは、鮮明に甦ってしまった過去の苦い思い出と、憎き娼婦の姿である。

　そして都合の良いことに、その鬱憤を同じ土俵で晴らせる対象が、ジーノの身体の下には横たわっていたのだ。

　ジーノはヨウコの身体に八つ当たりすることで、過去の苦い思い出を払拭せんと動き出したのだった。




第二四話




　あの時とは、何もかもが違うのだと証明するために、ジーノはヨウコの若い肉体に襲いかかった。

　ジーノはいつものようにヨウコの足を割り開くと、その付け根に顔を寄せていく。

　ヨウコの淫裂は相変わらず幼子のようにつるりとしており、今日は先日のように愛蜜が溢れているということはなかった。

　それどころか、ほんのりと石鹸の香りがするような気がする。

　ジーノはヨウコの太腿をその鍛え上げた腕で抱き込みながら、滑らかでスベスベとしたヨウコの恥丘を傷付けぬように指先でそっと押し広げた。

　押し開く直前までは、まるで赤子のような見た目をしていたヨウコの秘部であったが、その内を覗いてみれば、ぱっくりと割り開かれた淫裂に幾重にも粘液の糸を引き、発情しきった娼婦のような濡れた肉が姿を現した。

　少女の濃厚な香りがジーノの脳裏を刺激し、びくんと反応した男根がその先端から尿道内に残っていた白濁をどろりと溢した。

　いつもであれば、このままヨウコの蜜穴をマッサージするように舌でほぐし、挿入に至るのであるが、本日は自らの性欲の捌け口とするだけがジーノの目的ではなかった。

　ジーノには恋愛経験こそなくとも、娼婦を抱いた数は数知れず、である。

　若かりし頃は、いずれ伴侶となる女性に尽くすために。

　恋愛を諦めてからは、生意気な娼婦を弄ぶために。

　ときには娼婦自らの指導まで受けて、鍛え上げられた技をジーノは持っていた。

　柔肉の間に溢れた愛蜜を舐めとるように、ジーノはそっとヨウコの淫部に舌を這わせた。

　小さな桜色をした肉襞の外側、肌色と桃色の境界付近を、掃除するように丁寧に舐め上げる。

　舌先は硬く尖らせることはせず、なるべく舌全体を押し当てるようにしながら下から上へ動かした。

　ジーノの普段と違う動きを感じたのか、ヨウコの太腿が戸惑うようにぴくりと震えた。

　だが、ジーノが現在与えている刺激は、そこまで強いものではない。

　一瞬だけ強張ったヨウコの内腿が、しばらくするとくたりと力が抜け、ジーノの動きを受け入れる。

　ジーノの舌や唇は、ヨウコの淫裂だけでなく、太腿の付け根や、尻肉付近もゆっくりと這いまわる。

　過去に例のない動きをされるたびに、ヨウコの身体がびくりと震えるが、いずれはジーノの緩やかな動きに警戒が緩み、ベッドに深くその身を沈めるようになった。

　ジーノの眼前では、ヨウコの小さな蜜穴が妖しくひくひくと蠢き、そこから珠になった愛液を生み出しては、ゆっくりとベッドのシーツに滴らせるということを繰り返していた。

　ヨウコ自身も、自らがどれほど卑猥な動きを男に見せつけているのか気付いていないのであろう。

　ゆっくりと、しかし見ていればはっきりとわかるペースで新しい愛液が生み出され、膣穴の収縮に合わせて入口付近で珠を作っては、とろりと重力に従って垂れ落ちていく。

　ジーノはそれをたんなる自身の技の成果として見ていたが、ジーノの陰茎はその卑猥な光景に刺激され、早く出番をよこせと激しく跳ね回っていた。

　やがて、ジーノが触れていたヨウコの肌が燃えるような熱を持つ。

　まるで熱病にでも浮かされているかのように、ヨウコの全身は熱くなり、その呼吸はどんどんと荒く、深くなっていった。

　ジーノは効果を確認するために、ヨウコの淫裂の頂点に位置する、淫核を押し包んだ包皮の端を軽く唇ではんでみた。

　望んでいた刺激に、ヨウコの腰が激しく跳ねるが、効果が確認できたジーノは、それ以上ヨウコを刺激しないようにしながらゆっくりと顔を離した。

　ヨウコの腰が、さらなる刺激を望むように軽く浮き、そして自らのはしたない動きを恥じてぐっとベッドに押し戻されるということを繰り返す。

　ヨウコは耐えているつもりなのだろうが、その姿は雄を求めて尻を振って誘惑する雌そのものであった。

　ヨウコの腰の脇から覗いていた金色の尻尾が、ヨウコの太腿を押さえていたジーノの腕に縋るように触れるが、ジーノはそれからも逃れるように身体を起こした。

　ジーノが身を起こしたことでその温もりを失った金糸で編まれたかのようなヨウコの尻尾が、寂しげにゆらゆらと揺れたのちに、ぱたりとベッドシーツの上に横たわった。

　そんなヨウコの反応には全く気付かずに、ジーノは腰を進めるとヨウコの股の間に自身の身体を割り入れた。

　ベッドに横たわっていたヨウコの尻尾が、ぴくりと反応したのち、撫でるようにジーノの太腿に触れた。

　だが、ジーノはまだ挿入するつもりはなかった。

　まだヨウコの淫肉をほぐしたわけでもないし、そもそも、この程度で行為に及んではジーノを嗤った娼婦への復讐は果たされない。

　命を賭けた冒険の果て、生命の連鎖を残すための昂りの先にある生理現象を、早漏と蔑んで嘲笑った娼婦を、ジーノは見返してやりたかった。

　ジーノは自らの逸物を、ヨウコの腹に押し当てる。

　そう、腹の上に置くだけである。

　ヨウコの臍まで届きそうなジーノの陰茎が、その白く滑らかな腹部に、赤黒い異形の影を落とした。

　ジーノが実践している技は、女に請わせるための儀式であった。

　行為の前段で女を極限まで昂らせることで、より濃密なまぐわいを生むための準備である。

　地域によっては、数夜をかけて行うこともあるという、いわゆるスローセックスと呼ばれる技法であった。

　本来ならばハグやキス、全身への愛撫などを添い寝しながらゆっくりと行うのだが、ジーノの鍛えられて節くれだった指先は、乙女の柔肌には凶器となりかねない。

　だが、そんな凶器となりかねないジーノの指先も、本日のヨウコの服装であれば効果的に利用することができた。

　ジーノはヨウコの着たシルクのベビードールを整えるように、ゆっくりとその布地の表面を片手で撫でた。

　ヨウコの鳩尾から臍にかけて、まくり上がっていたベビードールをジーノは優しく撫でる。

　必定、ジーノの張り詰めた男根もベビードールの下に隠れるが、それも狙い通りであった。

　ヨウコの肌をその下に浮き上がらせながら、独特の滑らかな感触を返すシルク生地を、ジーノは何度となく手で撫で、指でなぞった。

　初めて見せるジーノの不思議な行為に、ヨウコは不安に駆られたのか、ジーノの指先が生地を撫でるたびにその身はふるりと震え、指先が撫で上げるたびに長く熱っぽい吐息を吐いた。

　シルク生地の上からであれば、長く使われてタコのできたジーノの手の平であっても、ヨウコを傷付けることなく愛撫することができた。

　爪で引っ掻かれても心地良い、などと嘯いた娼婦もいたくらいである。

　シーツで覆われ、自らの両手までも使って顔を隠したヨウコ。

　その頭頂部では、金色の狐耳がピクリ、ピクリと素早く、規則的に震えていた。

　ジーノの指先が、シルク生地の上からヨウコの乳房に触れた。

　下から優しく掬い上げるような動きに、ヨウコが長く吐息をつきながら身体を震わせる。

　ヨウコのほっそりとした腹部に押し付けられたジーノの陰茎に、ヨウコの呼吸の動きがまるで愛撫のように伝わった。

　ジーノがゆっくりと手を動かしてヨウコの乳房を揉み上げるたびに、ヨウコは深く息をして腹部を上下させ、ジーノの陰茎を押し上げる。

　ジーノの太腿に触れていたヨウコの尻尾が、ジーノの尻から腰にかけてを掴むように撫で上げた。

　ジーノの揉み込む動きで血流が刺激されて、ヨウコの乳房の先端がそれとわかるほどに硬く尖った。

　それはシルクの生地を下から押し上げているため、重力に逆らって生地を浮かせてしまっている。

　薄い生地に淡い桜色が薄っすらと透け、裸で見るよりもその突起の充血具合をよりわかりやすくさせていた。

　ジーノは頃合いとみて、ヨウコの双乳の突端に浮いた桜色の片方を、優しく口に含んだ。

　もう少し焦らそうと思っていたため、ジーノは本当に柔らかく唇ではんだだけのつもりであったが、ジーノの熱が敏感な乳頭を通してヨウコを焼いたのか、ヨウコの背が突然びくりと仰け反った。

　ヨウコはひきつけでも起こしたかのように硬直しつつも、腹の上に乗せられたジーノの男根に腰を擦りつけ、細かく揺すっていた。

　雄を求める、自らの肉穴に男根の挿入を求める、恥も外聞もなくしたメスの姿に、ジーノは満足感を覚えた。

　恋愛感情など関係ない、金で一夜の繋がりしか持たない娼婦ですら、ジーノの手管を駆使すれば、その身の内にジーノの子種の放出を求めたのだ。

　満たされたジーノの中で、苦い思い出が薄れていく。

　あの娼婦とは、あれ以降会うことはなかった。

　しかし十数年経った今、ジーノはようやく雪辱を晴らせたような気がした。

　ジーノは内心の優越感を隠そうともせず、快楽に溺れたメスを煽るように陰茎をヨウコの腹部に擦りつけ、その乳房に軽く吸い付いた。

　ジーノはヨウコの柔らかな胸に顔を埋めながら、堕ちたメスの様子を見ようと視線だけ上に向けた。

　そこには、白い喉を反らせて、呼吸荒く喘ぐヨウコの姿があるはずだった。

　しかし、視線を上げたジーノは、シーツの隙間から覗くヨウコの瞳とぶつかった。

　その瞳は、抗いがたい快楽と欲情に塗れながらも、どこか寂しそうにジーノには見えた。

　ジーノとヨウコの視線が絡まる中で、ヨウコは僅かに口を開くと、すぐにきゅっと口を閉じた。

　その瞬間、ヨウコはシーツを強く握り直すと、ジーノの愛撫から逃れるように上半身を軽く捩ったのだった。

　それは確かに、ジーノから逃れようとしたように、ジーノには思えた。

　だが、潰れたカエルのように掲げられていたヨウコの両足は、ぱたりと力を失うと、ヨウコの股の間にあるジーノの両ふくらはぎの上に落ちてきた。

　ヨウコの腹部は、相変わらず雄の精を求めてジーノの雄々しく反り返った陰茎に押し当てられている。

　ジーノの腰に触れていたヨウコの尻尾が、ジーノを誘い込むように力が加わったような気がした。

　ジーノはそれらメスの誘いに逆らうことなく、むしろ勢いをつけてヨウコの蜜穴の奥へと陰茎を突き込んだ。

　ヨウコの薄い腹を内側から突き破らんばかりの挿入は、常のジーノであれば少女の身を気遣って絶対にやらない蛮行であった。

「っ……あぁっ！！」

　ジーノの容赦ない一突きに、ヨウコが悲鳴のような声をあげた。

　そんなヨウコの嘆きを無視して、ジーノは淫肉の奥にある少女の子宮に向け、何度も何度も鉄槌を叩きつけていく。

　欲情するのに、恋愛感情は確かに関係ないであろう。

　だが、そんな欲情に堕ちたヨウコの瞳の中に、ジーノは確かに声を聞いた気がした。

『私を、見て』

　過去のトラウマに囚われ、記憶の中の娼婦への八つ当たりを続けたジーノの心情を、ヨウコは感じ取ったのであろうか。

　そこに込められた少女の感情がどういった出処のものかはジーノにはわからなかった。

　しかしそれでも、今この場において、ジーノの子種をその身に受けたいとねだっている女は、他でもない自分だとヨウコが主張したようにジーノには思えた。
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　ジーノの肉棒がヨウコの胎内を突き上げるたびに、少女の膣肉は柔らかさを残したまま、まるで手で力一杯に握りしめるような締め付けを見せた。

　しかしそんな強烈な締め付けも、ジーノの激しい腰遣いと、ヨウコ自らが大量に分泌した愛液の前には、ただの快楽以外にジーノに与えることはなかった。

　ヨウコがもたらす強烈な快感に、ジーノも間もなく絶頂を迎えた。

　精嚢に溜まった精液が、前立腺の肥大を受けて射出の時を待つ。

　ジーノは自らの陰茎が太く張り詰め、亀頭がパンパンに張った最適な瞬間に、ヨウコの膣奥に突き立てて射精を開始した。

　容赦のない衝撃に、ヨウコが声にならない呻きを上げた。

　シーツで顔を隠しながら、ベビードールに包まれた細身を仰け反らせる少女の身体を、ジーノは両腕で抱き締めて逃がすまいとする。

　ジーノは少女を抱き締めたために動きを鈍らせながらも、小刻みに腰を振って射精を続けた。

　やがて、激しい生命の営みが終わりを告げる。

　お互いに荒い息をつきながらも、ジーノとヨウコの肉体がほぼ同時に弛緩した。

　だが、ジーノの陰茎は未だに硬いままだった。

　一呼吸程度の休憩ののちに、ジーノは再び激しくヨウコの中を突き上げ始めた。

　終わりを感じて油断していたヨウコの身に、腹の底から激しい快感が響き渡ってくる。

　メスに求められれば、求める以上に応えるだけの甲斐性と性欲が、ジーノには存在していた。

　だからこそジーノは、若い頃から反応の良い娼婦に入れ込むことが多かったのだ。

　快楽に溺れ、浅ましく雄をねだったメスに、溺死せんばかりの行為を叩きこむのがジーノの常であった。

　ヨウコの身を案じて、無意識に抑えられていたジーノの本性の一面が、未成熟なヨウコの身に降りかかった。

　結局ジーノは、二日続けて朝までヨウコとの性行為に勤しむのであった。




第五章

第二五話




　生暖かい風が吹き抜ける感覚に、ジーノはパチリと目を覚ました。

　昨晩…いや、今朝方も外が白み始めるまで散々にヨウコを犯し、意識を失うように眠りについたジーノだった。

　しかし本日は昨日よりもかなり早めに目を覚ますことができており、普段より僅かに寝坊したという程度の時間のようだ。

　ジーノの頭は妙にすっきりとしており、ほとんど睡眠時間はなかったはずだが肉体の疲労も感じられなかった。

　だが、ジーノ自身ももういい年齢である。

　感覚的には肉体に異常は感じられないが、念のためにもう少し休息を取るべきであろう。

　何より、ジーノのすぐ横から、生温い気温とはまた違った、温かく心地良い熱が伝わってきている。

　その熱は柔らかさを伴っており、手放すには忍びないのだ。

　ジーノが自身の半身に貼り付く心地良さに意識を向けたところで、ようやく中年の脳が本物の覚醒をする。

　ジーノが視線を横に動かすと、柔らかく美しい金髪が目に入った。

　ベッドに仰向けに横たわるジーノの脇には、同じく横たわったヨウコがジーノに貼り付くようにぴっとりと添い寝をしていたのだ。

　少女を抱き締めながら眠りについたことは何度もあるが、それは全て性行為の延長線上のことであり、目覚めてもなおヨウコが隣に寝ていたことは初めてのことであった。

　ジーノの腕を枕にして、ヨウコは穏やかな寝顔をさらしている。

　ヨウコの片腕と片足はジーノに絡みつくように覆い被さり、柔らかな乳房がぎゅっとジーノの脇腹に押し当てられていた。

　心地良さの原因を目の当たりにしたジーノは、一瞬どうするべきか逡巡したのち、そのまま二度寝することに決めた。

　ジーノが課した昨晩の無理が祟って、ヨウコも疲れているのだろう。

　いま自分が動けばヨウコを起こしてしまうと考え、再び眠りにつけるかどうかはわからないが、ジーノはしばらく横になることにしたのだった。

　ヨウコの穏やかな寝顔を見て、いままでのジーノならばその純真無垢な幼い顔に激しく動揺したであろう。

　だが、昨晩のヨウコとの交わりによって、ジーノの心は不思議な充足感を得ていた。

　ヨウコの中のメスとしての本能を落とし、快楽に溺れさせたという実感が、ジーノの気を大きくしていたのだ。

　性欲と愛情は違うとわかってはいるが、それでもヨウコの中の一部をジーノが屈服させたことには変わりはない。

　ジーノとしては、ヨウコのこの安心しきった寝顔は、あくまで昨晩の『堕ちたメス』の続きであると捉えていた。

　ジーノは戦利品を誇るような気持ちでヨウコの枕となっている自らの腕を使い、ヨウコの身体を自分の方へ引き寄せた。

　内実としては、性欲溢れる中年が性知識に乏しい哀れな少女をねちっこく朝まで犯しただけなのだが、それを指摘できるのはジーノ以外の冷静な第三者しかいないであろう。

　しかし二人きりの寝室にそんな者は存在しないので、ジーノは自身の身を切り裂く批判の刃を浴びることはなかった。

　なんだか誇らしい気持ちになりながら、ジーノが目を閉じて身体を休めていると、ジーノに抱き寄せられていたヨウコに変化があった。

　ジーノの肩口に押し当てられていたヨウコの狐耳がぴくぴくと動いたかと思うと、パッと顔をあげたのだ。

　目覚めたヨウコに対し、ジーノはどう振舞うべきか悩んだ。

　そして結局ジーノは、寝たふりを続けることを選んだのだった。

　ジーノの中における言い訳としては、いままで必ずジーノより早くに目を覚まして様々に尽くしていたヨウコが、主人であるジーノよりあとに目覚めたことを気に病むかもしれないというものだった。

　つまらない言い訳であったが、そのなかに含まれた『物』であるはずの性奴隷の心の平穏に気遣うなどという異常に、ジーノは気付いていなかった。

　密着しているヨウコの動きから、ヨウコがジーノの顔を確認したあと、窓の外を確認して現在時刻を把握したのを感じた。

　ヨウコは細心の注意を払ってジーノを起こさないように気遣いながら、絡ませていた手足を退かすと、抱き締めていたジーノの腕をゆっくりと引き剥がした。

　温かく柔らかな感触が離れたことをジーノは残念に思ったが、今ここで目を覚ましては、主人を起こしてしまったとヨウコが気にするかもしれず、そのまま寝たふりを続けることにした。

　ジーノから身を離したヨウコは、ほとんど足音を立てずに部屋を後にした。

　熟達の冒険者であるジーノであったから、その気配が動いた様子を把握できたが、それでも神経を張り巡らせていなければわからなかったであろう驚くべき隠密行動であった。

　ヨウコが部屋を出てすぐに目を覚ますべきかどうかジーノは再び考えたが、その考えが結論を出す前にヨウコは部屋に戻ってきた。

　止む終えず、ジーノはそのままベッドの上で寝たふりを続ける。

　ジーノの心の平穏のためにも、ヨウコが普段通りに振舞うことは必要不可欠であり、主人の叱責を恐れてびくびくしているヨウコなど見たくなかったのだ。

　音もなくベッドに近付いたヨウコは、ベッドの傍の机に何かを置いた。

　それが何かジーノが神経を尖らせて感じ取ろうとしていると、ほんの僅かな水音が聞こえ、硬く絞られた温かな布がジーノの額にそっと触れたのだった。

　なるほどヨウコは、いつものようにジーノの身を清めておこうとしているのであろう。

　優しく額に当てられた布は、心地良い温かさをジーノに伝えながら、拭くと言うよりは少しずつ押し当てるようにして場所を変えていく。

　額や頬、首筋へと温かな布を押し当てられるのはとても気持ちが良くて、ジーノは緩やかな眠気が湧き起こってくるのを感じた。

　冷めてくればまた搾り直し、常に温かく保たれた布で優しく身体を拭き清められるのは、自らで拭くのとはけた違いに心地良い体験であった。

　これならば、寝ている間にいつのまにか身を清められても、眠りが深くなることはあれど目を覚ますことはないであろうとジーノは一人で感心していた。

　ジーノが寝たふりをしながらそんなことを考えているなど気付かぬように、ヨウコはジーノの胸元や腹部、足や腕を清めていく。

　体の下になっている部分は無理をせず、拭ける範囲だけ丁寧にヨウコは拭っていった。

　あまりの心地良さに、ジーノが本当にこのまま二度寝しても良いのではなかろうかとまどろみ始めた頃、ヨウコの手がジーノの股間の逸物に触れた。

　リラックスしていたために、ジーノの身体が突然の刺激にぴくりと震え、ジーノの男根はそれ以上に大きな動作でぐぐっと肥大化した。

　流石に今ので狸寝入りがバレたのではとジーノは考えたが、ヨウコの手はジーノの反応など特に気にした様子もなく滑らかに動き続けた。

　ヨウコの小さく柔らかな指先がジーノの肉棒を支え持つと、そこに温かな布が押し当てられる。

　棒全体を包み込んで揉み込むような動きで刺激され、ジーノの股間はすぐに臨戦態勢にそそり立ってしまった。

　硬く反り返ったジーノの肉棒の変化を目の当たりにしても、ヨウコは特に手を止めたりすることはなく、むしろ大きく張り出すことで拭きやすくなったとでも言わんばかりに、ジーノの亀頭のエラの部分や浮き出た血管の溝を指先でなぞるように拭き続けた。

　散々出し尽くしたあとのはずだったが、少し寝たジーノの睾丸は既に十分な休息を得ていたようで、期せずして与えられた快感にドクンドクンと起動を始めた。

　ジーノはヨウコの行為に混乱しながらも、そういえば毎朝全身が綺麗に拭き清められていたことを改めて思い出す。

　それは体だけでなく、激しくヨウコを犯したことで両者の体液まみれとなっていた陰茎も綺麗になっていたはずだ。

　つまりこの一連の流れは、ヨウコにとってはありふれた日常なのであろう。

　普段通りに事を進める少女の姿を閉じた瞼の裏で想像し、一人で混乱して慌てふためいていたことにジーノはなんだか敗北感を感じていた。

　これが日常ならば、何があっても反応はするまいとジーノはムキになる。

　むしろこのまま寝てやろうと、ジーノはヨウコの与える快感を無理矢理意識の外に追い出し、自身の意識を睡魔の闇に沈めようとした。

　そうジーノが心に決めた瞬間、ジーノの張り詰めた亀頭に熱く柔らかいものが押し付けられた。

　おそらくは手拭いであったであろう布地の感触とは全く異なる、強い快感を伴う感触に、ジーノの陰茎は喜びに震えた。

　陰茎の所有者たるジーノは、自らに与えられた突然の性的快楽に驚愕し、状況を把握しようと沈めかけていた意識を外に向けた。

　ジーノの意識が研ぎ澄まされた瞬間、再びジーノの亀頭に柔らかな感触が押し当てられる。

　立て続けの異常事態に、ジーノは薄目を開けて股間の状況を確かめようとした。

　想像が正しければ、すぐさまヨウコに気付かれるということはないはずである。

　ジーノが微かに目を開けたその先には、想像したとおり、赤黒く張り詰めた凶悪な亀頭に顔を近付けるヨウコの姿があった。

　ベッドの横から身を乗り出して、ジーノの身体に乗らないように気を使いながら、ヨウコは温かく湿らせた手拭いでジーノの肉棒を支え持ち、瞳を閉じた宣託を待つ乙女の表情で、グロテスクな男根にその清らかな唇を寄せていたのだった。

　ジーノが見つめる先で、ヨウコの口づけは亀頭だけに留まらなかった。

　エラの部分や亀頭の裏筋、肉棒に浮かんだ血管やその付け根の部分まで。

　性的な匂いを感じさせない、親愛の情を示さんと言わんばかりのヨウコの軽い口づけが、寝ているジーノの股間に満遍なく降らされていった。

　ヨウコの表情は、普段通りの無表情から目を閉じただけといった感じで、欲情の色は欠片も見えなかった。

　むしろ静謐な雰囲気を感じさせるほど穏やかな面持ちで、これ以上ないほどに卑猥な行為をジーノの眼前で繰り広げていった。

　ヨウコの行為の意図が、ジーノにはまったく掴めなかった。

　媚びを売るべき所有者は眠っているのだ。

　その認識の外でこのような行為をしても、なんの益がヨウコにあるというのだろうか。

　もしくは、ジーノが見ていることをわかってか、はたまたこの卑猥な行為中にジーノが目を覚ました場合に、より強烈な媚びを売れるとの高度な打算が含まれているのか。

　ジーノが悩む最中にも、ヨウコの行為は止まらなかった。

　ヨウコは特に、ジーノの大きく張った亀頭のエラ部分に執拗に唇を寄せていた。

　舌先も出さず、唾液に濡れてもいないヨウコの軽いキスは、ジーノの射精感を高めることはしなかった。

　しかし醜悪な肉棒と美しい少女の横顔の対比が、ジーノの欲望を激しく刺激し、睾丸は活発に活動して、前立腺からは大量の先走りが生み出された。

　ついには、繰り返される微弱な刺激に押し出されて、ジーノの尿道口からは透明な粘液が滲みだしてきた。

　表面張力で大きな珠を作った先走り汁の臭いに気付いたのか、ヨウコは少しだけ鼻をひくつかせると、そのままジーノの尿道口付近に先走り汁ごと口づけをした。

「ちゅっ」

　今回は雫を吸い取る意図があったのか、ヨウコの口元から卑猥な音が響いた。

　その音にヨウコ自身も驚いたのか、目を丸くしながらジーノの股間から顔を上げた。

　ベテラン冒険者として生き残ってきた長年の経験から、次の瞬間にはヨウコはこちらの顔を確認するであろうとジーノは直感した。

　そう脳内で言語化される前にジーノの身体は動き、瞼を閉じてヨウコの姿を闇の向こうに隠していた。

　しばらく、何も、誰も動かない沈黙が流れた。

　ヨウコの視線が、ジーノの顔に固定されているだろうことは想像に難くない。

　よくわからない複雑な感情に支配されながら、ジーノはそれを一切表に出さずに寝たふりをした。

　それはあまりに堂に入っており、おかげで硬くなっていた陰茎は緊張を解かれてほんの少し硬度を落とした。

　尿道の奥深くまで詰まっていた先走り汁が、陰茎が僅かに縮小したことで相対的に体外へ押し出されるのをジーノは感じた。

　永遠のような一瞬のあと、追加で溢れた先走り汁で濡れたジーノの尿道口付近を、熱く柔らかなぬめりがぺろりと撫で上げた。

　突然の強力な刺激にジーノの肉体が強張り、陰茎の根元が収縮したことでさらなる透明な粘液が絞り出される。

　しかし、それらの追加の粘液は温かな手拭いで拭き取られると、肉棒全体も再度手拭いで拭き清められた。

　一通り拭い終わると、ヨウコは再び音もなく部屋を出ていった。

　ジーノがそれに油断せずに寝たふりを続けていると、ヨウコがまた部屋に戻ってきて、ベッド脇のテーブル何かを置くと再度部屋から出ていったのだった。

　完全に室内に人の気配がないことを確認すると、ジーノはゆっくりと目を開けて寝たままの姿勢で周囲を確認した。

　テーブルに置かれた湯気をあげる桶に、綺麗に拭い清められた自分の身体。

　陰茎は早く続きをしろとねだって硬く反り返っているが、今はもう日が昇っている。

　ジーノは全身の力を抜くと、とりあえず昨日目覚めたのとは同じくらいの時間までベッドで惰眠を貪ることを決めた。

　考えるのはそのあとにしようと心に決めて全てを放り投げると、不思議と睡魔が襲ってきて、ジーノは再び眠りにつくことができたのだった。
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　…何やら、随分と自分にとって都合の良い淫夢を見たような気がする。

　ジーノはぼんやりとした頭のままで、もそりとベッドから起き上がると頭を掻いた。

　目覚めた時刻は、昨日と同じくらいであろうか。

　いつになくスッキリしない頭を抱えたまま、ジーノはいつも通りに用意されていた湯桶で身を清め、いつも通り用意されていた清潔な衣服を着込んだ。

　身体を拭いている際に眺めたところ、ジーノの陰茎の先端は先走り汁ででろでろになっていた。

　夢精するほどではないが、よほどいやらしい夢を見たのだろうとジーノは半分寝ている頭でそう考えた。

　ジーノがリビングへ行くと、いつも通りにヨウコがパタパタと動き回って食事の支度をしていた。

　ヨウコの今日の服装は、町娘然とした質素なシャツとロングスカートに、実用的な麻のエプロンをつけていた。

　その服装はヨウコが日中帯に家事をしている際に着ている、いつも通りの普段着である。

　ジーノがのそりといつもの席に座ると、ヨウコがテキパキとテーブルの上に食事を並べていく。

　その配膳する際の位置取りが、いつもより近いようにジーノは感じた。

　ヨウコが配膳のためにテーブルに近付くたびに、ジーノの視界の端には美しい金髪と、桜色をした艶やかな少女の唇がチラチラと入り込む。

　ジーノの脳裏で何かが強烈にフラッシュバックし、ジーノの視線がヨウコの瑞々しい唇に引き寄せられた。

　視線に気付いたのか、ヨウコは料理を置こうとテーブルの上に手を伸ばしたまま、ジーノのほうを向いて小首を傾げた。

　そんな可愛らしい仕草をするヨウコの距離が、いつもよりかなり近い気がするのだ。

　具体的には、ジーノが腕を伸ばせばヨウコの頭を抱き寄せられるほどの距離だ。

　ジーノは視線がヨウコの唇からその瞳へと吸い寄せられそうになるのを、自然さを装って目の前に出された食事に移した。

　夢オチである可能性も考慮に入れつつも、ジーノは既に今朝のことを鮮明に思い出していた。

　ヨウコのした行為の持つ意味が、ジーノには理解できなかった。

　いや、もしかしたら、という想像はあるが、それはあまりに非現実的すぎる。

　むしろ、もしかしたらと想像することすら罪深いと思えるほどだ。

　もしもジーノがヨウコの立場であったら、こんな残酷なことはないであろう。

　もやもやとした気持ちを腹の底に隠しながら、とりあえずジーノは食事に手をつけようとした。

「ジーノさーん」

　すると突然、良く通る少女の声がリビングに響いた。

　コンコンコン、と玄関をノックする音も聞こえる。

　ジーノは声の主に心当たりがあったため、すぐさま反応すると玄関に向かった。

　玄関ドアの前まで来たところで、ジーノははたと立ち止まった。

　先ほどまで悩んでいたことなど遥かに凌ぐほどの、強烈な焦燥感がジーノの中に渦巻く。

　声の主は、まず間違いなくユリナであろう。

　訪ねてきた事情もわかる、昨日案内した老人の店へジーノと一緒に行くためであろう。

　特に一緒に行く約束はしなかったが、ジーノは本日老人の店を訪ねるとユリナの前で口にしていた。

　そして早めに仲間を連れて老人のところへ行くという話が繋がり、どうせなら一緒に行こうという話になったのであろう。

　冒険者ギルドで待っていても、そもそもジーノがギルドによるとは限らない。

　何故なら、ジーノはそんな約束などしていないのだから。

　そこで、元々知っていたのか誰かに聞いたのかは知らないが、ジーノの家に直接来て合流しようということになったものと思われる。

「ジーノさーん？」

　高速で思考が回転するジーノの耳に、再び少女の呼び声とドアをノックする音が聞こえた。

　声の調子から、ユリナはジーノが留守の可能性を考えていると感じられた。

　ならばこのまま居留守を使うかと思ったが、家の窓は開け放たれており、ほんの少し玄関から回り込めば屋内が見えてしまう。

　それは礼儀知らずなことであり、ユリナはやらないかもしれないが、絵に描いたような新米冒険者であるユリナの仲間達はどうかはわからない。

「じーいーのーさーん？」

　それに、ヨウコが料理している匂いや煙が、すでにユリナ達に捕捉されている可能性もある。

　居留守を使うことは悪手であろう。

　ではどうするべきか。

　ジーノが散々に頭を悩ませている理由は、偏にヨウコという麗しい美少女性奴隷の存在がためであった。

　不細工な中年のおっさんが年端もいかぬ少女を性奴隷とし、誰にも言わずに自宅に軟禁しているという状況が、世間一般ではどういう風に映るのか。

　性奴隷を所有すること自体は違法性もなく、社会的倫理観にも問題はない。

　だが、同じ所有物であっても、誰が所有するかで人の見方は変わるものだ。

「あれー、いないのかな？」

「いや、なんか美味そうな匂いするけど」

「さっき来るとき、家の裏から湯気上がってたわよ？　たぶん料理中なんじゃない？」

「あー、じゃあちょっと裏に回って声かけてみるか」

　ジーノが脳ミソをフル回転させて悩んでいる最中に、少年少女らのそんな声が聞こえてきた。

　まずい、自分よりも先にヨウコと彼女らが出会うことは非常にまずい。

　物事の順序が入れ替わるだけで、第一印象は大きく変わり、そして人が持つ評価とは、第一印象に大きく左右されるものだ。

「おう、悪いな。ちょっと着替えてて待たせちまった」

　ジーノは覚悟を決めると玄関を押し開いた。

　先ほどまでの苦悩など微塵も感じさせぬ余裕たっぷりな表情で、ユリナ達を出迎える。

「あっ、ジーノさん！　おはようございま…す？」

「ああ、おはよう」

　おはようと言うにはだいぶ日が昇っているためか、ユリナは自分で挨拶をしながら途中で小首を傾げた。

　ユリナの後ろでは、少年少女らがそれぞれバラバラにジーノに挨拶の声をかけている。

「今日はどうした。爺さんのところにお前らだけで行くのが怖くなったのか？」

　ジーノがカラカラと笑いながらそう茶化すと、ユリナは顔を赤くして後ろにいる少年を睨み付けた。

　睨み付けられた少年…丸顔と垂れ目が特徴的な魔法使いのアスモは、心外だというような顔でユリナを見返すと、一歩前に出てジーノに向けて両手を広げた。

「実はそうなんですよ。気難しい凄腕の職人さんのところにいきなり行くなんて、めちゃくちゃ怖くないですか？」

　アスモの自信満々な態度に、何か良い言い訳をしてくれると思っていたであろうユリナの表情がさらに赤くなり、その目元がキッと険しくなる。

　図太くも素直に内情を打ち明けたアスモの頭部に向けて振るわれたユリナの鉄拳を、ジーノは片手を伸ばすとパシリと軽く受け止めた。

「はっはっは、まあそうだろうな。賢明な判断だと俺は思うぞ」

　ジーノに手を握りしめられたユリナは、拳を引くことも押すこともできずに顔を真っ赤にしたまま固まっていた。

　そんなジーノとユリナの腕で作ったアーチの下で、殴られそうになったことを気にした様子もなくアスモは言葉を続けた。

「そこでですね、ジーノさんも本日同じ方のところへ用事があるらしいと聞いて、ご一緒させていただけないかと思ってきた次第でして」

　悪びれた様子もなく飄々とそう説明するアスモの後ろで、もう一人の少年がイヒヒヒといたずらっぽく笑った。

　目の前で繰り広げられる喜劇のような状況がおかしくて笑ったのだろうが、それを自らに対する嘲笑と受け取ったユリナが、真後ろにいた戦士の少年・レンの腹部に向けて後ろ蹴りを放った。

　流石にこれは、ジーノにも止められない。

　突然腹を蹴り上げられたレンは、情けない悲鳴をあげると背中から地面に転がった。

　そんなレンの無様な姿を、隣にいた斥候役のサヤという少女が興味無さそうに視線だけで追い、すぐさま視線をジーノに戻した。

「そうだな、俺は構わないぞ。ただ、いまからちょうどメシを食うとこなんだ」

　ジーノはそう言いながら、ユリナの手を離した。

　ユリナはジーノの拘束が解かれると一瞬だけ残念そうな顔をしたが、すぐさまそれを取りなすように表情を引き締めると、解放された手で平手を作りアスモの頭部をペシリと叩いた。

「そ、それじゃあ、お食事のお邪魔になってしまうので私達は一旦戻りますねっ」

　慌ててそう取り繕うユリナの姿に、ジーノは苦笑すると片手を振った。

「いや、ここから戻ったらまた手間だろ？　もしよければウチでメシ食っていかないか」

　ジーノがそう言うと、少年少女らは嬉しそうに瞳を輝かせた。

　ユリナだけはすぐさま申し訳なさそうな表情になり、辞退しようと口を開きかけたが、他の仲間達がそれを覆い隠すように前のめりになって口々にジーノにお礼を言った。

　新米冒険者パーティーの意思は、ジーノ宅でご馳走してもらうということで統一されたようだ。

「そんじゃまあ、狭いところだが入ってくれ。レンは泥をよく落としてから入ってこいよ」

　ジーノはニヤリと笑みを浮かべると、少年少女らを家の中に招き入れた。

　ジーノが決めた覚悟とは、ヨウコのことを隠し立てすることなく、むしろ当然と言った顔で正直に話す、というものだった。
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　ジーノは覚悟を決めると、ユリナ達を家の中に入れる。

　せっかく自分を慕って、わざわざ自宅まで足を運んでくれた可愛い後輩達を、自分のつまらないプライドを守るために追い返すなどジーノにはできなかった。

　ジーノがユリナ達をリビングへ案内すると、そこにはヨウコが綺麗な姿勢で立っており、ジーノ達の姿を見るなりペコリと丁寧にお辞儀をした。

　ヨウコの姿を見て、少年少女らが静かに色めき立つが、ジーノはその反応を意図的に無視してヨウコに向き直った。

「こいつらにメシの用意を」

　表面上は気軽そうに見えるように装っているが、ジーノの心臓の鼓動は緊張で酷く速まっていた。

　ヨウコに話しかける態度は、これでいいのだろうか。

　ヨウコからの献身的な奉仕を受けてはいるが、ジーノはヨウコを顎で使ったことは一度もなかった。

「はい、わかりました。皆さまこちらへどうぞ」

　内心で焦りまくっているジーノとは対照的に、ヨウコは特に慌てた様子もなくそう返事をすると、ユリナ達をテーブルへ案内した。

　ヨウコの声を聞いて、ユリナ達は口々に感嘆の吐息を漏らした。

　レンとアスモの少年二人にあっては、まるで恋にでも落ちたかのように顔をのぼせさせている。

　普段からヨウコのように無表情で、何事にも興味無さそうにしているサヤまで、いつもは細めている目を驚愕に見開くと、口をポカンと開けて頬を紅潮させていた。

　唯一ユリナだけが、なんとも言えない複雑な表情を浮かべていた。

「ほら、遠慮せずにさっさと席につけ。ユリナから聞いた感じだと、どうせ最近もまともな食事は食ってないんだろ？」

　表情豊かな反応を見せるも、その場を動こうとしないユリナ達に、ジーノは声を掛けた。

　ユリナは赤毛熊の報酬を、無駄遣いせずに貯めていたと言っていた。

　ならば、最低限の食事は取れていても、真面目なユリナの性格ならば非常に質素な食事内容を仲間に強いていたことだろう。

「は、はい…」

　誰ともなく返事をすると、全員がぞろぞろと歩き出す。

　ヨウコは四人の前に立って先導すると、テーブルの椅子をそれぞれに勧めた。

　家を買った時に準備していた椅子が、ジーノが荷物を置く以外に初めて役立った瞬間であった。

　少年少女らが席に着くと、ジーノも自分の定位置に腰掛けた。

　テーブルの上には、既にユリナ達の分の食器も用意されている。

　いったいいつの間に用意されたのかとジーノが訝しむ間に、ヨウコは全員の席にお茶を入れたコップを置いた。

「どうぞごゆっくり」

　ヨウコは目を伏して丁寧に頭を下げると、台所へと戻っていった。

　ヨウコの可愛らしい声が、ジーノの耳に長く残る。

　ジーノは高鳴る鼓動が、当初からの緊張によるものなのか、それとも別の感情から発せられたものなのかわからなかった。

「ジ、ジーノさんっ！　あ、あの女の子って…」

　レンが声を抑えようと気遣いながらも、それでも思いが昂ぶって大きくなった声音でジーノに問いかける。

　レンの不躾な質問にユリナが慌てて叱ろうと腰を上げたが、テーブルを挟んでさらに斜に座ったレンの口を閉ざすことはできなかった。

「ああ、俺が買った奴隷だ。家のことを任せている」

　少年の不躾な質問に特に腹を立てることもなく、ジーノはさも当たり前といった調子でそう返した。

　ヨウコの首には、奴隷の証である首輪が付いているのだ。

　それが身分証以上の価値を持たないのか、それとも特別な奴隷用の特製品なのかは、経験の浅い新米達にはわからないだろうが、それでもその首輪が奴隷の証であることには変わりない。

　下手に隠し立てせず、当然の一般常識として振る舞えば何も問題はないはずだと、ジーノは自分に強く言い聞かせた。

「あ、あのっ、いったいいくらぐらいしたんですか？」

　顔を紅潮させたレンの口から出たのは、先程を超えるとんでもなく失礼な発言であった。

　ヨウコを見て興奮し、自らの抑えが利かなくなっているのだろう。

　ジーノは腹を立てるよりも、レンの心情を察して明確な答えを返さずに苦笑した。

「っ……レンっ！　失礼でしょ！！」

　流石のこれには、ユリナも大きな声を上げて仲間を窘めた。

　男同士の酒の肴としてジーノに問うならばまだしも、女性陣や当事者であるヨウコに聞こえる可能性があるこの場で口にしたことは、確かにあまりにも無神経であっただろう。

「ご、ごめん…なさい……」

　ユリナに指摘されてレンも気付いたのか、酷く萎縮した様子でそう言うと、ジーノに向けて申し訳なさそうに頭を下げた。

「はは、気持ちはわかるがな。お前が買えるくらい金を貯められたら、俺のほうから話を振ってやるよ」

　場を取りなすように、ジーノは冗談めかしてそう言った。

　少年の懐は、赤毛熊討伐でかつてないほどに温かいのであろう。

　それが一縷の望みの元となって、思わず先走った言動を取ってしまったに違いないとジーノは思った。

　だが、ヨウコを…性奴隷を購入するには、赤毛熊程度の報酬では、雀の涙程の足しにしかならない。

　ジーノの発言からレンもそれを感じ取ったのか、少年はおとなしく座り直しながらも、その途方もない大金を支払ったジーノに尊敬の眼差しを向けた。

　ジーノが場の取り成しを買って出たことで、ユリナも渋々と矛を収めると席に座り直した。

　大人しく席に座りながらもユリナがレンを横目で睨み付けると、レンはごまかすような笑みを浮かべながら両手を合わせてユリナに謝っていた。

「お待たせいたしました」

　一騒動が収まったところで、ヨウコが料理を手に台所から現れた。

　各人用の皿にパンや葉野菜、ベーコンや腸詰肉を盛りつけ、それぞれの前に次々と置いていく。

　この人数であれば大皿に料理を盛ったほうが効率的ではあろうが、少年少女らが萎縮して遠慮することの無いようにという配慮であろう。

　だが、ジーノは目の前の少年少女達が、冒険者らしい貪欲さと大胆さを持つことを知っている。

　育ち盛りの身では、これでは少し物足りないかもしれない。

「おかわりも沢山ありますので」

　そう言いながら、ヨウコはさらに大皿にパンや肉を持って置いていく。

　ジーノの考えなどお見通しであるかのように、ヨウコはテキパキとテーブルの上に料理を置いていった。

　出てきた料理もさることながら、ヨウコが美しい金髪を揺らしながら移動するたびに、全員の視線が奴隷の首輪をつけた少女に吸い寄せられていく。

　しかも背を向ければ、同じく美しい金毛をしたヨウコの尻尾がフリフリと左右に揺れているのだ。

　初対面の少女の尻を目で追うというこれまた失礼なことに夢中になっていたレンとアスモが、テーブルの下でユリナに脛を蹴られた。

「可愛い…」

　蹴られた足を押さえて呻く少年達を気にした様子もなく、サヤが思わず零れ出たという感じでそう呟いた。

　ジーノの見た直感では、サヤが一番ヨウコに入れ込んでいるように思えた。

　普段は冷静沈着でどこか無感情にも見えるサヤが、今は瞳を輝かせてヨウコの一挙手一投足を見つめているのだ。

　化粧っ気がなく素朴な雰囲気ながらも整った顔立ちのサヤがそういう表情をすると、ただならぬ色気が漂い出す。

「冷めないうちにどうぞ」

　最後にスープを配膳すると、ヨウコはそう言って頭を下げて、ジーノの側に控えるように立った。

　ヨウコの立ち位置が必要以上に近いように感じて、ジーノの胸はよくわからない感情でドキドキとし始める。

「ほら、遠慮せずに食え。冒険者は体が資本だぞ？」

　ジーノは自らの意識を逸らすために、ユリナ達にそう言うと率先して料理に手をつけた。

　ジーノの冒険直後の朝食に負けるとも劣らない豪勢な食事に、育ち盛りの少年少女らは嬉々として取り付いていった。

　色気より食い気なのだろう、四人はヨウコに対する興味を一時的に棚上げすると、食事に集中していく。

　ユリナだけは、時折ちらりちらりと視線をジーノとヨウコの間で彷徨わせたが、やはり美味い食事の魅力には敵わないようで、積極的に手と口を動かしていた。

　ジーノはそんな様子を微笑ましく思いながらも、ヨウコからユリナ達の興味を逸らせてほっとする。

　ジーノ自身も食事を続けながら、目の前に並んだ料理についてふと思いを巡らせた。

　目の前に並んだ料理は、新米冒険者達に振る舞ううえでジーノが思い描く最善の形と言えた。

　自分の駆け出し時代と重ね合わせて、たまにはマシなモノを食わせてやりたいという思いと、年若い少年少女達にベテランとして見栄を張りたいというジーノの思考を、ヨウコは一言も説明を受けることなく完全に達成してみせたのだ。

　ヨウコは単純に、客が来たからもてなしただけなのだろうか。

　だが、ジーノが把握している限りでは、この量と質の食事を出してしまっては、出費としても食料品の在庫という意味でも、かなり手痛いはずである。

　別にジーノはそんなことは気にしないが、それでも一般的に言えばなかなかの金額だ。

　それを主人の意思の確認もせずに、奴隷が振る舞う料理を決めたということは、あとで叱責を受ける場合もあるのではないだろうか。

　ジーノが叱責をするつもりがあるということではない。

　ヨウコが叱責を想定して恐れるはずではないのか、ということである。

　ジーノの意思を汲んで、完璧にこなしたヨウコ。

　思えば、今までの生活の中でもそういった場面が沢山なかったか。

　ジーノの中で、ヨウコの存在感が大きくなっていく。

　奴隷の身に落とされて、追い詰められた少女が、自分のできうる限りの最善を尽くして行動するだろうか。

　普通ならば、叱責を受けないそこそこをこなしつつ、媚びを売るにしてもそれに多少プラスする程度ではないのか。

　たんにヨウコ自身が秘めた才覚が、完璧な献身を達成しているだけかもしれない。

　だがもしかしたら、全く出所の異なる何かが、少女を最善を尽くして献身せんと突き動かしているのかもしれない。

　ジーノの中で、ヨウコとの記憶が、思い出が駆け巡る。

　ジーノには、何もわからなかった。

　一切、答えらしい答えが出せなかった。

　ジーノの中で、ヨウコに対する認識が…性奴隷という『所有物』であるという認識が、完全に崩壊した瞬間であった。

　しかしジーノの中に、ヨウコに対する新たな位置付けは生まれ出てこない。

　外見上は平静を装いながら、ジーノは全く味のわからない食事を喉に押し込み続けた。




第六章

第二八話




　ヨウコを『物』として…性奴隷として見れなくなってしまってから、ジーノはヨウコを露骨に避けるようになった。

　具体的には、新米冒険者達の面倒を見るという名目で、何かと老人の店へ一緒に行くようにしたり、多大な出費があって金欠だからという名目で、早朝から冒険者ギルドに行っては近隣での低ランクな採取クエストを受けたり、といった状況である。

　食事も自宅では取らなくなり、外食で済ませることが多くなった。

　もちろん、全てヨウコに黙って行動しているわけではなく、ジーノは逐一言い訳するように一言添えてから出かけてはいた。

　ジーノがこのような行動を取ってしまう理由は、その身の内から湧き上がった罪悪感が故である。

　冒険者には冒険者の、娼婦には娼婦の、奴隷には奴隷のあり方があり、その職能に従った生活をするのは当然のことであろう。

　冒険者も娼婦も、理由はあれども自ら望んでなるものだからだ。

　娼婦になる理由には他人からの強制力が働く場合もあろうが、それでも娼婦の道を選択せずに、命を賭け金にして女冒険者になって一攫千金を目指す者も少なくはない。

　娼婦になるか冒険者になるかという状況で冒険者を選んだ女性は、たいていが娼婦になるよりも悲惨な末路を辿るが、それでも自分で選んだ道には違いあるまい。

　奴隷になるのも、たいていは何らかの止むをえない事情が存在する。

　自らが作った借金のためか、所属する集団が戦に負けたのか、はたまた親に売られたのか。

　親に売られるような境遇の娘は、奴隷にならなければ一家諸共死にかねない状況である場合がほとんどであるので、これもまだジーノ個人としては、性奴隷という立場に甘んじるのも止むをえない事情だと思えた。

　だが、ヨウコという年若い娘が、どのような理由で性奴隷という立場に身をやつしたのか、ジーノは知らなかった。

　いや、一応は知っている。

　奴隷商人が示した契約書の中では、ヨウコは【戦争捕虜】ということになっていた。

　なんらかの争いに巻き込まれた一般人であっても、その集団に属していた以上は責任を問われるのが世の常である。

　一応は捕虜であるため、収監された直後はそれほど酷い扱いは受けない。

　多額の身代金を家族や所属集団に支払ってもらえれば、無傷で解放されるのが取り決めであるからだ。

　だが、それはあくまで便宜上の、建前に過ぎない。

　家族全員が戦争捕虜となれば、誰も身代金を用立てることはできないのだから。

　そもそも身代金は、一般人が用立てられるような額ではない。

　こうして戦争の後には、勝者側には多額の賠償金を背負わされた終身奴隷という労働力が手に入り、勝者側の経済を潤すのだ。

　国家間規模の戦争の場合は、敗戦国民を全て奴隷とするには無駄が多すぎるので、二等国民や三等国民といった立場になる場合が多いが、それは余談であろう。

　この戦争捕虜という立場は、余りに膨大な数が発生するために、本当に戦争捕虜なのかどうかを確認する手段はほとんどない。

　単純に戦地付近に住んでいただけの民家が襲撃されたりだとか、そもそもたまたま外を出歩いていた少女が誘拐されただけだという可能性もなくはないのだ。

　そもそもその戦争自体が、野盗の襲撃のような一方的な行為の場合もある。

　それでも、正当な戦争捕虜がそれを言い訳に逃げようとする場合もあることから、そういった事情を斟酌する者は誰もいなかった。

　大抵の場合、戦争捕虜から奴隷になった者が所属していた集団は多大な被害を被っており、戦争捕虜となった者の身分を守るために異議申し立てなどできる状況ではないからだ。

　ジーノは、ヨウコがいかなる理由で奴隷身分となったのか想像し、ずっと頭を悩ませていた。

　本人に聞けば一番早いのだが、その答えいかんによっては、ジーノはヨウコを性奴隷として好き放題に犯してきた事実に押し潰されてしまうだろう。

　今もその可能性が脳裏をよぎるだけで、ヨウコの顔を見ることすら怖いのだから。

　それに、もしヨウコが止むをえない事情で性奴隷の身になっていたとしても、ジーノは最早ヨウコのことを犯すことはできないだろうとも思っていた。

　今のジーノの中でヨウコは、もはや性奴隷という『物』ではなく、一個の人格を持った少女として認識されているからだ。

　いままでヨウコとの交流で積み上げてきた何かが、もはやジーノ自身では自らを誤魔化すことができないくらいに大きくなっていた。

　その『何か』がなんなのかはわからないが、答えのいかんにかかわらず状況が好転しないのならば、ヨウコ本人に事情を尋ねる意味はないだろうと考え、ジーノはヨウコに奴隷になった経緯について質問するという選択肢を除外していた。

　開き直って元の生活に戻ることもできず、ジーノは陰鬱とした気持ちで日々を過ごしていた。

　なんとか状況を改善せねばとひたすらに悩むが、ジーノには良い解決策が全く思い浮かばなかった。

　ヨウコを手放せばよいのではと考えたこともあったが、それでは今までにジーノが犯した行為は消えない上に、この先もヨウコは犯され虐げられる人生を送ることになるであろう。

　それに、ヨウコを手放すことでサッパリ割り切れるのならば、そもそもジーノはこんなに悩みはしない。

　恐らくヨウコの存在が一生涯ジーノの脳裏に残り、呪いのように心身を蝕み続けるであろうことは明白であった。

　そのような心理状態であることから、ジーノは新米冒険者でもできるような低ランクのクエストに従事し、日銭を稼いでいるという一面もあった。

　このような状態で以前までと同様の冒険に出れば、間違いなく自分は不覚を取って命を落とすだろうという確信があったのだ。

　本日もジーノは、街に近い森でできるような採取クエストを終え、冒険者ギルドの受付に報告に来ていた。

　依頼のあった物品以外にも、需要の高い品を採取してきているあたり、ジーノのベテランとしての腕の良さが窺えるが、それでも報酬は普段の遠出しての採取には遠く及ばない。

　浮かない顔で低ランククエストの報告と買取を依頼するジーノの姿に、顔馴染みの受付の男はその厳つい顔に深い苦悩の皺を刻み込んでいた。

　受付の男は何かに悩み続けているジーノの力になれないかと、何度も飲みに誘って話を聞こうとしたが、ジーノは自らの悩みを一切話してはくれなかった。

　受付の男は今も何か力になれないかと悩みながらも、これ以上のお節介はジーノにも負担であろうと考え、良い解決策が浮かぶまでは普段通りに接することに決めたのだった。

「ほれ、報酬と代金だ」

「ああ、ありがとう」

　目の前に革袋が差し出され、ジーノは微かに愛想笑いのようなものを浮かべながら受け取ろうとした。

　一日の稼ぎとしては十分ではあったが、冒険者として、そしてジーノの経歴としては、あまりに小さな革袋であった。

「そうだ、ご指名の依頼が来てたぞ」

　ジーノが革袋を受け取った瞬間、受付の男は普段通りの気安い口調でそう言った。

「へぇ、誰からだ？」

　ジーノは革袋をしまいながら、なるべく普段通りに見えるよう意識して振舞った。

　比較的親しい受付の男であっても、その瞬間だけしか見ていなければ気付くことは難しかったであろう。

　だが、ずっとジーノのことを気にかけてきている受付の男にとっては、そんな風に無理をして普段通りを装うジーノが、なおのこと不憫でならなかった。

「いつもの商人の旦那だな。護衛の依頼だ」

「ああ、あの人か」

　ジーノに護衛を依頼する商人は複数いるが、受付の男が『旦那』とつける商人は一人しかいなかった。

　詳細は不明だが、仕事の都合とかいうもので王都とこの街をたびたび往復している商人であり、行きと帰りで護衛を替える変わり者である。

　本人曰く、色々な冒険者と交流を持ちたいからとのことであったが、王都からこちらに来るときは護衛の顔ぶれが頻繁に変わるが、王都へ帰るときは必ずジーノを指名していた。

「また王都までの護衛か？」

「そう聞いてるが、受けるつもりがあるなら詳細は依頼主に聞いてくれ」

　受付の男は軽く肩を竦めながらそう答えた。

　ギルドにもそう伝えているのならば、おそらく今回も王都まで帰るまでの護衛で間違いないであろう。

　王都までの道のりは比較的整備されており、治安も良いため非常に楽な仕事と言える。

　それでも、片道だけとはいえ護衛任務を受ければ、ジーノが再び街に戻ってくるのは一月後になるであろう。

　ここ最近は、ジーノは根を詰めて働きすぎている感があった。

　実際にその疲労が抜けきっていなかったために、集中力が途切れて魔獣に襲われて死にかけたし、なんとか危地を脱したが多大な出費を受けることとなった。

　それ以降も、ヨウコを避けるために低ランクの採取クエストとはいえ連日働き続けている。

　正直、コンディションを考えるならば、念には念を入れて断ったほうが良いかとジーノは思った。

　だが、想定される報酬はなかなか魅力的であるし、何よりヨウコと距離を取れる合法的な理由ができる。

　ジーノの中の天秤が揺れ動くが、どちらを選ぶにしてもまずは得られる情報をできる限り集めてからにするべきだと結論を出す。

「そうだな、とりあえず話だけ聞いてみようと思う。連絡を頼めるか？」

「そうか、それなら今もそこにいるぞ。ご指名の伝達依頼を受けたのはお前が来る直前だったからな」

　ジーノは受付の男が手で指し示した先を見ると、そこには顔見知りの商人がテーブルに座って笑顔で手を振っていた。

　ジーノは苦笑すると、商人に手を振って挨拶を返した。

「ありがとな」

「おう、気張ってこいよ」

　ジーノは受付の男に礼を言うと、顔見知りの商人の座るテーブルへ向かった。

「お久しぶりです、ジーノさん」

「こちらこそご無沙汰しております、ダイアンさん」

　ジーノは顔見知りの商人──ダイアンに礼儀正しく一礼すると、背筋を正した。

　ダイアンとはかなり親しい間柄であり、付き合いも長いのだが、それでもジーノは身の程を弁えて余所行きの態度を取る。

　ダイアンはジーノ程度の中堅冒険者ならば顎で使える立場にある商人であり、本来ならばジーノと直接顔を合わせることすらなく、使用人を仲介して依頼してもなんら問題ないのだ。

　夕日が沈みかけた頃合いの冒険者ギルドは、この時間らしく人で溢れかえっており、人目のある前で下手に気安い態度を取ることは憚られた。

「まあまあそう改まらずに…どうぞお座りください」

「はい、ありがとうございます」

　ダイアンの勧めを受けて、ジーノは彼の対面の椅子に腰を下ろした。

　言葉を受けても、ジーノは背筋を伸ばしてダイアンに敬意を払う。

　長く冒険者を続けることで信頼を得て、自分よりも社会的立場が遥かに上の人間と接することが増えてくるにつれて身に着けた自己流の礼儀作法であった。

　ジーノは細かな作法は全く知らないが、相手に敬意を払って接することで自然と身が改まることを、そのまま礼儀作法の代用としたのだった。

「相変わらず真面目な方ですね。どうですか、調子のほうは」

「はい、おかげさまでなんとか続けられております」

　ジーノはそのまま、ダイアンの当たり障りのない日常会話に付き合った。

　ダイアンに抱く敬意の念は紛れもない本物であるため、遥か上の立場にあり、また商人という冒険者とは別種の生き様を持つ人間との何気ない会話は、非常に興味深く、楽しいものであった。




第二九話




「それでジーノさん、依頼の件についてなのですが」

　他愛のない近況報告のようなものをお互いに交わしたあと、ダイアンは頃合いと見たのかそう切り出してきた。

　和やかに会話していたジーノも、話題が本題に入ったことで居住まいを正した。

「はい、王都までの護衛と伺っておりますが」

「そうですね。依頼内容はいつも通りです」

　ダイアンが提示した条件は非常に簡潔明瞭だった。

　ダイアンが運転する馬車を王都まで護衛すること。

　王都まで護衛する対象はダイアンのみ、従者はなし。

　馬車の中にあるのは、食料と旅に使う備品のみで特別な積荷はない。

「護衛していただくのはジーノさんだけを予定していますが、ジーノさんが必要と感じれば護衛の人員を追加していただいても構いません。その方々を雇う分の報酬も追加でお出しします」

　ダイアンは真面目な表情で、ジーノの目を真っ直ぐに見ながら破格の好条件を提示した。

　内容は確かにいつも通りだし、王都とこの街の間の移動だけであれば、街道も整備されており所々に街や村もあるため、それほど危険もないので、他の商人の依頼であっても護衛がジーノ一人である場合は多い。

　ジーノとしても過去何度も受けている依頼なので、内容に異論は特になかった。

　商人なのに護衛する積荷がないということは首を傾げる点もあるが、そのことを以前ダイアンに確認したところ、後続で荷馬車隊が組まれる予定であり、それよりも先に王都へ到着するためと、個人的に旅行を満喫することが目的だとのことであった。

　今までの依頼と変わった点がないのであれば、問題なのはジーノ自身のコンディションだけである。

　情けない話であるが、立派な理由があって一か月間ヨウコと顔を合わせずに済むという事実に、ジーノの心はかなり晴れやかなものとなっていた。

　しかも、王都に行けばジーノと同じく奴隷を所有している知り合いがおり、その他にも旧知の仲の者がいくらかいる。

　彼らに相談するか、もしくは直接相談しないまでも旧交を温める中で、何か活路が見出せるのではないかとジーノは考えていた。

　ずっと肩にかかっていた精神的な重圧は綺麗に消え、ジーノの中には仕事への前向きな意欲が湧いてきている。

　だが、ここ最近根を詰めて依頼をこなしていたことも事実である。

　いくら途中で街や村によって安全に休める時があるとはいえ、一人での警護はほぼ不眠不休と同義であり、しかも護衛対象が存在するために単独で冒険するのとは緊張感が段違いであった。

　ジーノ一人であれば自己責任で済む問題も、護衛依頼であればわかっている問題は排除するべきである。

　そしてその問題の解決策について、ジーノには妙案があった。

「わかりました……ダイアンさん、依頼をお受けするにあたって提案があるのですが……」




　紆余曲折あったが、ジーノの提案はダイアンに受け入れられ、その後ダイアンに誘われて食事をご馳走になったのちの帰宅となった。

　辺りは既に真っ暗であり、ジーノ宅も灯りが消えている。

　ジーノは昨夜のうちに、ヨウコに本日は早朝から仕事に出て帰りも遅くなる旨を伝えていた。

　その際、食事の用意もいらないし、先に寝ているようにも申しつけている。

　いままでであれば、類を見ないほどの会話量であろう。

　ヨウコを『物』として見れなくなってから、ジーノがヨウコに話しかける頻度は格段に増えていた。

　それは性奴隷に対するものから、同居人に対するものに変わったがための変化であろう。

　過去には、長期間かかる大人数による魔獣討伐クエストの参加要請を受けた際に「予定通りに帰って来なかったら、俺は死んだものと思って好きに生きろ」などと偉そうに語って出発したこともあるジーノである。

　今思えば、ふざけているにもほどがある失礼な態度であると言えた。

　しかもその討伐クエストは予定よりも順調に事が運び、ヨウコに伝えていた日付よりもかなり早くに帰ったというオチまでつくのだから、完全にジーノにとっての黒歴史であった。

　ジーノが自宅に入ると、そこにはヨウコが立っていた。

　灯りもつけずに、真っ白なエプロン一枚の姿で立つヨウコの姿は、どこか元気のない雰囲気と突出した美しい容貌とが相まって、さながら幽鬼のようである。

　そんなヨウコの出迎えを受けても、ジーノは特に驚いた様子を見せなかった。

　ここ数日は、遅くに帰ってもこうしてヨウコが待ち受けているのが当たり前であったからだ。

　ヨウコの耳や尻尾が、どこかしんなりとしているようにジーノは思えた。

　体調が悪いのかもしれず、早く休ませるべきであろう。

「……護衛依頼が入った。明日早朝から一ヶ月ほど留守にする」

　ジーノはヨウコの脇を通り過ぎながら、それだけ告げると自分の部屋に向かった。

　ヨウコからはなんの反応もなかった。




　翌日の早朝、ジーノは日が昇る前から冒険者ギルドの前に来ていた。

「おはようございます、ジーノさん」

　早朝という時間帯を気にしてか、いつもよりもかなりトーンを落とした小声で、ユリナが挨拶をしてきた。

　その後ろからついてきていた少年二名と少女一名も、眠そうな顔をしながら口々に挨拶をする。

「おう、おはよう」

　昨日ジーノがダイアンに提案した内容とは、自分の補佐としてこの新米冒険者達をつけることであった。

　それ自体は即断即決で承諾を得たのだが、報酬の件についてだいぶ紆余曲折があったのだった。

　新米達の分はジーノの取り分から出して追加はいらないというジーノの提案に対して、ダイアンは新米冒険者達の分も報酬を追加すると主張したのだ。

　ダイアンの言い分は当初に本人が挙げた通りの内容ではあるが、新米冒険者達をつける理由はジーノが自らのコンディションに不安があることと、装備を整えた新米達に実地で護衛依頼のイロハを教えようと思ったからである。

　それで追加報酬をもらうのでは、筋が通らないだろうというのがジーノの主張であった。

　互いが頑なに譲歩するという交渉は、最終的に新米冒険者達との顔合わせを兼ねた食事会の費用をダイアンが持つ、ということで決着となり、昨日はそのままクエストを終えて帰ってきていたユリナ達を捕まえて飲んでいたのだ。




「全員、忘れ物はないか？」

「はい、大丈夫です。さっき再確認しましたので」

　ジーノの質問に、ユリナはハキハキと答える。

　レンとアスモは今にも寝そうな顔で、わかっているのかいないのかわからない調子で首を上下にカクカクと動かしている。

　サヤは眠いのか普段通りなのかわからない無表情で、ジーノに向けて軽く片手をあげて応えた。

「じゃあ、そろそろ行くか」

　遠くの空がゆっくりと白み始め、朝が来るのを告げていた。

　ジーノはそれをちらりと確認すると、街の外へ向かって歩き出した。

　ダイアンの馬車とは、街の外で合流する予定なのだ。

　ユリナ達は小声で何か話をしながら、ジーノの後ろをトコトコとついてきていた。

　今回の仕事は、整備された街道を護衛するだけの簡単で危険が少ないものであり、ルートも王都に向かうものなので非常に治安が良い地帯を通ることとなる。

　それでも野生の獣は出るし、場合によっては野盗や魔獣も出る可能性はある。

　ユリナ以外がピクニックに向かうような気軽さでいるのは少し問題であったが、彼らの経歴的にはこれもやむを得ないだろうとジーノは苦笑した。

　もちろん、街道に出て護衛任務を始めれば、気が抜けている部分はしっかり指導するつもりだ。

　だが、集中力をずっと維持することは難しく、無理をすれば逆に必要な場面で注意力が散漫になる可能性もある。

　いまはまだ街の中なので、多少気が抜けているのは新米らしい可愛らしさだろう。

　そういう意味ではむしろ、出発前から妙に張り切っているユリナこそが、ジーノにとっては不安に感じられるほどであった。

「おはようございます、ダイアンさん」

「ああ、ジーノさん、おはようございます。しばらくの間よろしくお願いしますね」

　街の外に出ると、ダイアンの馬車はすぐに見つかった。

　ユリナ達も慌てて身だしなみを整えると、口々に挨拶をしている。

　街から伸びる街道にはダイアンの他にも、王都の方向に徒歩で向かう人間が何人かいる。

　ダイアンの馬車が立派なので、それについているであろう護衛を目当てに、ダイアンの前後で安全に旅路を進もうという者達であろう。

　こういった者達と寄り集まるのは、ジーノにとっても外敵から護衛対象を守るうえではありがたい存在であった。

　だが、ダイアンは馬車であるため、彼らとなんとなく群れて行動できるのも最初の街までの間だけであろうが。

「それでは、ジーノさんにはこの馬に乗っていただいてよろしいですか」

　ダイアンはそう言いながら、一頭の馬を引っ張ってきた。

「ありがとうございます、お借りします」

　ジーノはダイアンから手綱を受け取ると、馬の身体を優しく撫でた。

　気性の大人しい、扱いやすい馬であるようだ。

「それじゃあ、ユリナは俺と馬に乗れ。馬の乗り方を教えてやる。他の奴らは馬車に乗り込んで前後を警戒しろ。分担は任せる」

　ダイアンと丁寧にやり取りするジーノの姿をポカンと眺めていたユリナ達に、ジーノはテキパキと指示を出す。

　まだ寝惚けているレンとアスモを馬に乗せるのは危険であるし、サヤは馬に乗れるらしいので後回しである。

　そういった理由から必然、やり玉にあがったユリナであったが、ジーノの突然の言葉に目を白黒させて固まっていた。

「え、わ、私、ですか？」

「早くしろ、出発するぞ」

　ダイアンは既に、御者台に乗り込んでいる。

　ジーノはユリナの腕を掴んで引っ張ると、馬のもとへと強引に連れて行った。

　その姿を見て、アスモ達は慌てて馬車の荷台に乗り込む。

「馬に乗ったことはないんだよな？　まず乗り方を見せるから、真似して登れ」

　ジーノはユリナに向かって端的にそう言うと、鐙に足をかけてひらりと馬に跨った。

「ほれ、こんな感じだ。早くしろ」

　ジーノは鐙から足を外すと、爪先で鐙の端を軽く蹴りながらユリナに呼びかけた。

　何やらキョロキョロと落ち着かない様子のユリナであったが、意を決したのか馬に近付いてくる。

「俺の手に掴まれ。俺の前に乗るように身体を持ち上げるんだぞ」

　ジーノがユリナに向けて手を伸ばすと、ユリナはその手をおずおずと握った。

　ユリナが鐙に足をかけ終えたのを見て、ジーノはぐいっとユリナの手を引っ張り上げた。

「わっ……きゃっ」

　ジーノの腕力で、ユリナは軽々と引き上げられてしまう。

　正直、あまり乗る練習にはならなかっただろうが、練習する機会はあとでいくらでもあるとジーノは考えていた。

　それよりも、今は出発を急ぐべきである。

　いくら旅行気分での旅路とはいえ、ダイアンは生粋の商人であり、その動き出しの基本は日の出と共に行われるのが常だからだ。

　護衛の際には、護衛対象の性格も考慮するようにと新米冒険者達に伝えてはあるが、それがどういう意味なのかはジーノは実地で教えるつもりであった。

「手綱を持って…手綱でバランスを取ろうとするなよ？　太腿を締めて馬の胴体を掴むんだ……ダイアンさん、お待たせしました」

　ユリナの体勢が整うと、ジーノはユリナの両手を上から包むようにして同じく手綱を握った。

　ダイアンに声をかけると、御者台から軽く手が上がり、そのまま馬車が走り出した。

「動くぞ。かなり揺れるから、落ちそうだと思ったら俺に思い切り体重を預けろよ」

「ひゃ、ひゃい……」

　ユリナが裏返った声で返事をしたのを確認すると、ジーノは馬を歩かせ始めた。

　ヨウコとのことは一時棚上げである。

　だが、たんに目を逸らしているだけではなく、この依頼を通じて何か変えることができるだろうという気持ちがあるため、かなりジーノの心は晴れやかであった。




第三○話




　王都までの道のりは、平和そのものであった。

　特に街道沿いは、馬車ならば一日かければ到達できる距離には村や街が点在するため、夜にはゆっくり休めることから疲労度もそれほどではない。

　それでも、必ず村や街があるわけではないので、それなりの回数の野営を行う必要も出てくるのだ。

　現在ジーノ達は、そんな村と村の間の野営地で野宿の準備を進めていた。

　とはいえ、幌付きの馬車があって夜露を凌げる環境があるうえに、村と村の間にあるような定番の野営地では、通行する旅人によって何度も使われるため、即席の竈や焚火をするための場所などが既にある程度整備されているものだ。

　なので野営の準備と言っても、竈や焚火の燃料用の枝を集めたり、近くの川から水を汲んだりといった程度のことであり、ジーノが特に何をせずとも新米冒険者達だけでどうにかなってしまうのだった。

　そこでジーノは、空いた時間にユリナの乗馬訓練に付き合っていた。

　ここ数日の旅で、アスモとレンはなんとか馬に乗れるようになってきている。

　思うように馬を操ることはできなくても、馬車に合わせて街道上を歩かせることくらいなら、危なげなくできるようになっていた。

　それに対して、何故かユリナは一向に上達しなかった。

　今も一緒にジーノと一緒に馬に乗り、その腕の中にいるユリナの身体は、ガチガチに硬直しているようだった。

　そのうえ、ユリナの後頭部からは激しい運動の直後かと疑うほどに、かなりの熱が漂い上っていた。

　当初は初めての乗馬で緊張しているのだろうとジーノは考えていたが、流石に何日経ってもこの様子では何か別の事情でもあるのかと不安になってくる。

「おい、もっと肩の力を抜いて気楽にやれ。馬は臆病で繊細な生き物だから、そんなガチガチに緊張してると馬が不安がるぞ」

　ジーノはユリナが馬から落ちないように後ろから支えながら、なるべく優しく聞こえるように静かな声でそう言った。

「あうぅ……はひぃ……」

　だが何故か、ジーノの声を聞いたユリナはびくりと肩を震わせ、耳まで真っ赤にするのだった。

　後ろからではユリナの表情が見えないためわからないが、ジーノが無闇に怖がらせたり泣かせたりしないように気を使っていることは、あまり効果がないように思えた。

　アスモやレンにはこのやり方で上手く教えることができたのだが、何がいけないのだろうかとジーノは頭を悩ませる。

　もしかしたらユリナは、馬が苦手なのだろうか。

　しかし事前に確認した限りでは、そのようなことはユリナは言っていなかった。

　正直に話すことができなくて見栄を張ったという様子でもなかったので、ジーノとしてはなんとも解決策が思い浮かばなかった。

「ジーノさん、竈の準備ができましたよー！」

「おーう」

　竈を整えていたレンから声がかかり、ジーノはそちらを向いて軽く応えた。

　日が落ちるにはまだ時間があるが、暗くなってから料理することは危険を伴うので、今のうちに晩御飯の仕込みをしなくてはならないのだ。

「今日はここまでにしとくか」

「はい……」

　ジーノが声をかけると、ユリナは弱々しい声でそう返事をした。

　ユリナが反応したのを受けて、ジーノはユリナの背後から手を伸ばすと、ユリナの手ごと手綱を握り、軽快に馬を走らせて竈の傍に向かった。

　ジーノがひらりと馬から降りると、ユリナももそもそと馬から降り始める。

　ユリナの顔は赤く、呼吸も妙に速くなっていた。

　馬から降り立ったその様子もどこか気だるげで、妙に体力を消耗しているようだ。

「おい、大丈夫かお前……風邪でも引いたか？」

「だ、大丈夫ですっ！　馬を繋いできますね！」

　ジーノが体調を心配して声をかけると、ユリナは弾かれたように顔を上げてブンブンと両手を振った。

　そのまま慌てた様子で踵を返すと、ユリナは馬を引いて近くの木立に繋ぎに行ってしまった。

「あいつ、どうかしたんスか？」

「いや、わからん」

　不思議そうに首を傾げるレンの呟きに、ジーノも同じく首を傾げながら答えた。

　だるそうに見えたのは一瞬だけであり、今のユリナは元気よく歩いては馬を木立に繋ぎ、優しく声をかけながら馬を撫でている。

　その様子からは体調不良であるとは微塵も感じられず、ますますジーノの疑問は深まるのだった。

「おお、今日はついにジーノさんの手料理が食べられるのですな？」

　ジーノが気を取り直して晩ご飯の支度を開始すると、その後ろから両腕で薪を抱えたダイアンが声をかけてきた。

「いえ、そんな大それたものでもないんですがね…」

　子供のように嬉しそうな声をあげるダイアンを見ながら、ジーノは苦笑しつつそう答えた。

　この名のある商人は、何故かジーノの作る料理が大好きで、護衛をしているといつもねだってくるのだ。

　ジーノがダイアンの護衛につく際は、大抵が従者もなく単独での護衛となるので、ジーノが料理を作るのは報酬に含まれた当然の仕事である。

　しかし、中年冒険者の作る野性味溢れる男料理よりも、料理の上手い従者を一人つけたほうが、美味い食事という点では圧倒的に良いであろう。

　従者が一緒にいればその者が作ることになりかねないので、ダイアンはあえて従者をつけずに一人旅をして、その護衛をジーノに依頼しているのではないかと勘繰ってしまうほどに、ダイアンはジーノの作る料理を好んでいた。

「いえいえいえ、いつも楽しみにしているんですよ私は」

　ダイアンは持っていた薪を置くと、自前の折り畳み椅子の上にゆっくりと腰かけた。

　薪集めなども、それこそユリナ達新米に任せれば良いのだが、食事の前に軽く運動がしたいのかなんなのか、ジーノが料理を作る時はダイアンは率先して薪拾いに行くのだった。

　普段はジーノの見える範囲内で小枝を拾うだけだが、今日はサヤが護衛として傍にいたために少し広めに散策したらしく、ダイアンはかなりの量の薪を集めていた。

　ダイアンの傍に控えていたサヤは、黙って周囲の警戒に戻った。

　今の時間は、サヤとアスモで周辺の警戒を行わせているのだ。

　見晴らしもよく、村と村の間の街道で治安も良いのだが、これも練習だということでジーノは少し気を張って警戒するように二人に言い含めていた。

「今日もいつものアレですか？」

「ええまあ、代わり映えしなくて申し訳ないのですが」

「ははは、私の大好物なのでなんの問題もありませんよ」

　ダイアンは満面の笑みでそう言うと、ニコニコしながらジーノが料理する姿を見守った。

　そんなダイアンの様子に苦笑すると、ジーノは具材を切り刻み、竈にかけられた鍋にどんどん投入していく。

「あの、何か手伝えることはありますか？」

　ジーノのそばに近づいて、レンがそう問い掛ける。

　レンは料理自体にはあまり興味がないのか、その視線はジーノの顔にじっと向けられていた。

「あー、いや、そんなに手間がかかるもんでもないんでな。大丈夫だ。下拵えが終わったらしばらく煮込むんで、火の世話を頼む」

「はいっ、わかりました！」

　ジーノの言葉に、レンは元気よく返事をした。

　その声に興味が引かれたのか、ユリナもジーノの傍に寄って来た。

「私も何か手伝えることはありますか？」

「あー、大丈夫大丈夫。そんなたいしたことはやらないからな」

　なんとかジーノの役に立とうとする新米冒険者の健気な姿に口元を緩ませながら、ジーノはどんどんと調理を済ませていく。

　実際ジーノがやっていることは、野営時にはどの冒険者もやる、食べられる食材を適当に切ってぶち込んだごった煮のようなスープ作りである。

　違いと言えば、具材を切る際の大きさが適当ではなく、なるべく均一になるように刻んでいることと、保存食などの携帯食料だけでなく、道中で採取した野草を入れていることであろう。

「野草の色や形をよく覚えておけよ。形が似てる毒草や、同じ野草でも色が違えば食えなくなるものもあるからな」

　ジーノは料理の手を止めずに、左右で覗き込んでいる少年少女にそう解説する。

　ユリナは真剣な眼差しで頷きながらジーノの手元を見ていたが、レンはジーノに言われてから慌てて意識を向けたらしく、ジーノが野草を刻んで鍋に突っ込むと「あぁ…」と情けない声をあげていた。

「私が覚えたから、あとで教えてあげるわよ」

　レンの声が何を意味していたのかわかったらしいユリナは、苦笑しながらレンにそう言った。

　野草の特徴を覚える前に調理されてしまった事実に気付かれたレンは、恥ずかしそうに笑いながらもユリナにお礼を言っていた。

「さて、仕上げだな」

　ジーノはそう言うと、腰のポーチから小袋や小瓶をいくつか取り出した。

「それはなんですか？」

「これは薬草だな。調味料にもなるヤツだ」

　ユリナの問いかけに答えると、ジーノは小袋や小瓶の中身を僅かに、あるいは豪快に入れた。

　腕利きの商人であるダイアンを魅了するジーノの料理の秘訣は、実はこの調味料の配分にあるのだが、ジーノ自身は目分量でやっているため、これが美味さの秘訣だとも思っていないし、誰かに説明できるものでもなかった。

　ジーノが冒険の中で長年培ってきた経験から、鍋に投入されている食材の種類や量、季節や天候などから勘で投入しているのだから、配分に関する定量の回答などできるわけがないのだ。

　ダイアンもジーノのこの調味料の投入こそが味の秘訣であるとは理解しているのだが、目を皿にして何度眺めても毎回違う量が投入されており、試しに同じと思われる分量と食材で試しても、一向に上手くいかないのだった。




第三一話




「今日も、大変おいしゅうございました」

　感無量といった様子で、ダイアンは両手を合わせて食後の祈りを捧げると共に、満足気にそう言った。

「いやぁ、本当に美味しかったっすね」

　ダイアンの言葉に、膨らんだ腹を擦りながら同じく満足気にレンが相槌を打った。

　他の少年少女らも、似たような満ち足りた表情でうんうんと頻りに頷いている。

「ははは、そいつはどうも」

　みんなからの称賛を受けて、少し離れた場所で周囲を警戒していたジーノは嬉しそうに応えた。

　今は先に食事を終えたジーノが、新米冒険者達を休ませて周囲の警戒を担当していた。

「あの、今度料理を教えてもらってもいいですか？」

　ユリナは食事の後片付けをすると、ジーノの傍まで来てそう言った。

　今のユリナはいつも通りの様子であり、やはり風邪などを引いていたわけではなさそうだ。

　あのユリナの異様な体温の上昇や体の震えが体調不良の兆候であれば、今頃は高熱に浮かされて寝込んでいてもおかしくはない。

　ジーノはユリナが体調を崩していなかったとわかりホッとする反面、では原因はなんであったのかと内心で首を傾げていた。

「教えるって言われてもな、適当にやってるから自分でもわからねぇんだよ」

　ユリナの言葉に、ジーノは苦笑しながら答える。

　ジーノとしては、自分一人で冒険に出た際に、宿や食事処のないような村で自炊するときなどに作る定番であり、皆が言うほど美味い食事であったとは思っていない。

　実際、自宅で作るジーノの料理は酷く平凡で、ヨウコの料理などの足元にも及ばないのだ。

　ふいにヨウコのことを思い出して、ジーノはふっと遠い目をする。

　風邪など引いていないだろうか、何かトラブルに巻き込まれてはいないだろうか…などという、世間一般的な親が子に向ける思いのようなものが、ジーノの中で湧き上がっていた。

　ジーノの中で、ヨウコに対する罪悪感は、いまはかなり鳴りを潜めていた。

　再会した際にどうなるかはわからないが、少なくとも今は、王都でなんらかの手立てを見つけて、性奴隷として傷つけた少女に必ず報いようという気持ちのほうが強い。

　散々年若い少女の身体を弄んでおいて、金を手渡して追い出すというのも違うような気がして、ジーノは何がヨウコの人生にとって最善なのだろうかと頭の片隅で考えた。

　周囲の警戒に大部分の意識を割いている最中、残りの脳ミソの思考能力をヨウコのことに注ぎ込んだため、ジーノは傍にきたユリナを無視して真剣な眼差しで黙り込む形になってしまう。

　そんなジーノの様子に何を思ったのか、ユリナはジーノが立つその傍に寄り添った。

「あの、何かありましたか…？」

　お互いの腕と腕が触れ合うほどの距離で、ユリナは他の仲間に聞こえない程度の囁くような声でジーノに問いかけた。

　その声でジーノの思考は途切れ、ユリナに意識が向く。

　気付けば、ユリナとの距離が異様に近い。

　少女特有の温かな体温と、冒険に出ていても少女の体のどこかからか発せられる甘い匂いが、ジーノの性欲をピクリと刺激した。

　そういえば、また長いこと性処理をしていないな、と、ジーノは一瞬卑猥なことを思い浮かべた。

「ああ……いや、ちょっとボーっとしていただけだ」

　ジーノはユリナから距離を取るように、その場で地面に座り込んだ。

　何も常に立って警戒しなければいけないわけではない。

　むしろ長い夜を警戒を怠らずに越えるためには、身体は極力休めつつ、集中が途切れないようにすることが肝要であった。

　などと無駄に小難しいことをわざと考えることで、ジーノは自分の股間に集まり始めた血流を他へ散らした。

　しかし、ジーノが胡坐をかいて座るその真横に、同じくユリナは腰を下ろしたのだった。

　流石に二度避けるのは格好がつかないと、ジーノは太腿が触れ合う距離に座ったユリナから逃げることはせず、その場で耐え凌ぐことにした。

　ユリナから香る匂いにより、ジーノの股間に再び血流が集まりだす。

「少しは寝とけ。このあと前半はお前とサヤで警戒してもらうんだからな」

　自分から逃げるのは格好がつかないが、ユリナ自体を動かすならば問題はない。

　ジーノはそういった魂胆と、真心から新米を心配する思いとで、ユリナにそう告げた。

　ジーノの言葉に込められた意味としては、焚火の傍で毛布でも羽織って寝とけ、というようなものであったはずであった。

「そうですね、わかりました」

　ジーノの言葉にユリナはにこりと微笑むと、そのままジーノの背後に回って座り込み、お互いに背中合わせとなった。

「ちょっと……お背中、お借りしますね……」

　ユリナの控えめな声が、ジーノの背後から届く。

　正直、ジーノの内心としてはなんだこれはどういうことだと慌てふためく状況であったが、ベテランとしての意地がそんな無様を表に出すまいと押さえ込んだ。

「別に構わねぇけど、俺が小便行くときにスッ転んでも知らねぇぞ」

　ジーノは齢と経験を重ねたその平均以下の顔面に、ニヤリと不敵な笑みを浮かべながらそう茶化した。

　当然背後にいるユリナにはその表情は見えず、ジーノの声だけが体を伝って少女に響いた。

「ふふ……ありがとうございます」

　ユリナは心底嬉しそうにそう言うと、ジーノの背中に身体を預けたのだった。

　中年のジーノとしては、こっぱずかしいことこの上ない状況である。

　誰か他の人間に助けを求めようとも思ったが、旅の仲間は全員背後におり、ジーノからはどうやっても見えなかった。

　結局ジーノは、お互い鎧を着込んだ上から外套まで羽織っているのだから、そんな騒ぐようなことではないだろうと自分に言い聞かせることにした。

　背後からユリナの穏やかな吐息と甘い匂いを感じながら、ジーノは結局交代の時間まで動くことなく周囲の警戒を続けたのだった。




　日付が変わってからさらにかなり時間が経過した深夜、ジーノは人の動く気配に目を覚ました。

　月明かりの中に視線を彷徨わせると、誰かが歩いて野営地から離れようとしている姿が見えた。

　ジーノは体を起こすと、周囲を確認する。

　今の警戒はアスモとレンの番であり、焚火を囲む少年らからほんの少し離れた場所で、ジーノとユリナ、サヤが仮眠を取っていた。

　護衛対象であるダイアンは馬車の荷台で寝ており、冒険者はその周囲を警戒している、という状況である。

　ダイアンの乗る幌付きの馬車であれば、詰めれば四人とも乗って眠れるであろうが、雨が降っているわけでもないので、お互いに気を使わずにいられるということでこの形になったのだった。

　ジーノが周りを見渡すと、どうやら野営地から離れたのはユリナのようだ。

　しかし、仲間が一人で野営地を離れたというのに、見張り番をしている少年らはそれに気付いた様子もない。

　おそらく、必要以上に焚火に近付きすぎているため、夜目が利いていなのであろう。

　これは後で説教だなと思いつつ、ジーノは立ち上がるとユリナの後を追った。

　少年らもそうであるが、黙って単独行動したユリナも説教の対象である。

　おそらくトイレに行きたかったのであろうが、冒険時は排泄中が一番無防備で危険なのだ。

　ここはそれほど危険度の高い地域ではないが、それでも基本の逸脱は恐ろしい確率で発生した偶然から死につながる可能性もある。

　とはいえ、ユリナの気持ちもわからなくはない。

　現在野営地としているこの地点は、街道をどちらに進んでも一日で村に着ける距離なのだ。

　ここで鬼の首を取ったようにユリナを責めるのも流石に酷い行いであるとは、ジーノ自身もわかっている。

　それでも、念のためにサヤには声をかけてほしかったと考えが至ったところで、ジーノはある可能性に思い至った。

　同性であるサヤにすらも声をかけられない、深夜に抜け出す理由。

　ジーノは一気に歩き方を慎重にすると、ベテラン冒険者としての経験をフルに活かして隠密行動に徹した。

　野営地から少し離れた林の中に音もなく分け入ったところで、想像は確信に変わった。

　僅かな蟲の音しか響かぬ静まり返った林の中で、ジーノの耳は押し殺した少女の吐息を拾ったのだった。

　間違いなく、ユリナは自慰行為をしているのだろう。

　ジーノはここで戻るべきか逡巡したが、急に容体が悪化してユリナが苦しんでいるという可能性もあるため、ユリナに悟られぬようにそっと木立から顔を半分覗かせた。

　そこには予想通り、自慰行為に耽るユリナの姿があった。

　新米冒険者の少年らが毎晩示し合わせてトイレに行くと言っては、自慰行為に耽っているのは知っていたが、たった一日も我慢ができないとはどういうことだと思っていたところであった。

　しかし、冒険の後に最低ランクの娼婦を必ず買えるようになるまでは、自分も似たり寄ったりであったことを思い出し、何も言わないで気付かぬ振りをしていた。

　しかし、ユリナまでとは……と、ジーノとしては普段は真面目で熱血なところのある少女の痴態に、呆れるというよりは何か深い感慨のようなものが湧き上がっていた。

　ジーノの視線の先で、ユリナは木に背を預けながら、こちらを向いて足をＭ字に開いて座り込んでいる。

　ユリナの口には何か布のようなものが咥えられており、下半身は太腿の半ばまでズボンが下ろされていた。

　ユリナ自身は身を隠すように体を折り曲げているが、ジーノの位置からは立てた膝の下から愛液に塗れたユリナの淫部が丸見えであった。

　状況は確認したし、これ以上見ている必要もないであろう。

　少女の痴態にあてられて湧き上がってきた欲情を強靭な精神力で抑えながら、ジーノは少女の股間に引き寄せられる視線を無理矢理引き剥がしてその場を去ろうとした。

　しかし、ジーノが視線を逸らそうとしたその瞬間、ユリナの身体に顕著な変化が起こった。

　ほとんど動きのわからない、指先だけの愛撫であったユリナの手が、急に腕を激しく上下に動かす思春期の男子が行う自慰行為のようなものに変わったのだ。

　ユリナの指の激しい動きに合わせて、ツチャツチャという甲高い水音が周囲に響いた。
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「うぅ………ううぅ～～～～っ………」

　布を噛んだユリナの口の端から、獣の唸り声のような、それでいて甘く甲高い喘ぎ声が漏れる。

　少女の尊厳のためにも見てはならないとわかっていながら、目を離せないジーノが渾身の自制心を持って視線を逸らそうとした直前に、あっけなく結末は訪れてしまった。

「う、アッ……あぁ……ンっ……」

　座り込んだユリナの身体が、ダンゴムシのようにさらに丸まりながら、びくんびくんと規則的に痙攣する。

　その光景の凄烈さに突き動かされるように、ジーノはユリナの痴態から視線を逸らすと、そっとその場をあとにした。

　音もなく距離を取るジーノの背後から、チョロチョロという水音が聞こえてきた。

　この全てが、ジーノが目を覚ましてから僅か五分足らずの出来事であった。




第七章

第三二話




　特異なことなど一切なく、実に平穏なままジーノ達は王都へ無事に到着した。

　いや、ユリナの一向に進歩のなかった乗馬訓練については、ジーノに代わってサヤが指導したところ、めきめきと上達してあっという間に馬を意のままに操れるようになった、という出来事はあったが、商人の護衛という面については魔獣や盗賊の襲撃もなく平和そのものであったと言える。

「それではジーノさん、みなさん、ありがとうございました」

　大通りの一角で、ダイアンはそう言うと丁寧に頭を下げた。

　それを受けて、ジーノ達も丁寧に挨拶を返す。

「ええ、またよろしくお願いいたします」

　ジーノがそう応えて手を差し出すと、ダイアンはとても嬉しそうに笑いながら、ジーノの手を力強く握り返した。

「もちろんですとも。またぜひ、よろしくお願いしますね」

　ダイアンは別れを告げると、そのまま馬車に乗って大通りをゆっくりと進み始めた。

　護衛任務が完了したことで、ジーノの肩にかかっていた重圧の一つがふっと軽くなる。

　腹の底から心地良い満足感が湧き上がってきて、このまま酒場で一杯やりたくなるが、まだやるべきことがあるのでジーノはぐっと我慢した。

　ジーノは後ろに横一列に並んだ新米達に振り替えると、彼ら彼女らの顔をゆっくりと見回す。

「さあ、これで依頼は完了だ。王都で遊んでもいいが、ハメを外し過ぎるなよ」

　ジーノが冗談めかしてそう言うと、ユリナ達は笑顔ではい、と元気よく返事をした。

　ユリナ達とジーノも、ここでお別れであった。

　これは護衛任務の旅に出る前から、ジーノが少女らに伝えていたことである。

　ユリナ達に自力で王都から街まで帰るという長旅の練習をさせるという表の目的と、ジーノが自由に王都で知人友人を回ってヨウコとの件について相談をし、いざ帰るとなった時には、ダイアンに馬でも借りて急いで自宅へ帰れるように、という裏の目的があってのことであった。

「あの、やっぱりご一緒することはできないんですか…？」

　ユリナが眉尻を少し下げながら、窺うようにジーノにそう問いかける。

　他の新米達の表情も、ジーノに傍にいてほしそうな捨てられた子犬のような雰囲気があった。

　田舎町とは比べ物にならない量の人通りと、自分達だけで行う初めての長旅への不安がそうさせているのであろう。

「すまねぇな、ちょっと野暮用があってよ。それに、お前らならなんの心配もいらねぇよ。もっと自信を持てって」

　ジーノは苦笑すると、ユリナ達の頭を一人ずつ乱暴に撫でた。

　頭を前後左右に揺らす様なジーノの乱暴な慰めに、四人は少しよろけたが、それでもジーノの言葉に含まれた信頼を感じ取ったのか、それぞれがキリッとした冒険者の顔立ちになる。

　それでもまだ、ユリナの表情にはどこか憂いがあったが、ジーノはユリナがどれだけしっかりしているかを理解しているので、あまり心配はしていなかった。

「それじゃ、俺は行くわ。またな」

　これ以上ここにいても、お互いになかなか別れ辛かろうと思ったジーノは、簡潔にそう告げると、踵を返してスタスタと歩いて行った。

「ジーノさん、ありがとうございました！」

　背後から聞こえる少年少女らの声に、ジーノは振り返ることなく片手を軽く上げて応えた。

　王都の大通りは人通りが多く、少し進めばすぐにユリナ達の姿は見えなくなってしまった。

　一緒に旅をして、ユリナ達なら自分よりも上のランクにいけるだろうとジーノは確信していた。

　それなりに苦労はするだろうが、それでもジーノがいままで冒険者として歩んできた道など、一足飛びで飛び越えて行ってしまうであろう。

　ジーノが現在向かっている先は、そんなジーノを一足飛びで越えていった実例のうちの一人のもとである。




　中流街と上流街のちょうど中間くらいの位置に、立派な一軒家が建っている。

　王都という地価の高い場所にありながら、ジーノの自宅より遥かに立派なこの家が、ジーノが会おうとしている人物の家であった。

　ジーノはドアノッカーを掴むと、カンカンカンと音を鳴らした。

「はい、どちら様でしょうか」

　ノックをしてまもなく、ドアの向こうから涼やかな女性の声が聞こえてきた。

「ジーノだ。ルークに会いに来た」

　ジーノがそう声をかけると同時に、玄関のドアがすぐに開く。

　そこには、胸元や足を大胆に露出した特殊なメイド服を着込んだ、長い黒髪の美しい女性が佇んでいた。

　女性の首には、奴隷の証である首輪がついている。

「お久しぶりです、ジーノ様。すぐに主を呼んで参りますので、こちらでどうぞお寛ぎください」

　女性は美しい角度のお辞儀をしてみせると、恭しい態度でジーノを出迎えた。

　お辞儀をしたことで、女性の豊満な胸の谷間がジーノを誘惑するように見せつけられる。

「ああ、急に来ちまって悪いな」

　ジーノは申し訳なさそうな顔をしながらメイドにそう言うと、促されるままに家の中に足を踏み入れた。

　案内された部屋でソファに座ると、ジーノの目の前のテーブルにはすぐにメイドの手によって紅茶と茶菓子が用意された。

「どうぞお召し上がりください」

「ありがとな」

　美しい女性に丁寧な態度で接されて、ジーノは非常に居心地の悪い気持ちになる。

　こればかりは、何度応対を受けても慣れないものだった。

　メイドが部屋を出ていくと、ジーノは知らぬ間に力んでいた全身の力を抜き、ソファに沈み込むようにゆっくりと背もたれにもたれかかった。

　非常に良い作りのソファであり、今にも眠ってしまいそうなほど寛げる座り心地であった。

　まさか眠るわけにもいかず、ジーノは深く息を吐いて頭を覚醒させる。

　この家の主が、今回ジーノが相談相手の最有力候補に選んでいた男であり、そしてジーノにとっては【奴隷の主人】の先輩にあたる人物であった。

「お待たせしましたジーノさん、来ていただけて本当に嬉しいです」

　ジーノが深呼吸をしていると、部屋の扉が勢いよく開き、早歩きで若い男が入って来た。

　男はニコニコと笑顔を作りながらテーブルを挟んでジーノの正面に立つと、身を乗り出して膝の上に置いていたジーノの手を強引に掴んで握手をしてみせた。

「いやぁ、なかなかきてくれないんですもの。嫌われたのかと思ってましたよ」

　手が若干痛みを感じるほど強く握手されたジーノは、苦笑しながらある程度のところで男の手を振り払った。

「ついこないだ会ったばっかだろうが。いてぇから離せ、ルーク」

　実際、前回会ったのは数か月前であり、家族でもない別の街に住む知人としてはつい最近と表現しても十分な頻度であると言えた。

　ルークと呼ばれた長い銀髪を後ろでひとまとめにした美しい顔立ちの男は、ジーノのそんな態度に腹を立てた様子もなく、笑顔のままジーノの対面のソファに腰かけた。

　ルークは、昔ジーノがユリナ達にしているのと同じように面倒を見ていたことがある冒険者の一人であり、僅か二五歳の若さで英雄と称えられる領域に達した男であった。

　ジーノはルークが駆け出しの頃に僅かな期間面倒を見ていただけであるが、それでもルークはずっとジーノのことを慕ってくれており、英雄と呼ばれる立場を確立した今でもこうして交流が続いているのであった。

「ははは、ここまで来るのは疲れたでしょう？　どうぞ自宅だと思ってゆっくりしていってください」

　ルークは嬉しそうにそう言うと、軽く片手を上げてメイドに合図をした。

「どうぞ、こちらをお使いください」

　ルークの後ろに控えていたメイドが、温かな蒸しタオルをジーノに手渡す。

「ああ、いつもすまないな」

　ジーノは受け取った蒸しタオルでゴシゴシと顔を拭くと、首筋や胸元も軽く拭った。

　真っ白だったタオルが瞬く間に黒く汚れたが、メイドは嫌な顔一つせずにジーノからタオルを受け取ると、そのまま静かに退室していった。

　ただの布と違い、特殊な製法で作られた柔らかなタオルは、非常に高価なものである。

　それを惜しげもなく汚すことは、ジーノとしては非常に気の引ける行為であったが、遠慮するとルークがこの世の終わりのような嘆き方をするフリをするので、止むなく好意に甘えることにしているのだった。

　ルークの言う『自宅だと思って』という言葉は社交辞令ではないようで、この綺麗で大きな家に汚れた体で入ることが気の引けたジーノが、王都自慢の公衆浴場で身を清めてから訪問した時には、ルークに物凄く悲しそうな顔をされたこともあった。

　ルークの言い分としては、ジーノに他人行儀な態度を取られると壁を感じるとかなんとか、非常に長々と愚痴を言っていたが、そのとき非常にめんどくさい思いをしたジーノは、それ以来開き直って、こうして旅装のまま直接訪問するようになったのである。

「それで、今日はどういったご用で王都までいらしたんですか？　まさかわざわざ僕に会いに来たわけじゃないでしょう？」

「ぬかせ、んなわけあるか」

　ルークの言葉に、ジーノは苦笑しながら答えた。

　ある意味正解ではあるが、はいそうなんです悩みを聞いてくださいなどと言えるほど、ジーノの男は安くなかった。

「いつも世話になってる商人の…ほら、ダイアンさんの護衛でな。そのついででお前のとこに寄っただけだよ」

　ジーノはそう言いながら、テーブルの上に用意されていた紅茶を口に運ぶ。

　非常に薫り高く、美味い紅茶だった。

　ジーノは紅茶の品種について詳しくはないが、それでもこの紅茶が安い物ではないことはすぐにわかった。

　その後、しばらくの間はお互い最近起こった出来事などを話して、他愛ない時間を過ごした。

　しかしそんな穏やかな時間を過ごしながらも、ジーノの脳内ではいかにして自然にヨウコのことを相談しようか、もしくは何か参考になる話でも聞けないかと悩みに悩んでいた。

　そんなとき、タオルを持って中座していた先ほどのメイドが、部屋の中に入って来た。

　メイドは自然な動きでジーノに近付くと、空になりかけていたジーノのカップに、新たな紅茶を優雅に注いでみせた。

　この女性は、首輪とその際立った容姿が示すように、ルークの性奴隷である。

　そこでジーノは、彼女のことから話題を繋げば、なんとかなるのではないかと思いついたのだった。

「しかし、相変わらず綺麗な女性を侍らせてるな」

　ジーノは表情が不必要にいやらしくならないようにと、紅茶を飲むふりをしながら口元をカップで隠しつつそう話を振った。

「おや、ジーノさんもそう思いますか！？」

　これにルークは、異様なほど前のめりになって妙な食いつきを見せたのだった。

　急激なルークの接近に驚き、ジーノは飲むつもりのなかった紅茶を一息に全部飲み干した。

　若干気管に紅茶が入って咽ていると、メイドが綺麗なハンカチを取り出すとジーノの口元をそっと拭いてくれた。

　美しい女性の指先で口元を拭われる感触に、ジーノは咳き込んで曲がっていた背を咄嗟に起こすと、動揺が悟られないように気遣いながらメイドの手を軽く押し戻した。

「いや、大丈夫だ。ありがとう……突然どうしたんだお前？」

　メイドが気を悪くしないようにジーノは優しく声をかけたのち、妙にハイテンションになっているルークに向かって怪訝そうに言った。

「いや、ジーノさんに認めてもらえたと思うと嬉しくなっちゃってですね。どうですかジーノさん、いまからこいつを抱いてみませんか？」

「………は？」

　突然の意味不明な言葉に、ジーノは唖然とする。

　紅茶を口に含んでいたら、間違いなく噴き出していたことであろう。

　ニコニコとした笑顔で冗談みたいなことを言うルークであったが、その目は一切冗談のつもりがない真剣な眼差しだった。




第三三話




　ルークの突然の申し出に固まっていたジーノは、ようやく冗談であろうと流すために言葉を続けようとした。

「こいつはなかなか具合もいいので、きっとジーノさんも気にいると思いますよ？　見た目も気に入って頂けたみたいですし、どうですか今晩泊まっていかれては」

　しかし、ジーノが何かを言うのに先じて、ルークはまるで商談が決まった商人のように嬉しそうにそう言った。

　機先を制されて、ジーノは再び口を閉ざした。

　ルークの手振りに導かれて、ジーノの視線はルークの後ろに控えたメイドへと向かう。

　目が合ったわけではないが、視線を感じたのだろうメイドは、ジーノに向かってにこりと微笑みかけた。

「はい、私もジーノ様にお情けを頂けるのなら、喜んでお願い申し上げます」

　メイドは艶やかな笑顔で、ジーノに向かって淀みなくそう告げた。

　視線を合わせているわけではないのでその目を見ることは叶わないが、まさか本気で言っているとは思えない。

　そもそも、ジーノはこのメイドの女性と初対面ではないのだ。

　名前こそ知らないが、既に何度も顔を合わせた仲ではあり、ルークの家を訪ねれば最低限の事務的なものとはいえ会話もする。

　自ら大金を払って手に入れたヨウコにすら気後れし、最終的には手を出すことすらできなくなっているのだから、まさかこのような流れでルークの性奴隷の女性をジーノが抱けるわけがない。

「はぁ……ありがたい話だが、遠慮しとくわ。なんで好き好んでお前と穴兄弟にならなきゃなんねーんだよ」

　ジーノは苦笑しながら、つまらん冗談だと流すように軽く片手を振った。

　不特定多数の男と寝ている娼婦ならばまだしも、ルークが所有している性奴隷の共有ではまったく別問題である。

　ジーノの回答に、ルークは顎に手を当ててほんの少しだけ考える素振りをしてみせた。

「なるほど……それでは、こちらならどうですか？」

　ルークは相変わらずニコニコと笑みを浮かべながら、軽く片手を上げて傍に控えたメイドに合図をした。

　合図に従って、メイドが部屋を出る。

　今度はいったい何事だとジーノが訝しんでいると、メイドはすぐに部屋に戻ってきた。

　メイドの後ろには、初めて見る美しい少女が付き従っていた。

　美しい金髪を長く伸ばした、年若い少女である。

　少女は部屋に入ってくると、ジーノのほうを向き直ってペコリと可愛らしく頭を下げた。

　顔面偏差値平均以下の中年を見ても、特に何も感じなかったのか、少女は終始無表情のままであった。

　その首には、メイドと同じく奴隷の証である首輪がついていた。

「こちらは買ったばかりなんで、まだ私も手を出していませんよ？　まあそういうわけなので、テクニックは皆無ですし具合もわかりませんが」

　まるで美術品の品評でもするかのように、ジーノはただの雑談であると言わんばかりの表情でそうジーノに話しかけた。

　露出過多とはいえしっかりと服を着ているメイドとは違い、金髪美少女は僅かに肌が透ける白い薄絹のロングドレスを着込んでいる。

　淡いヴェールの向こうに、穢れを知らぬ少女の肌がくっきりと浮かぶ姿は、美しくそれでいて淫靡であった。

「可愛いと思いませんか、ジーノさん。この子ならどうです？」

　ルークの目は笑みの形を作っており、喜びの感情を灯してはいるが、ジーノを馬鹿にしたりからかったりしようという意図はないように見えた。

　そんなルークの様子を見ながら、ジーノは逆に感心する思いであった。

　奴隷を所有するとは、ルークのようなのが普通なのだろうか、と。

「ふぅむ……」

　ジーノは大袈裟に唸り声をあげると、腕組みをしながら脱力し、ソファに大きく体を預けた。

　ソファの心地良い柔らかさが、ジーノの全身をしっかりと受け止めた。

　ジーノは今まであえて見ないようにすることで冷静を装っていたことをやめて、ジロジロと金髪美少女とメイド、そしてルークを舐めるように見た。

　金髪美少女は無表情なままであるが、その瞳にジーノに対する嫌悪感はないように見える。

　自らの初体験がこんな小汚いおっさんに奪われようとしているのならば、例え奴隷の首輪の力を使って強制されていたとしても、瞳に変化くらいは現れるはずだ。

　しかし、金髪美少女の瞳は絶望して虚ろになっているわけではなく、あくまでも自然体といった感じで、素のままの無表情という雰囲気であった。

　むしろ少女の瞳には、強い意志の力が垣間見えるほどである。

　メイドのほうは、相変わらず豊満な肉体を露出度の高いメイド服に押し込め、その顔は妖艶な笑みを浮かべていた。

　瞳も笑みの形で細められており、その奥に悪意は感じられない。

　だが、その目の奥底には、娼婦の中にたまに見る、すれた女の達観と策略があるように感じられた。

　まだ年の頃は二十代半ばであると聞いているが、ルークが買う前はどこぞの富豪のもとにいたとかいう話も聞いている。

　大事にしていたが主人の富豪が老いて勃たなくなったため、奴隷のうちいくらかを払い下げたのだとか。

　どちらも美しく、一晩でも抱けるならば大金を出す男も少なくないであろう女性である。

　ジロジロと眺めていることを隠そうともせずに、二人の女性を存分に値踏みしたジーノは、最後にルークの顔を見た。

　ルークはジーノがどっちにしようか悩んでいると思っているのだろうか、ジーノの不躾な態度を特に気にした様子もなく、むしろジーノがその気になったことを喜ぶように笑顔を作っている。

　ルークの笑顔に、悪意は一切ない。

　この表情は、ジーノと二人きりで話すときにのみルークが見せる、本心からの笑顔であるとジーノは思っていた。

　全てが勘違いで、ジーノに対して苛立ちと殺意を隠している可能性もあるだろうが、この表情の裏にそんな悪意が隠されていたならば、ジーノはルークを心の底から称賛しながら死ぬことだろう。

　ルークはジーノに自分の奴隷を抱かせることを、なんとも思っていないのであろう。

　『物』としての価値は十分に理解し、そのうえで接待としてジーノに差し出したいという気持ちはあるだろう。

　しかし、ジーノはそんなルークの振る舞いを自分に当てはめてみて、考えてみた。

　自分は尊敬している大恩人がふいに訪ねてきてくれたとして、その人物にヨウコを差し出せるだろうかと。

　散々悩んだジーノは、ゆっくりと口を開いた。

「それって結局、お前と穴兄弟になることに変わりはねーじゃねぇか」

　たっぷりともったいぶっておきながら、ジーノは急にソファの上で思い切り仰け反ると、両腕を伸ばして思い切り伸びをした。

　そのコミカルで間抜けな動きには、この話はここで終わりだという強くわかりやすい意思が籠っていた。

「あはは、確かにそうですね。流石に高いんで、ジーノさんといえども差し上げるわけにはいきませんし」

　ジーノの意思が伝わったのか、ルークは楽しそうに笑うと、特に気にした様子もなくメイドに指図をし、二人を退出させた。

「気持ちはありがたいがな、流石に後輩にたかるほど落ちぶれちゃいねぇよ」

　ジーノはひらひらと片手を振りながら、ルークに笑いかける。

　ジーノが新米冒険者の面倒を見ることがあるのは、特に何か思惑があるわけではない。

　情けは人のためならずという言葉があるが、ジーノは情けをかけているつもりもまったくなかった。

　なんとなく落ち着かないから、ほっとけないから新米に手を貸し、自分のできる範囲で教えられることを教えたいように教えるだけなのである。

　だから、ジーノのやり方や考え方を新米が理解できなくても気にしないし、むしろ不細工な中年に絡まれた新人の少年少女らを申し訳なく思うことすらある。

「たかるだなんてそんな……むしろ僕のほうが、ジーノさんからもらってばかりで申し訳ないくらいです」

　ルークはそこで初めて笑顔を消すと、目尻を下げた少し落ち込んだような表情になった。

　鼻歌混じりに平服で赤毛熊を両断し、竜すら殺せると噂される英雄にあるまじき表情であった。

「何言ってんだよ。もしそう思うってんなら、こうして高いソファでふんぞり返って美味い紅茶が貰えるだけで十分だよ」

　そう言うとジーノは、カップの中の紅茶を一息に飲み干した。

　そろそろ帰る頃合いであろう。

　可愛い後輩と旧交を温めるのに熱中し過ぎて、かなり長居をしてしまったようだ。

「ジーノさん、何か僕に相談があってきたんじゃないんですか？」

　ジーノが別れを切り出そうと空になったカップを置こうとした瞬間、ルークは真剣な声でそう言った。

　ルークの言葉に、ジーノの身体がぴくりと反応する。

　しかし、それをカップを置く動作の中に上手く隠して、ジーノは平静を装ってルークに向き直った。

「僕は、ジーノさんの力になりたいんです。なんでも言ってください、できる限り協力しますから」

　ルークの目は、まさにこれから戦いに臨む英雄といった強い決意を映し出していた。

　確かにジーノは、ヨウコとのことをルークに相談できればと思ってここに来た。

　だが、ルークの奴隷に対する価値観を改めて感じて、これは相談してもジーノが望む答えは返ってこないであろうと思っていたのだった。

　ヨウコを恩人に差し出せるかと考えたとき、ジーノが出した答えは『ノー』であった。

　それどころか、他のどんな男にも抱かせたくはないと思ったところで、ふとジーノは自分の考えの致命的な欠陥に思い至ったのだ。

　奴隷身分から解放されたヨウコが、好きな男を作って結婚したらどうするのか、と。

　ヨウコが惚れた相手と結ばれ、幸せを掴むのならそれは良いことだろうと最初は思ったが、では結婚の先に当然ある夫婦の営みはどうだと想像したところで、言いようのない拒否感がジーノの中に湧き起こったのだ。

　ヨウコが愛し、認めた男にすら、ヨウコを抱かせたくないと、ジーノは思ったのだ。

　自らの自儘で自由を奪い、拘束して犯した少女を、その少女が愛した男にすら手渡したくないと思うなど、ルークの価値観では想像もつかないほどの愚かな思考であろう。

　だから、相談せずにジーノは帰ろうと思った。

　しかし、ルークの真剣な眼差しを見て、ジーノは考えを改めたのだった。

　この悩みは、不細工で小心者な中年が、性奴隷に恨まれないように後腐れなく手放したいという相談ではない。

　これは一人の少女と、そしてジーノが、今後最善の生き方を選ぶための相談なのだ、と。

　そう思えば、この真摯な眼差しでジーノの力になりたいと言ってくれる男ほど、ジーノは最適な相談相手が思い浮かばなかった。

　一瞬、ベテランとしての意地が『年下に随分と情けない相談をしようとしているな』と囁いたが、ジーノはそんな露悪的な動揺を、一瞬瞳が揺れる程度に抑えると、ルークの目を正面から見つめ返した。

「………ああ、実は相談に乗ってほしいことがあるんだ」

　口が渇き、喉の中が不快に張り付く。

　紅茶のお代わりが欲しいな、などと思いながら、ジーノは真剣な表情でそう切り出したのだった。




第三四話




　ジーノはヨウコに対して思っていることを、全てルークに説明した。

　出会った当時のことから掻い摘んで説明し、最近自分の中に生じた葛藤まで、ジーノとしては必要と思われることは全て話したつもりであった。

　もちろん、できればヨウコを手放したくないということも伝えている。

　ただその言い方は『自分の手元に置いたまま、少女を幸せにする方法はないか』というもので、ジーノは自分の中で湧き上がっている感情に明確な名前を付けることを意図的に避けているところがあった。

　まさか四十過ぎの不細工なおっさんが、いくら覚悟を決めたとはいえ素直に恋バナなどできるわけがないのだ。

　ジーノの打算としては、そういう言い方をすれば「性奴隷として買ったので金がもったいない」という意味にも聞こえるんじゃなかろうか、などと考えている。

　ルークはソファの上で前のめりになって自分の両膝に両肘を置くと、眉間に皺を寄せた難しい表情を作っている。

　ジーノも似たような姿勢で、ルークの反応を緊張した面持ちで待っていた。

　覚悟を決めたつもりではあったが、それでジーノが望む答えが得られるかどうかは別問題である。

「………つまり、ジーノさんはその奴隷の少女と恋仲になりたいんですね？」

　どうやら、ジーノが施したオブラートはまったく意味をなさなかったらしい。

　ルークの探るような眼差しを受けて、ジーノは背中に汗が流れるのを感じた。

「ぐっ……いや、決してそれに限るわけじゃあないんだがな……」

　ジーノは強張った笑みを浮かべながら、肯定とも否定とも取れる曖昧な返事をした。

　いざ踏み込んで追及されるとヘタレてしまうあたり、恋愛経験ゼロの中年のめんどくささが前面に押し出されていると言える。

　本音をぶち撒けて相談したジーノにとって、今この場では冒険者としての経歴の長短など意味をなさず、あるのは顔面偏差値と恋愛経験の差のみだった。

「いまお話を伺った感じですと、ジーノさんはその少女……ヨウコ、さんとか言いましたか。その子と恋仲に、できれば結婚したいと考えられているようですが」

　ジロリと、上目遣いの鋭い視線がルークから向けられる。

　可愛らしい少女がやるのと違い、英雄の上目遣いはただの威圧であった。

「ま、まあ……仮にそうだとして、だ。どうしたらいいか、ゴホン、できれば忌憚のない意見を聞かせてもらいたい」

　ジーノはわざとらしく咳き込むと、姿勢を正すことで自らの動揺を誤魔化した。

　その様子に何を思ったのか、ルークの眼差しは再びジーノからテーブルの上に戻される。

　テーブルの上には、お互い空になったカップと皿があるだけだが、話の内容を考慮してくれたのか、ルークがメイドを呼ぶことはなかった。

「………正直な意見を言えば、ジーノさんと交流を持って貴方を悪く思う人は存在しないでしょう。一緒に生活までしているならなおさらです」

　ルークの言葉に、ジーノは僅かに目を見開き驚いた顔をした。

　しかしルークはそんなジーノの反応は見えていないのか、まるで独り言のように言葉を続ける。

「ジーノさんと一つ屋根の下で生活していれば、好意を持つのは当然のことでしょう。もし好意が持てないなら、それはそいつが糞なだけなので、あまり考えなくてよいと思います」

　ルークの瞳の色が、言いようのない深く沈んだ色になっているようにジーノは感じた。

　声に抑揚が全くなく、ルークは感情がこもらないように抑圧しているようだった。

「あー、いや、そう言ってもらえるのは嬉しいがな……家の中での俺は普段と全然違うぞ？　ほとんど会話もないし……それに、その……同意も得ずに色々してるわけだしな」

　ルークに妙に持ち上げられて、ジーノは何か認識の齟齬があるようだと修整するためにそう言った。

　ジーノの言葉を受けて、ルークは一瞬だけジーノの顔を見たが、その後は再び視線を下ろして、テーブルの上を右へ左へとゆっくりと動いている。

　いまやルークの顔の下半分は指を組んだ手で隠されており、その表情は目元しか窺えなかった。

　さらに長い沈黙のあと、ルークは視線を上げてジーノを見た。

「………さらに好感度を上げたいと言うなら、ジーノさんがより持ち味を生かせる状況でその実力をアピールするのがいいと思います」

「ほう」

　ルークの言葉に、ジーノは若干身を乗り出した。

　しかし、うだつの上がらない下り坂の中年冒険者である自分に、持ち味を生かせる状況などあるのだろうか。

　ジーノと視線を合わせていたルークは、姿勢は微動だにしないままに視線だけを下に落とした。

　ジーノの期待を知ってか知らずか、ルークは視線を落としたまま、また長く何か考え込むように黙り込んでしまった。

「その女を、ジーノさんが冒険に連れ出して鍛えればいいんですよ」

　ルークは長く吐息をついたあとに、話はこれで終わりと言わんばかりに身体を起こしながらそう言った。

　ルークの言葉の意味に頭が追い付かず、ポカンと呆けるジーノを置いて、ルークは手を打ち鳴らすとメイドを部屋に呼んだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。なんで俺がヨウコを鍛えなけりゃなんねぇんだ」

　ジーノがより詳しい説明を求めようとルークに向かって両手を広げたが、ルークはメイドに入れてもらった新しい紅茶を優雅に飲むだけで答えなかった。

「ヨウコは……あいつはただの女の子だぞ？　冒険者なんてできるわけないだろっ」

　ジーノはルークを説得しようとするようにそう言い募るが、ルークはそんなジーノの姿を構った風もなく、背筋を伸ばしてゆっくりと紅茶を楽しんでいる。

　その姿に、流石にジーノもカチンときてしまった。

　視線が鋭くなり、その目に強い怒気が宿る。

　ジーノの変化に気付いたのか、ルークはカップを下ろすとジーノに向き直った。

「落ち着いてください。コネもないような元奴隷の少女では、つける職業も限られています。娼婦になるか、冒険者になるか、というヤツですよ」

　ジーノには珍しい怒気の籠った眼差しを受けたためか、ルークの瞳は僅かに揺れていた。

　ルークの言葉を受けて、ジーノは「すまない」と一言添えて目を閉じた。

　昂った感情を抑えるために、ジーノは腕組みをすると目を閉じたままソファにボスリと背を預けた。

「ジーノさんがつきっきりで教えれば、その子も一端の冒険者にはなれるでしょう。それこそ、ジーノさんに今後何があったとしても、その子との関係がどうなったとしても、きっと役に立つはずです」

　目を瞑ってジーノが考えていると、その耳にルークの声が入り込んでくる。

　確かに、ヨウコに手に職をつける手伝いといっても、ジーノが手を貸せることなど限られている。

　だが、冒険者になる手助けとなれば、ジーノはいくらでもヨウコの力になることができた。

　将来ヨウコがどのような人生を歩むにしろ、冒険者としての技能と経験があれば、かなり役立つはずである。

　それに、ジーノの持ち味を生かせる状況と言えば、確かにこれ以上の状況はないであろう。

　そもそもジーノは、これまでただひたすらに冒険者として生きてきて、そしてこれからも死ぬまで冒険者でいるしかないような、他にとりえもない男である。

　ヨウコに『男』をアピールする手段として、確かに妙案であるようにジーノは思えた。

　ジーノは黙って、ルークから与えられた提案を噛み砕いていく。

　ルークはジーノの思考を邪魔しないようにか、一言も発さずに黙っていた。

　しばらくして、ジーノはゆっくりと目を開いた。

　開けた視界の先には、どこか落ち着かない様子でそわそわとしているルークの姿があった。

　英雄とは思えない自信なさげなルークの態度に、新米冒険者時代の彼を思い出してジーノは苦笑する。

「すまねぇな、大人げないことしちまって。この埋め合わせは、今度必ずさせてもらうわ」

　ジーノはそう言うと、勢いよくソファから立ち上がった。

　それに反応して、ルークも弾かれたように立ち上がる。

「あ、いや、僕のほうこそすみません……そ、それより、今日は泊まっていってくださいよっ」

　ルークの申し出をありがたく思いながらも、ジーノは笑いながら首を横に振った。

「いや、気持ちはありがたいが、早く帰りたいんでな。今ならまだ、ダイアンさんから馬を借りられるかもしれないし、急がせてもらうわ」

　ジーノはルークの肩を軽くポンと叩くと、そのまま歩き出した。

「いや、流石に一泊もしないで帰るのは先輩でも体が持ちませんよ！？　少しは体を休めないと！」

　追い縋るルークの言葉に苦笑すると、ジーノは振り返ってルークの頭を軽く小突いた。

「先輩じゃねぇって言ってんだろ。お前は俺と対等か、それ以上の冒険者なんだからよ」

　咄嗟に昔の呼び方をしてしまったルークは、ジーノの言葉に顔を赤くした。

　そんな初々しい反応にジーノは笑うと、そのまま再び玄関へと向かった。

「今日は突然来てすまなかったな。楽しかったし、それに相談にも乗ってもらえてよかったよ。ありがとな」

「あ、いえ……」

　外は既に日が沈み始め、空は茜色に染まりつつあった。

　普通の店ならもう間もなく閉まってしまうだろうが、ダイアンは灯りをつけてでも夜遅くまで働いていると聞いている。

　ダイアンの働きは、灯りの燃料代など大きく上回る儲けがあるのだろう。

「また来るよ。じゃあな」

　ジーノは軽い調子でルークにそう言うと、以降は振り返ることなく歩き去ったのだった。

　やるべきことが見つかり、しかもそれがなかなか上手くいきそうな案であったため、ジーノの心は非常に晴れやかであった。

　下心はおいておくとしても、冒険者として生きられるノウハウをヨウコに教えることは、きっとあの悲惨な運命を背負わされた少女の今後にとって、役立つものとなるだろう。

　ジーノは知らず知らずのうちに早足になりながら、早く帰宅するための旅のルートを頭に思い描くのだった。




第八章【閑話・ルーク】

第三五話【ルーク】前編




　ジーノは何も思い残しはないというような晴れやかな顔で、日の暮れかけた人混みの中へ消えていった。

　それの手助けをできたのだと思うと、ルークはそれが誇らしくて嬉しく思う気持ちが湧いてきたが、それと同時に暗い感情もふつふつと腹の底から噴き上がってきていた。

　ルークは複雑な思いが表情に出る前に、玄関の中へと入った。

　顔を俯かせながら先ほどまでジーノと二人でいた部屋に戻ると、倒れ込むようにソファの上に身を投げだした。

　大人三人が余裕で座れる大きさのソファの上に、ルークは身を縮めるように丸くなって寝転んだ。

　横になっているソファは、先ほどまで自分が座っていたほうではなく、敬愛するジーノが座っていた物だった。

「はぁ……」

　ルークはソファに顔を埋めるようにしながら、深く溜息を吐く。

　あんまり飲めない癖に酒好きなジーノのために用意した銘酒も、今日のために予約していたレストランも無駄になってしまった。

　もっと強く引き止めたら、先輩は困った顔をしながらも泊まっていってくれたのではないだろうか。

　久しぶりに過ごしたジーノとの時間はあまりに楽しくて、浮かれている間に瞬く間に過ぎ去ってしまった。

「だから無理だと最初に言ったじゃないですか」

　あからさまに落ち込むルークに、呆れたような女性の声がかけられた。

　長い黒髪を有した煽情的なメイドが、丸まっているルークの頭側のソファの縁に腰掛けている。

「……うるさいな。しばらく放っておいてくれ」

　子供のような態度で子供のようなことを言う主人に、メイドは慈愛に満ちた微笑みを向けると、まるで母親のようにそっとルークの頭を撫でた。

　ルークは奴隷にあるまじき蛮行を行うメイドには取り合わず、ソファの上で相変わらずうじうじと身を捩っていた。

　最初から想定の範囲内であったとはいえ、まだ見ぬライバルに塩を送るようなアドバイスをジーノにしたことは、ルークの精神に大きな負荷を掛けていたようだ。

「放っておきませんよ。ジーノ様を連れて行けなかったら、私達をレストランに連れて行ってくださる約束だったじゃないですか」

　からかうような声を出しながらも、メイドは優しい手つきでルークの美しく長い銀髪を撫でている。

　そういえばそんなことを言ったかと、ルークは過去の自分を恨んだ。

　別に奴隷達に奢ることは何も問題はないが、そうはならないだろうと意味不明な自信を持っていた過去の自分が憎らしく、見事に期待を打ち破られた今の自分が惨めで恥ずかしかったのだ。

「やっぱり、第二案より第三案でいったほうがいいと思いますよ。あの様子なら、絶対確実ですし」

　メイドの言葉に、ルークは小さく唸り声を上げる。

　ルークのほうは確実とは思っていないが、それでも上手くいってしまう可能性は高そうだとは思っていた。

　『第二案』というのは、ジーノにルークが所有する性奴隷のどちらか、もしくは両方を抱いてもらって、奴隷に子を宿してもらうという案だ。

　ちなみに『第三案』とは、ルークの子とジーノの子を結婚させる、というものである。

　もちろん話の流れからわかるように、『第一案』も当然存在する。

　何故そんなことを画策しているのかというと、その理由は至極単純で、ルークがジーノを愛しているからに他ならなかった。

　ルークは中性的美しさはあれどもまごうことなき男性であり、ジーノも見たまんまの中年のブサメンである。

　王都において同性愛はそれほど珍しいものではないが、世界的には忌避される傾向がある。

　そしてジーノは娼婦通いしていることからもわかるように、明らかなノンケであった。

　ルークはできることなら、ありのままの自分をジーノに愛してほしかったが、それが絶望的であることも十分に理解していた。

　ソファについたジーノの残り香を貪りながら、ルークはメイドを無視して昔のことを思い出していた。

　ルークがジーノのことを同性にも拘らず好きになったのは、かなり昔のことであった。

　冒険者になりたての頃のルークは、その際立った容姿と抜きん出た実力で、女性には事欠かなかった。

　しかし、どんな女性に言い寄られてもルークは特に気が引き寄せられることはなく、試しに使ってみても大した感慨は湧かなかったのだった。

　そんなとき、ルークはジーノと出会い、何かにつけてお節介を焼かれるようになった。

　ジーノは顔を見かけるたびにルークに声をかけては、何かと世話を焼き、冒険者としてのイロハを教えてくれた。

　当初はジーノのことを、ウザイおっさんだと思っていたルークであった。

　ジーノが教えることは、別にルークが自分でやらなくても、他の女性冒険者が勝手に世話を焼いてくれることだからだ。

　実際、そのことを直接ジーノに言ったこともあった。

　生意気な口答えをしたルークを、ジーノは優しく笑ったあとにこう言った。

「できないことを仲間に任せるのも大事だが、できることを増やすこともまた大事なんだ」

　別にどうということのない、ありふれた言葉である。

　言われたルークも、当時は何を当たり前のことを、と反感を覚えただけであった。

　それでもルークは、献身的に世話を焼くジーノを憎めず、このおっさんは自分の傍に寄ってきた女のお零れが欲しいんだろうななどと解釈して、一緒にいることが多くなった。

　ルークに群がる女性冒険者数名に、ジーノがくっついてくるというアンバランスなパーティーで、冒険に出たことも何度もあった。

　女性冒険者達も最初はジーノを毛嫌いしていたが、特に粉をかけてくるわけでもなく、しかも冒険に出ればそれなりに使えるジーノは、特に波風立てることなく馴染めていた。

　事件が起こったのは、そんな凸凹パーティーで冒険に出ていた最中であった。

　金毛熊を見たという情報を元に、ルーク達がその希少な素材を求めて魔獣討伐に向かった際の出来事である。

「ルーク、止まれ」

「は？」

　ジーノの唐突な言葉に、ルークは首を傾げながらも顔だけ後ろを振り向いた。

　冒険中にお喋りをすると異様なほどに怒るジーノが、自ら口を開くとは妙なこともあるものだと思いながらも、ルークは特に足を止めることはなかった。

　自分よりも年長者でありながら、自分よりも実力が劣るジーノの言葉に従うことに、若い精神が反発を覚えたためだろう。

「なんすか、センパイがお喋りなんて珍しいですね？」

　反発心のままに数歩進んでから、ルークはその場でくるりと振り返った。

　何気なく振り返ったが、そのときにはジーノは何故かルークに背を向けていた。

　人のことを呼んでおいて失礼な、とルークは思ったが、声をあげることはせずに片眉を上げるだけで堪える。

「センパイ、人のことを呼び止めといてその態度はないんじゃないすか？」

　結局堪えきれずに文句を言ったところで、ルークは異常に気付いた。

　背を向けたジーノの向こうで、ジーノは突き飛ばすように女性冒険者の一人を押していた。

　押された女性冒険者も、その後方にさらに続いていた他の女性達も、ジーノの突然の行動を不快に思った様子もなく、指示に従うように切羽詰まった表情で後方へと駆け出して行った。

　何かが起ころうとしていると、ルークの直感が警鐘を鳴らす。

　ルークが呆然とその様子を眺めていると、ジーノがこちらへ振り向きざまにナイフを投擲した。

　突然のジーノからの攻撃に、ルークはその場でしゃがんでナイフをなんとか避ける。

　ジーノの攻撃に怒りを爆発させそうになった瞬間、ルークの頭上を大きな影が飛び越えていった。

　地を震わすほどの咆哮とともに、金色をした魔獣がルークの目の前に舞い降りた。

「ルーク、逃げろ！　こっちだバケモノ！」

　ジーノの怒鳴り声に、ルークは咄嗟に抜きかけた大剣から手を離すと、金色の魔獣から大きく距離を取った。

　離れたことで魔獣の全容が掴めると、ルークの膝はガクガクと震えだした。

　てっきりルークは、目の前の金色の魔獣は目標であった金毛熊だと思っていた。

　しかし、いざ見てみるとその魔獣は熊ではなく、虎であった。

　竜に並ぶなどとまで噂される、最強の魔獣の一角である金色の虎である。

「クソッ、何やってんだ！　早く逃げろ！」

　身動きが取れなくなっていたルークのもとへ、人ならざる速度でジーノが迫ってくる。

　何やら悶え苦しんでいる金虎の脇を、どうやってかジーノはこちらへすり抜けてきたようだった。

　怒りに満ちた魔獣の咆哮に足が竦んでいるルークに構わず、ジーノは体当たりするようにルークを担ぎ上げるとそのまま凄い速さで走り始めた。

　そこから、どこをどのように走ったのかルークは覚えていなかった。

　途中から自分の足で走っていたようだが、何度かジーノに担ぎ上げられたような記憶もある。

　ルークがよく覚えていたのは、ジーノの指示に従って走り抜けた先で金毛熊と遭遇し、無様に漏らした瞬間くらいであった。

「目を瞑って息を止めろ」

　荒い呼吸をしながらも、ジーノははっきりとルークの耳元でそう囁いた。

　先程から何も考えず、ただこの声にだけ導かれて動いていたルークの身体は、母親に従う幼子のように言われたとおりに瞬時に動いたのだった。

　目を閉じた直後、ルークは勢いよく横へ吹き飛ばされた。

　一瞬、金毛熊に殴り飛ばされて死んだのかと思ったが、勢いに取り残されてむち打ち状態になった首以外は、特に痛みは表れなかった。

「もう目を開けていいぞ……走れ、これが最後のチャンスだ」

　地獄のような最さ中なか、妙に落ち着いたジーノの声が、熱くルークの耳に残った。

　もはやまともに返事もできないほどに息を乱しながら、ルークはジーノに腕を引かれながら森の外へと走ったのだった。

　ジーノは突然現れた必死の状況であっても、最後まで諦めることなく、そして一瞬たりとも迷うことなく、ルークを連れて駆け続けたのだった。

　あとでルークがジーノから聞いた話では、金毛熊用に考えていた逃走用の障害物や地形、罠を全部金虎にぶつけ、最終的には金毛熊がいそうなところまで引きつけて、魔獣の同士討ちを狙ったらしい。

　生き残れた達成感と、見事に自分の下準備が功を奏した自負心とが堪えきれずに溢れたと言わんばかりのジーノの照れた笑顔に、ルークは同性であるにもかかわらず惚れ込んでしまったのだった。




第三六話【ルーク】後編




　ルークに何かをしてくれる女性冒険者達は、全てがルークからの見返りを求めての行為であった。

　ただ、ルーク自身もそんなものだろうと考えていたし、そもそも冒険者という生き方自体が、互いに利用し合うのが当たり前なのだ。

　そのため冒険者は、自然と同じランクの人間同士で行動することが多くなるのが普通だった。

　そんな中で、ジーノだけが違った。

　ジーノはルークに様々なことをしてくれたが、ジーノはルークに何も見返りを求めなかったのだ。

　てっきりルークは、ジーノが女性冒険者のおこぼれを求めて付き纏ってきていると思っていたが、女性冒険者の何人かがジーノに好意を寄せ始めても、ジーノは一切、何もしなかった。

　金虎の襲撃を生き延び、ようやくそのことに気付いたルークは、胸が潰されるような苦しみを覚え、同時にジーノに何かを返したい、この男に求められたいと強く渇望するようになった。

　たとえ命を求められても、この体を求められても…と想像したところで、ルークは自分がジーノに強い恋愛感情を抱いていることを自覚したのだった。

「また思い出してたんですか？」

　メイドのからかうような声で、ルークは目を開けた。

　胸を熱くする思い出と、その後に続くはずだった妄想を邪魔されて、ルークは若干苛立った。

　ルークは身を起こしてソファに座り直すと、頭を撫でていたメイドの腕を掴んで乱暴に引っ張る。

「しゃぶれよ」

　ジーノの残り香と、ジーノとの思い出の残滓のおかげで、ルークの股間は痛いほどに張り詰めていた。

　メイドもそれに気付いて、わざと声をかけてきたのだろう。

　ならば望み通りに使ってやると、ルークはメイドの返事を待たずに自らズボンを下ろした。

「ふふ……はぁい」
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　ルークの言葉に、メイドは嫌な顔一つせず…むしろ心底嬉しそうな上気した表情で、ルークの前に両膝をついた。

「んっ……」

　どちらのものともつかない吐息が、部屋の中に静かに響いた。

　一日生活して洗ってもいないルークの陰茎を、黒髪のメイドは一息に飲み込んだ。

　熱い快感に、ルークの腰が震える。

　ルークは強い快感に揺れる体を支えるように、ちょうどよい位置にあるメイドの頭部を両手で掴んだ。

　しかし、せっかく掴まったにもかかわらず、メイドの頭は激しく前後に動き始めてしまう。

　じゅぶじゅぶという濡れた音とともに、瞬く間に射精感がルークの腹の底に湧き上がってくる。

　激しく動くメイドの頭を掴むことを諦めたルークは、何気なく指を滑らせて、メイドの艶やかな黒髪を弄んだ。

　いままでジーノが娼婦を選んだ基準から、長い髪が好みであることはわかっていた。

　だから奴隷二人の髪も金をかけて長く伸ばし、手入れを徹底させているし、ルーク自身もまた、髪を長く伸ばしているのだ。

　残りの『第一案』とは、当然ルーク自身がジーノに愛されるという案である。

　だから自身の髪の手入れもするし、ジーノに愛されるならばと化粧や女装の練習もしていた。

　奴隷達はめかし込んだ女装ルークのことを手放しに褒めるが、ルークとしてはジーノを落とせるとは到底思えなかったため、実行に移したことはない。

　だが、ルークは諦めていなかった。

　ルークが英雄と呼ばれる領域に達し、富と名声を手に入れながらも、なおも危険な冒険者稼業を続けている理由は、ひとえに伝説と言われる『性転換の秘薬』を手に入れるためであった。

　最近では、ただ冒険で探し求めるだけではなく、錬金術師に投資して研究開発させたり、商人に手を回して市場で探させたりもしている。

　ルークが大金を惜しげもなく投じているのは、何もがむしゃらに夢を追っているからではなく、伝説といえど実例があるからだ。

　近年では、某国の先々代の王が、征服した国の王を性転換の秘薬で女にして娶り、見事二つの国を治めたという。

　そうやって様々に手を回すうちに、ルークはダイアンという得難い協力者を手に入れることができたのだった。

　流石にダイアンはジーノに恋愛感情を持っているわけではないが、ジーノに並々ならぬ畏敬の念と好意を持っていることがルークにはすぐにわかった。

　その縁で、ダイアンには商売上の必要があって旅をする際には、護衛にジーノを指名してもらうようにお願いしていた。

　そしてその予定が立った際には、事前に連絡をもらえるようにしてあるのだった。

　ルークがその話をした際、ダイアンは非常に乗り気であったが、ルークから依頼料を受け取ることはしなかった。

　それでも、何故ルークが提案したことを喜んだのかと尋ねたら「商人が合理的でないことをするためには、お得意様からのお願いが必要なんですよ」と笑顔で答えられたものだ。

　商人としては冒険者ギルドを通して、その時ちょうど手が空いている冒険者に頼むことが最も効率的である。

　しかし、ルークからのお願いがあれば、多少旅の予定を遅れさせてでも、お得様のご機嫌を取るためにジーノを指名することができるようになる、ということらしい。

　その伝手で今日、ジーノから見れば突然の訪問であったはずにもかかわらず、ルークは高級レストランの予約まで取れていたということだった。

　だが、ルークが思い描いていた甘い時間は、計画半ばで頓挫してしまったのだった。

　可能性は低くとも、いつだってルークはジーノへのアプローチを忘れたことはない。

　今日だってそのために、念入りに準備をしてきたのだ。

　髪を手入れし、肌を手入れし、身嗜みを整え…万に一つもないとはわかっていても、ジーノから寝室に呼ばれることを夢見ていたのだ。

　ルークの妄想を邪魔するように、メイドの口淫が激しさを増す。

　メイドは舌の先端から付け根までをベッタリとルークの陰茎に絡み付けながら、頭の動きに合わせて前後左右に舐め回している。

　頬が落ち窪むほどに吸い上げ、口の端からは下品な水音が湧き起こるが、メイドにはそれを恥じらう様子はカケラもなかった。

　ルークが考え込むに従って、メイドの口内で若干硬さを失っていた陰茎が、メイドの口淫の業とは無関係に硬度を急激に取り戻したのだから、主人の心の内で何が思われていたのかは容易く察することができたであろう。

　メイドの女としての意地が、ルークに自身の存在を思い出させようと、メイドの奉仕の動きを速めさせた。

「あっ」

　メイドの激しい口淫を受けながら、ジーノとの情事を思い浮かべていたルークは、メイドの口唇の導きに従って下腹部に溜まっていたものを一気に爆発させた。

　メイドの頭を掴みながら、その喉奥深くに向けて遠慮なくルークは吐精する。

　一般人であれば不快極まりない話であるが、ルークは美しいメイドの頭部をがっちり掴みながら、恋愛経験ゼロのへたれ中年であるジーノに口内に射精する妄想をしていた。

　ジーノ相手であれば、受けでも攻めでもどちらでもいけるルークであった。

　久しぶりにジーノと会ったことで酷く興奮していたのか、ルークは常人ではあり得ないほどの長い射精を続けていた。

　当然、小さなメイドの口内に収まる量ではなかったが、メイドは卓越した技巧で咽ることなくルークの吐精を受け止め、その全てを飲み下していた。

　ごくりごくりと喉を鳴らして、メイドの白く細い首筋が艶めかしく蠢く。

「あ、うぅぅ……」

　出し切って少し柔らかくなった陰茎をゆっくりと舐めまわされて、ルークは情けなくも甘い声を漏らした。

　乙女のような喘ぎ声をメイドに聞かせることなどあり得ないのだが、ルークは今ジーノに向けて射精しているつもりになっていたため、妙に高い甘えた声を漏らしてしまったのだった。

「ん……せめて出すときくらいは、目の前の女のことを見てほしいのですが」

　ようやく収まって小さくなった陰茎から口を離すと、メイドは取り出したハンカチでルークの股間を清めながらそう言った。

「ふぅ……誰がそんなもったいないことするかよ」

　ルークはジーノのことが好きだが、別に女性を嫌悪しているわけではない。

　むしろ、ジーノを愛していることが特例であり、ルークとしては普通に異性愛者であるつもりであった。

　実際、目の前のメイドを何度か使ったことがあり、その技術はなかなかのものであった。

　ただ、ルークにとってこの性奴隷メイドは、楽に使える全自動オナホールのようなものであって、それ以上でも以下でもなかった。

「こんなに出してしまって、私の中に出す分は残っているのですか？」

　素っ気ないルークの態度を気にした様子もなく、メイドは頬を上気させてルークの美しい顔に唇を寄せた。

　自分の精液を排泄した口を近付けられて、ルークは嫌そうに顔を背けたが、メイドはそんなルークの反応に気を悪くした様子もなく、そっとルークの首筋に口付けをした。

　中に出す分とは、第三案に向けた子作りのことを言っているのだろう。

「それは延期だ。もう少し様子を見る」

　発情した女の匂いを発するメイドを押しのけると、ジーノは立ち上がってズボンを穿き直した。

　そこで初めて、メイドは少し残念そうな顔をしたが、すぐにいつも通りの余裕のある笑みに戻ると、ルークの傍に歩み寄った。

「そうですね、そろそろレストランの予約の時間ですし、急いで準備しなくてはいけません」

　メイドの言葉に、ルークは気乗りし無さそうに溜息をついた。

「お前らだけで行けばよくないか？　財布は渡すからさ」

　ルークは雑な態度で自らの胸元を探ると、ずっしりと重い革袋をメイドに手渡そうとした。

「いえいえ、あんな高級店を私達のような性奴隷だけで利用できるわけがないじゃないですか」

「あの店なら大丈夫だと思うんだけどな……」

　今日予約している店は、ルークが悩みに悩んで選び抜いた名店であり、その内情を探るためにも何度も足を運んでおり、店主とは懇意にしていた。

　英雄であるルークの頼みであれば、彼が所有する奴隷だけに利用させることくらいで嫌な顔はしないであろう。

「それはそうでしょうが、やはりお店側も他のお客様の目がありますし、ご迷惑がかかってしまいますよ？」

　嫌そうな顔を隠そうともしないルークに対し、メイドはニコニコと笑顔で言葉を返す。

　メイドも最終的にはルークが付き合ってくれるであろうことはわかっており、これは詰将棋のような規定の流れの中で、敬愛する主人との会話を楽しんでいるだけに過ぎなかった。

「はぁ……わかったよ」

　ルークは観念すると、メイドを連れて廊下に出た。

　外出用の服に着替える面倒に憂鬱になっていると、ルークはふとあることを思い出した。

「ああ、あいつにも話を聞いておかないとな」

　ルークの言う『あいつ』とは、ジーノに見せた金髪の性奴隷美少女のことであった。

　ジーノの女性の好みが確定していなかったので、黒髪メイドとは対になるような性奴隷をルークは用意したのだった。

　ジーノが買った性奴隷が金髪で年若い獣人であるという情報も得ているので、金髪の少女を選んだという経緯もある。

「あの子でしたら、こちらに」

　メイドの声を受けてルークが振り向くと、そこには金髪の美少女が無表情のままで付き従ってきていた。

　どうやら廊下に出たときから傍にいたようであったが、ルークはまったく気にも留めていなかったので気付かなかったようだ。

「お、ちょうどいい。で、どうだった」

　ルークはそう簡潔に、無表情の少女に問うた。

　少女くらいの年齢であり、美しい容姿を持っていれば、ジーノのような不細工な中年男性は生理的嫌悪感が向いてもおかしくないということは、十分ルークは理解していた。

　理解したうえで、そんな惨めなそろばん勘定しかできない女達を、ルークは見下してもいたが。

　ジーノに紹介したとき、この少女は今からジーノに犯されるかもしれないという話になっても、不快な表情も悲壮な表情も見せなかった。

　ジーノの素晴らしさは事前にルークが散々に説いていたが、それでも会って実物を見れば話は違うだろうと考えていたのだが、その点はルークにとって良い方向に転がったとも言えた。

　だが、それが少女の胆力による我慢の賜物であり、実際は不快に思っていたというのなら、また考え直さなくてはならない。

　そこでルークは、事前に少女に言い含めていたのだ。

　これから会う男性がお前の夫になるとしたらどう思うか、真剣に考えろ、と。

「特に何も……」

　ルークの真っ直ぐな問い掛けに、少女は小さな声でそう答えた。

　ジーノが夫になり、子を孕むまでその身を犯したとしても、なんとも思わないと少女は答えたのだった。

　それがただの諦観の念によるものなのか、それとも違う感情が根底にあるのか見極めようと、ルークは黙って少女を見つめ続けた。

　ルークの答えの続きを待つような視線を感じ取ったのか、金髪の美少女は無表情のままで考え込むように視線を上に向けた。

「……ただ、優しそうだな、って………っ」

　何気なくポツリと漏れた少女の言葉に、少女自身が言葉を詰まらせ、顔を赤くした。

　無意識の中にあった自分の感情を見つめ直すことで自覚してしまい、少女は今脳内で激しく思考が揺さぶられているのであろう。

　急に生気を取り戻した少女の瞳から全てを察したルークは、自分で段取りしておきながらその事実に舌打ちをした。

「くそっ、お前も第三案の候補に入れてやるから、しっかり勉強しろよ」

　ジーノのことを認める仲間が増えて嬉しいような、ライバルが増えて悔しいような複雑な思いが、ルークの中で湧き上がる。

　自分は命の危機を助けられなければ、ジーノの本質に気付けなかったのに、事前の教育があったとはいえ、ひと目見てジーノの本質に気付けた少女に嫉妬の炎が灯ってしまったのだ。

　ルークは部屋着から外出用の服装に手早く着替えると、早足で玄関に向かった。

　そこにはすでに、外出の準備を終えて綺麗に着飾った妙齢の美女と美少女が立っていた。

　二人は何やら楽しそうに話し込んでいる。

「それじゃあ、食事をしながら私の知ってるジーノ様の良いところを教えてあげますね」

「あ、はい……よろしくお願いします……」

　二人の楽し気な様子に、ルークは腹立たしい気持ちになった。

「っ……俺も混ぜろよ。俺のほうがジーノ先輩のことを知ってるんだからな！」

　ルークの駄々っ子のような言い方に、奴隷二人は楽しそうに笑うと頷いた。

　今日は酒を浴びるように飲みながら、ジーノの話に熱中してやると心に決め、ルークはレストランに向けて歩き出したのだった。


《つづく》









電子版特典ＳＳ「高級娼婦とジーノ」




　ここは王都の一角にある色街、その中心部付近にある高級娼館の一つである。

　魔道具をふんだんに使い、夜であっても煌びやかに彩られた享楽の街は、これからが稼ぎ時であると言わんばかりに人で溢れかえっていた。

　そんな色街の様子を、一人の高級娼婦が自らのために誂あつらえられた部屋の窓から眺めていた。

　今日もこれから、彼女はどこの誰とも知れぬ男に抱かれることだろう。

　だが、彼女の中にそのことに対する特別な感情は一切なかった。

　嫌悪感も、高揚感もない。

　ただあるのは、職業人としての矜持……自らの肉体の全てを使って客に一夜の夢を提供し、その対価を受け取ることだけだ。

　そしてできれば、次も足を運んでもらう。

　娼婦はゆっくりと深呼吸をすると、瞳を閉じて様々な状況を脳内で仮想した。

　ほんの瞬きほどの間に、積み重ねた経験と技術が様々に脳内を駆け巡り、そして消えていく。

　次に瞳を開いた瞬間、その視界の端に見知った人影が見えたような気がした。

　窓の外、この娼館に通じる玄関に、よく知る男が入っていったような気がしたのだった。

　そう意識した途端、娼婦の頬にほんのりと紅が差す。

　彼女の持つ黒に近い濃紺色の長い髪に合わせた、怜悧で知的な印象を与える薄化粧の中に、まるで少女のような生命の輝きが宿った。

　知らず知らずのうちに鼓動が早まるのを、娼婦は自らの胸元に拳を当て、ゆっくりと深呼吸を繰り返すことで鎮めようとする。

　期待してはいけない……期待は裏切られた時、酷く冷たい鋭い刃となって我が身を切り裂くからだ。

　とうの昔に捨てたはずの、心地良さと共に不快な不安感を滲ませる感情を、娼婦は必死に抑えようとした。

　コンコンコン

「……何？」

　突然のノックの音にも、娼婦は特に驚かずに声を返した。

　そろそろ仕事の時間であり、高級娼婦の中でも人気が高い彼女が呼ばれるのは当たり前のことだからだ。

「失礼します、お姉様。お客様が……ジーノ様がいらっしゃいました」

　娼館見習いの少女は部屋に入ると、囁くようにそう伝えてきた。

　見習い少女の言葉に、娼婦の胸がドクンと高鳴る。

「そう、わかったわ。ありがとう」

　娼婦は努めて冷静を装いながらそう言うと、少女の頭を優しく撫でたあとにその手に硬貨を一枚握らせた。

　本来娼館内で無闇に客の名を呼んではならず、客を取っている娼婦ならまだしも見習いの少女はいかなる場合でも客の名を挙げてはならないと厳命されている。

　しかし、ただ「お客様」と呼ばれて行って、あの冒険者の男といきなり対面した場合、動揺を隠せない可能性があった。

　だから娼婦は、自分付きの見習い少女に頼み、ジーノが来た際にはこっそりそれを教えてくれるように頼んでいたのだ。

　ロビーへ向かうと、受付のボーイと楽し気に談笑している中年の冒険者がいた。

　黒髪に黒目、実用一点張りの丈夫だが地味な外套を羽織り、服も頑丈だけが取り柄といった感じのセンスのないものを着込んでいた。

　娼婦は意識せずに細めた瞳で、憧れの眼差しでジーノと会話するボーイを睨んでしまう。

　視線に気付いたボーイが会話の途中で突然黙って姿勢を正したことで、中年の冒険者も娼婦の存在に気付いた。

「お待たせいたしました。どうぞ、こちらへ」

　人懐っこい笑顔を引っ込め、無表情になってしまったジーノに対して娼婦は丁寧に挨拶をし、自分の部屋へと誘いざなった。

　道中も一切の会話は無く、痺れを切らした娼婦は部屋に入った瞬間に口火を切った。

「随分、お久しぶりでございますね」

　そんなつもりはなかったのに、投げかけた言葉にはつい恨み言のような響きが乗ってしまった。

　そしてそれに自ら気付いたせいで、「とても寂しゅうございました」などの甘えた台詞も続かなくなってしまう。

「ああ、まあ少しな。依頼があった」

　しかしそんな娼婦の動揺をよそに、ジーノは淡々とした態度で外套を脱ぎながらそう答えた。

　客自らの手で衣服を脱がせるなど、これもまた失敗であり、娼婦はその立て続けの動揺が悟られないようにジーノに寄り添う。

「申し訳ございませんでした。気遣いが足りず……」

　娼婦は丁寧な動作でジーノの服を脱がし、手早く丁寧に畳み、あるいはハンガーにかけていく。

「いや……」

　娼婦の手により、瞬く間にジーノは下着一枚の姿にされる。

　そしてジーノを待たせることのないように、娼婦も優雅で美しい所作で自身のドレスを脱ぎ捨てていった。

　大きな胸と引き締まった腹部、均整の取れた下半身は、絶え間ぬ努力の末に磨き上げられた美しさを放っていた。

　ドレスを脱いだそのままの動きで、娼婦はジーノの首に両腕を絡め、身体を摺り寄せていく。

　鍛え上げられた男の胸板に自身の乳房の先端が擦りつけられると、それだけで甘い痺れが娼婦の脳を焼いた。

　その刺激に背中を押されるようにして、娼婦は今日こそはという決意のもとジーノの口元へと顔を寄せていく。

　だが、その狙いが達成される前にジーノは娼婦を横抱きに抱え上げ、ベッドの上へと運んでいってしまった。

　荒々しく抱き上げられたのとは対照的に、まるで宝物でも扱うかのようにゆっくりとベッドの上に降ろされる。

　ベッドに寝かされた娼婦の上に覆い被さるように、ジーノは両腕を娼婦の背に回して抱き着いてきた。

　押し潰されるような状態だが、苦しさはない。

　それどころか、背中に回されたゴツゴツとした手は、他の客のように無遠慮に掴み、まさぐってくることもなく、まるで鳥の羽でくすぐるかのような繊細さで添えられているだけだった。

　体格差のために眼前にきたジーノの胸板に、娼婦は先ほど成し得なかった口づけをいくつも落とした。

　片方の腕はジーノの背に回し、もう片方の手で下着の上からジーノの大きく張り詰めた肉棒を撫で擦さする。

　冒険者にしては歳を取っており、決して整っているとは言えない顔立ちをした男。

　英雄の片腕と称する人もいれば、小間使いとも金魚の糞とも蔑む人がいる男。

　その愛撫は他の男のように、腕力に物を言わせて玩具の人形のように扱ったり、跡がつくほどに荒々しく全身を揉み掴んだりするようなものとは全く違った。

　ジーノは娼婦を押し潰さないように繊細に抱き締め、その熱い肉体全てで女の体を味わい、唇や頬を使って赤子が甘えるように肌を撫でるのだ。

　ジーノの愛撫を堪能しながら、慈しむように硬く張り詰めた陰茎を下着の上から撫でていると、ふいに手の中からするりとそれが逃げてしまった。

　追い縋ろうと手を伸ばすのを制するように、ジーノの頭が下がってきて娼婦の胸元に押し付けられる。

「ん……」

　胸の先端に与えられた熱く甘い刺激に、娼婦は思わず声を漏らした。

　透き通った氷のような美貌が一気に蕩け、年若い夢見る乙女のような顔が覗く。

　この男は愛撫に夢中になるとこちらの顔を一切見なくなることを知っているため、娼婦は一時仕事を忘れて与えられる快感に酔いしれた。

　それでも念のために、ジーノの視線がこちらに向かないようにそっと胸元にある頭部を抱き締める。

　他の男のように無遠慮に吸い付いたり、噛みついたりなど決してしない優しい動きが、まるで恋人同士の睦事をしているかのように錯覚させる。

　客が望み、それに応えているだけだと言い訳をしながら、娼婦としての手練手管を発揮するよりも、その身全てをこの男に曝け出すことで男を悦ばせようとする。

「あっ……ぅ……んっ……」

　だから乱れているのは演技なのだ、と自分を誤魔化しながらも、喉の奥から自然と漏れてしまう嬌声には恥ずかしさを覚えて噛み殺そうとしてしまう。

　そんな娼婦の様子をわかっているのかいないのか、中年の冒険者は胸から腹、そしてそのさらに下へとゆっくりと頭を動かしていく。

　既にドロドロに溶けて溢れた淫裂に舌が差し入れられると、奥に溜まった蜜がとろりと零れ出してジーノの口元を汚した。

　その性的興奮を隠しようのない事実に、娼婦の頭が羞恥にカッと熱くなるが、娼婦としての矜持を持ってぐっと感情の暴走を抑える。

　十分な準備ができているはずの肉壺を、ジーノの舌が優しくゆっくりとほぐし始めた。

　客が娼婦に口淫で愛撫することはありふれているが、それはあくまで客の自己満足のためのものである。

　ましてや挿入するための前準備としてしっかり愛撫をするなど、安娼婦相手に仕方なくするくらいしか見ないものだ。

　やがて肉穴が開ききったのを確認すると、ジーノはいつの間にか下着を脱いで剥き出しにした陰茎を押し当ててきた。

　お互いに会話はなく、ただ行為にだけ集中する荒い呼吸音だけが部屋に響く。

　ジーノの先端が中に潜り込んだ瞬間、娼婦は意識して膣内を強く収縮させた。

　キツく締め付けられた肉壁が、それよりもずっと硬く凶悪な肉棒で一気に割り広げられる。

「うっ……」

　呻き声を上げたジーノが、それを誤魔化すように先ほどまでの優しい愛撫とは一転して激しく腰を振り始めた。

　力を込めたことでただでさえ感覚が鋭敏になった粘膜を、破城槌で城門を破壊するかのような勢いで抉られたことで、娼婦は堪える間もなく絶頂する。

　娼婦は白く飛んだ意識の中で、膣奥へ当たるのがはっきりわかるほどに勢いの良い射精を感じ取り、どうやら別の女に現を抜かしていたわけではなさそうだと安堵した。

　一度気をやったことで振り切れたのか、女はただ体を開いて愛しい男の行為を受け入れることに熱中した。

　ジーノの求める体勢を取り、貪られるままに全てを受け入れる。

　これが高級娼婦としての卓抜した演技などではないと、男に伝わるように祈りながら。

　いつの日かこの男に身受けされ、共に過ごす日々を夢想しながら、女は明け方まで愛する男に全てを委ねたのだった。

　まさか性奴隷を買ったジーノが、ぱったりと娼館通いを止めてしまうことなど、まさに夢にも思ってはいなかった。


《了》









あとがき




　皆さま初めまして、最上と申します。

　この度は本書をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　またこれまで多くの方からの多大なるご声援を頂き、おかげさまでこのように作品を書籍として出版出来る機会に恵まれましたことに、改めまして感謝の意を申し上げます。

　そして、書籍化するにあたってご尽力いただいた出版社の皆様、素晴らしい挿絵を描いてくださったあらと安里先生、本当にお世話になりました。ありがとうございます。

　本作は同名のタイトルでノクターンノベルズに投稿させて頂いていた作品なのですが、私は当初自身の執筆速度と意欲を維持する目的で「文章校正？　書籍化したらそのときやるよ！」という軽いノリで誤字脱字チェックなどを疎かにしておりました。

　そのためＷｅｂ掲載時には読者の皆様から温かくも丁寧な心遣いで誤字脱字修正をいただき、書籍化の際にも文章校正担当者の方には多大なご負担をおかけしてしまいました。

　反省しております。マジで。申し訳ございませんでした。そしてありがとうございました。

　さて、本作はタイトルの通り「冴えない中年男性と性奴隷にされた狐耳美少女」という組み合わせですが、よく「思っていたのと違う」という感想を頂きます。

　まずあとがきから読まれている方がいるかもしれませんので、そういった方はここで本作を読みに戻っていただけたら幸いです。そして既に読了された皆様、読まれた感想はいかがでしたでしょうか。

　私としましては本作紹介文で「中年冒険者のちょっと変わったラブストーリー」との文言を目にとめた際に「えっ！？　これってラブストーリーって言っていいの？」と思ってしまったことが、酷く印象に残っております。

　その後『ラブストーリー』の単語の意味までネットで調べて、確かにジャンル的にそう言っても良さそうだと一人で納得して安心していました。

　じゃあ自分ではどんなジャンルを書いてたつもりだったんだよと言われると、「可愛い献身的狐耳少女が書きたかった」という強い熱意があったことだけは断言できます。

　あとは「恋愛弱者の中年男性による惨めな一人相撲」でしょうか。

　本作ヒロインであるヨウコの可愛らしさを強調したくて、ひたすら欲望のままに書き殴った結果、見直してみるとヨウコのセリフが全く見当たらないという事実には、自分自身首を傾げることが多々あります。

　自分では作品の中で、ヨウコの感情・想いを存分に描写したつもりなので、「彼女の言いたいことは全部言わせた」と認識しているのだと思います。

　特に耳と尻尾から伝わる（伝わってしまう）感情が、獣人娘の良さですよね。

　逆に主人公である中年は、うだうだと考えているくせに一切それらを言動に表していません。

　結果として本作は、地の文ばかりでセリフがほとんどない場面というものが多々ございます。

　もしお暇があれば、最大何ページの間セリフが無いか、または何ページに渡って『まともな会話』が無いかをパラパラとめくって確認していただき、物笑いの種にしていただけたらと思います。

　あるエッチシーンにひとつもまともなセリフが無かったと気付いた時には、我ながらこんなんでいいのかと肝が震えてしまいました。

　悪いのは全部本作主人公の中年です。私ではありません。

　私が官能小説という表現方法を用いている理由のひとつに、『恋愛は告白して両想いになってハッピーエンド、じゃないだろう』というものがございます。

　もちろんプラトニックな恋愛も当然存在しますし、性欲の介しない恋愛もございます。

　人の数だけ数多に形のある恋愛の中で、性欲と愛情が混じり合った『告白の続きの恋愛』を描きたいと思って、官能小説を書き始めました。

　そんな私個人の嗜好の中で、「性欲から始まる恋愛が描きたいな」と思い立ち、出来上がったのがこの異世界ファンタジー恋愛弱者素人童貞中年葛藤記となります。

　そう思うと、私はちゃんと恋愛物語ラブストーリーが書きたくて書いていたんですね。なんで本作を「ラブストーリー」と表記いただいたことを見て何を疑問に思ったのか、自分自身でも掴みきれません。

　性欲解消目的、身体だけの関係だったのに恋しちゃった中年のラブストーリーは、まだまだ続きます。

　また作中で同時進行で進んでいるその他の恋物語についても、どうか次巻という形で日の目を見ることができたらと願っています。

　結びとなりますが、改めまして本作出版にご尽力いただきました関係者の皆様、個人的にファンだったのでダメ元でお願いしたにもかかわらず素敵な絵を描いてくださったあらと安里先生、スランプ期に活力をくれた某匿名掲示板の皆様、そして本書を手に取ってくださった読者の皆様に、この場をお借りしまして深くお礼申し上げます。
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